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「障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

」（仮称
かしょう

）の論点
ろんてん

についての意見
いけん

 

（分野
ぶんや

D
でぃー

 支援
しえん

（サービス
さーびす

）体系
たいけい

) その３ 

 

（分野
ぶんや

D
でぃー

 支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

) 

＜項 目
こうもく

D
でぃー

-2 生 活
せいかつ

実 態
じったい

に即
そく

した介 助
かいじょ

支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）等
とう

＞ 

論 点
ろんてん

D
でぃー

-2-1) 推 進
すいしん

会議
かいぎ

では、シームレス
し ー む れ す

なサービス
さ ー び す

の確保
かくほ

の必 要 性
ひつようせい

が指摘
してき

された。

また、 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

では「パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

・サービス
さ ー び す

」を含
ふく

む支援
しえん

サービス
さ ー び す

も提起
ていき

されている。これらをふまえ、地域
ちいき

支援
しえん

サービス
さ ー び す

のあり方
かた

についてどう

考
かんが

えるか？ ・・・２ 

 

論 点
ろんてん

D
でぃー

-2-2) 現 在
げんざい

のホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

の仕組
し く

みについては、何
なん

らかの変 更
へんこう

が必 要
ひつよう

か？また、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

に関
かん

しての個別
こべつ

給付化
きゅうふか

は必 要
ひつよう

か？ ・・・１４ 

 

論 点
ろんてん

D
でぃー

-2-3) 障 害
しょうがい

特 性
とくせい

ゆえに必 要
ひつよう

とされる見守
みまも

りや安 心
あんしん

確保
かくほ

の相 談
そうだん

といった

身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

ではない人 的
じんてき

サポート
さ ぽ ー と

の位置
い ち

づけをどうするべきか？ 

 ・・・２７ 

論 点
ろんてん

D
でぃー

-2-4) 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が必 要
ひつよう

な 障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

でのサポート
さ ぽ ー と

体 制
たいせい

を確 立
かくりつ

する

ためにはどういう課題
かだい

があるか？ また、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を継 続
けいぞく

しながら必 要
ひつよう

に応
おう

じて利用
りよう

できるショートステイ
し ょ ー と す て い

等
とう

の機能
きのう

を望
のぞ

む声
こえ

があるが、確保
かくほ

していくためにどのような課題
かだい

があるか？ ・・・４０ 

 

＜項 目
こうもく

D
でぃー

-3 社 会
しゃかい

参加
さんか

支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）＞ 

論 点
ろんてん

D
でぃー

-3-1) 障 害 者
しょうがいしゃ

の 社 会
しゃかい

参加
さんか

の 点
てん

から 就 労
しゅうろう

・ 就 学
しゅうがく

に 際
さい

しての介護
かいご

、

通 勤
つうきん

・通 学
つうがく

の介護
かいご

が大
おお

きな課題
かだい

との指摘
してき

があるが、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

のサービス
さ ー び す

でどこま

でカバー
か ば ー

すると 考
かんが

えるか、その際
さい

、労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

や 教 育
きょういく

行 政
ぎょうせい

との役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

や

財 源
ざいげん

をどう 考
かんが

えるか？ ・・・５８ 

 

論 点
ろんてん

D
でぃー

-3-2) 居場所
いばしょ

機能
きのう

など広
ひろ

く仲間
なかま

との 交 流
こうりゅう

や文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

活 動
かつどう

などについてど

う 考
かんが

え、確保
かくほ

していくための体 系
たいけい

はどう 考
かんが

えるか？ ・・・７２ 
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（分野
ぶんや

D
でぃー

 支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

) 

＜項 目
こうもく

D
でぃー

-2 生 活
せいかつ

実 態
じったい

に即
そく

した介 助
かいじょ

支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）等
とう

＞ 

論 点
ろんてん

D
でぃー

-2-1) 推 進
すいしん

会議
かいぎ

では、シームレス
し ー む れ す

なサービス
さ ー び す

の確保
かくほ

の必 要 性
ひつようせい

が指摘
してき

された。

また、 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

では「パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

・サービス
さ ー び す

」を含
ふく

む支援
しえん

サービス
さ ー び す

も提起
ていき

されている。これらをふまえ、地域
ちいき

支援
しえん

サービス
さ ー び す

のあり方
かた

についてどう

考
かんが

えるか？  

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 幼児期
ようじき

から子
こ

ども、大人
おとな

となるに従
したが

い、人 生
じんせい

を通
つう

じて支援
しえん

するためには何
なに

が必 要
ひつよう

な

のか整理
せいり

して、給 付
きゅうふ

されるべきサービス
さ ー び す

をしっかり考
かんが

えるべきである。その際
さい

、その人
ひと

の 人 生
じんせい

を 通
つう

じて 一 貫
いっかん

した支援
しえん

をマネジメント
ま ね じ め ん と

する 障 害 者
しょうがいしゃ

ケアマネジャー
け あ ま ね じ ゃ

制度
せいど

が

必 要
ひつよう

と考
かんが

える。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 継 続
けいぞく

してサービス
さ ー び す

が得られる
え ら れ る

仕組み
し く み

と 状 況
じょうきょう

の変化
へんか

に対 応
たいおう

できる相 談
そうだん

体 制
たいせい

は

必 要
ひつよう

。（本 人
ほんにん

に寄り添いながら
よ り そ い な が ら

） 

○理由 

 常に
つねに

状 況
じょうきょう

の変化
へんか

も有り
あ り

、それに適 切
てきせつ

に対 応
たいおう

する事
こと

により、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を維持
い じ

でき

る！！ 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 縦割
たてわ

りイコール悪
あく

としないが在 宅
ざいたく

の生 活
せいかつ

を支
ささ

えることを基本
きほん

に関 係
かんけい

機関
きかん

が協 同
きょうどう

して地域
ちいき

支援
しえん

サービスを調 整
ちょうせい

することが必 要
ひつよう

。 

 学 習
がくしゅう

、生 活
せいかつ

、就 労
しゅうろう

あらゆる生 活
せいかつ

場面
ばめん

において個別
こべつ

支援
しえん

が必 要
ひつよう

。また、個人
こじん

の

精 神 的
せいしんてき

負担
ふたん

等
とう

の相 談
そうだん

支援
しえん

も重 要
じゅうよう

である。このような、支援
しえん

のネットワークをつなげ

る担 当 者
たんとうしゃ

も必 要
ひつよう

。 

○理由
りゆう
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 在 宅
ざいたく

で 生 活
せいかつ

している 方
かた

の経緯
けいい

の 中
なか

での支援
しえん

サービスの 担
にな

い手
て

も 継 続 性
けいぞくせい

が

必 要
ひつよう

 。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

支援
しえん

サービス
さ ー び す

については、 生 活
せいかつ

実 態
じったい

に 即
そく

し、自己
じ こ

選 択
せんたく

と自己
じ こ

決 定
けってい

、

ケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

をキーワード
き ー わ ー ど

とする本 人
ほんにん

主 体
しゅたい

の地域
ちいき

支援
しえん

サービス
さ ー び す

を構 築
こうちく

する必 要
ひつよう

がある。これらのサービス
さ ー び す

は支援費
しえんひ

制度
せいど

の時代
じだい

のほうが使
つか

い勝手
かって

が良
よ

かったように思
おも

う。 

○理由
りゆう

 

 「パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタント
あ し す た ん と

・サービス
さ ー び す

」は地域
ちいき

支援
しえん

のあり方
かた

として理想的
りそうてき

であり、

PAS に類似
るいじ

した支援
しえん

サービス
さ ー び す

類 型
るいけい

である「重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

包 括
ほうかつ

支援
しえん

」のように支援
しえん

対 象 者
たいしょうしゃ

の状 況
じょうきょう

によっては、すべての障 害 者
しょうがいしゃ

がそれを必 要
ひつよう

とするという考
かんが

え方
かた

をと

る必 要
ひつよう

はないかもしれないが、見守
みまも

りも含
ふく

め必 要
ひつよう

不可欠
ふかけつ

な地域
ちいき

支援
しえん

体 制
たいせい

であると考
かんが

えられる。発 達
はったつ

障 害
しょうがい

に即
そく

して考
かんが

えると、行 動
こうどう

障 害
しょうがい

が激
はげ

しく在 宅
ざいたく

でのケア
け あ

が困 難
こんなん

であるが本 人
ほんにん

が在 宅
ざいたく

以外
いがい

を強
つよ

く拒否
きょひ

するために即座
そくざ

の入 院
にゅういん

につながらない場合
ばあい

や、

強 度
きょうど

行 動
こうどう

障 害
しょうがい

の入 院
にゅういん

治療後
ちりょうご

に在 宅
ざいたく

に戻
もど

ったが状 態
じょうたい

が不安定
ふあんてい

となった場合
ばあい

など、

知的
ちてき

障 害
しょうがい

の有無
う む

に関 係
かんけい

なく、PAS が必 要
ひつよう

となる局 面
きょくめん

がある。また、PAS のような

持続的
じぞくてき

・包 括 的
ほうかつてき

な支援
しえん

が必 要
ひつよう

でない場合
ばあい

については、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

に関
かん

して言
い

えば、

D-1-1 で述
の

べたような「パーソナル
ぱ ー そ な る

・サポート
さ ぽ ー と

・サービス
さ ー び す

」といった本 人
ほんにん

の状 態
じょうたい

にあっ

た地域
ちいき

支援
しえん

サービス
さ ー び す

が必 要
ひつよう

である。特
とく

に、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

の場合
ばあい

には、障 害
しょうがい

がもたらす

困 難
こんなん

さの状 態 像
じょうたいぞう

が一 定
いってい

ではなく、その時 々
ときどき

の状 況
じょうきょう

（環 境
かんきょう

要 因
よういん

）によって良 好
りょうこう

と

なったり増 悪
ぞうあく

したりするので、一
いち

個人
こじん

の状 態 像
じょうたいぞう

が変 転
へんてん

していく範囲
はんい

をカバ
か ば

ーする形
かたち

で利用
りよう

できるという意味
い み

でのシームレス
し ー む れ す

なサービス
さ ー び す

が求
もと

められている。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「パーソナル・アシスタンス・サービス」が具体的
ぐたいてき

にどのような仕組
し く

みを指
さ

すものか

判 然
はんぜん

としないが、ダイレクトペイメント（介 助 者
かいじょしゃ

との直 接
ちょくせつ

契 約
けいやく

）とセルフマネジメ

ントによる介 助
かいじょ

制度
せいど

というものであるなら、知的
ちてき

障 害
しょうがい

のある人
ひと

たちにとっては、その

障 害
しょうがい

特 性
とくせい

や支援
しえん

ニーズから、普 及
ふきゅう

する仕組
し く

みとは考
かんが

えられない。また、知的
ちてき

障 害
しょうがい

の
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ある人
ひと

と介 助 者
かいじょしゃ

の契 約
けいやく

という特 定
とくてい

の関 係 性
かんけいせい

に多
おお

くを依
よ

存
そん

することは、本 人
ほんにん

の

権利
けんり

侵 害
しんがい

の危険性
きけんせい

もはらむものと考
かんが

える。 

 知的
ちてき

障 害
しょうがい

のある人
ひと

たちにとっては、暮
く

らし全 般
ぜんぱん

にわたって、必 要
ひつよう

な時
じ

に相 談
そうだん

や

支援
しえん

を受
う

けることができる相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

が先
ま

ずは重 要
じゅうよう

と考
かんが

える。 

 

【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 特
とく

に毎日
まいにち

16時間
じかん

や 24時間
じかん

の重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

の利用者
りようしゃ

の場合
ばあい

は、権利
けんり

条約
じょうやく

に書
か

かれている

ように、他
ほか

の者
もの

（健
けん

常 者
じょうしゃ

）と同様
どうよう

の生 活
せいかつ

をするには、朝
あさ

出勤前
しゅっきんまえ

の介助
かいじょ

、通勤
つうきん

介助
かいじょ

、

職場
しょくば

での介助
かいじょ

（突然
とつぜん

の残業
ざんぎょう

もある）、夕方
ゆうがた

の買
か

い物
もの

や余暇
よ か

の外出
がいしゅつ

（同僚
どうりょう

との飲
の

み会
かい

は急
きゅう

に決
き

まる）、自宅
じた く

での夜
よる

の介助
かいじょ

といった流
なが

れに対応
たいおう

できるように例
たと

えば 16時間
じかん

を 2交代
こうたい

などで、長時間
ちょうじかん

同
おな

じヘルパーによる介助
かいじょ

が必要
ひつよう

。制度
せいど

切
き

り分
わ

けは不便
ふべん

。介護
かいご

計画
けいかく

とい

う概 念
がいねん

もなくすべき。 

○理由
りゆう

 

 健
けん

常 者
じょうしゃ

と同
おな

じ社会
しゃかい

参加
さんか

をするには、予定
よてい

が決
き

まっていなければいけない現行
げんこう

制度
せいど

は

不適
ふてき

。 

 職場
しょくば

での介護
かいご

も、選択性
せんたくせい

で、現行
げんこう

の障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

助成
じょせい

制度
せいど

か重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

を選択
せんたく

でき

るようにして、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

を選択
せんたく

した場合
ばあい

は障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

会 計
かいけい

からその分
ぶん

の事業費
じぎょうひ

を

繰
く

り入
い

れる制度
せいど

にすべき。 

 

○結論
けつろん

 

 パーソナルアシスタンスは 24時間
じかん

介護
かいご

制度
せいど

が実現
じつげん

していない市町村
しちょうそん

でこれを行
おこな

うと

「安上
やすあ

がり福祉
ふくし

」を実現
じつげん

するツールになってしまうので、１日
にち

24時間
じかん

（月
つき

744時間
じかん

）の介護
かいご

の支給
しきゅう

決定
けってい

を（必要
ひつよう

な障害者
しょうがいしゃ

すべてに）実施
じっし

している市町村
しちょうそん

に限
かぎ

って、モデル事業
じぎょう

と

して行
おこな

うべき。モデル事業
じぎょう

の選 定
せんてい

には障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

の全国
ぜんこく

団体
だんたい

の意見
いけん

を聞
き

くべき。 

○理由
りゆう

 

 たとえば、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

を１日
にち

１２時間
じかん

しか行
おこな

っていない市町村
しちょうそん

で、この制度
せいど

を行
おこな

う

と重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

の半 分
はんぶん

の単価
たんか

でヘルパーを雇
やと

って２４時間
じかん

にできると安易
あんい

に考
かんが

え、ヘ

ルパー制度
せいど

を改 善
かいぜん

しない。 

 すでにこの制度
せいど

を開始
かいし

したある市
し

では、２４時間
じかん

介護
かいご

が必要
ひつよう

な重度
じゅうど

の全身性
ぜんしんせい

障害者
しょうがいしゃ
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に１日
にち

１１時間
じかん

しか重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

を支給
しきゅう

決定
けってい

していない（人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

利用者
りようしゃ

のみ２４

時間
じかん

認
みと

めている）。この市
し

はホームページでのパーソナルアシスタント制度
せいど

の説 明
せつめい

で（200

時間
じかん

の例
れい

で）「200時間
じかん

×2200円
えん

（仮単価
かりたんか

）=44万 円 分
まんえんぶん

の介助費
かいじょひ

の支給
しきゅう

を受
う

ける」「費用
ひよう

の

額
がく

は現 在
げんざい

と同水準
どうすいじゅん

」「1時間
じかん

あたり 2200円
えん

未満
みまん

で介助者
かいじょしゃ

を見
み

つけることができた場合
ばあい

は、

時
とき

間数
まかず

が今
いま

より増加
ぞうか

」と記載
きさい

している。 

 

【岡部
おかべ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

を輪切
わ ぎ

りにしないシームレスなサービスとして重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

のよ

うな長 時 間
ちょうじかん

見守
みまも

り型
かた

介護
かいご

がある。しかし、重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の対 象 者
たいしょうしゃ

の範囲
はんい

は四肢
し し

麻痺
ま ひ

の肢体
したい

不自由者
ふじゆうしゃ

に限 定
げんてい

されており、長 時 間
ちょうじかん

の利用
りよう

には国庫
こっこ

負担
ふたん

基 準
きじゅん

の制 約
せいやく

もある。

対 象 者
たいしょうしゃ

の拡
ひろむ

大
だい

及
およ

び必 要
ひつよう

な給 付
きゅうふ

を確保
かくほ

できる財 政
ざいせい

制度
せいど

の構 築
こうちく

を図
はか

るとともに、

可能
かのう

であればその名 称
めいしょう

も「個別
こべつ

包 括
ほうかつ

支援
しえん

（パーソナル・アシスタンス・サービス）」等
とう

と変 更
へんこう

するか、従 来
じゅうらい

の「日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

支援
しえん

」に戻
もど

すべき。 

 

【小澤
おざわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

・日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

、社 会
しゃかい

参加
さんか

、居 住
きょじゅう

、移動
いどう

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の各支援
かくしえん

事 業
じぎょう

に再 編
さいへん

し、

当事者
とうじしゃ

主 体
しゅたい

のサービス
さ ー び す

の利用
りよう

システム
し す て む

として、パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

・サービス
さ ー び す

を

導 入
どうにゅう

する。 

○理由
りゆう

 

・ 通 常
つうじょう

の サービス
さ ー び す

の 支 給
しきゅう

システム
し す て む

に 加
くわ

え て 、 当事者
とうじしゃ

主 体
しゅたい

の 選 択
せんたく

に よ る

サービスシステム
さ ー び す し す て む

を導 入
どうにゅう

する。 

 

【小野
お の

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

・サービス
さ ー び す

として確 立
かくりつ

することに賛 成
さんせい

である。 

○理由
りゆう

 

 訪 問
ほうもん

系
けい

事 業
じぎょう

や移動
いどう

支援
しえん

等
とう

を個別
こべつ

の給 付
きゅうふ

体 系
たいけい

とし、かつ障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

で上 限
じょうげん

を

設
もう

けることによって財 政
ざいせい

抑 制
よくせい

は可能
かのう

になっただろうが、その結果
けっか

、地域間
ちいきかん

・障 害 間
しょうがいかん
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に大
おお

きな格差
かくさ

と谷間
たにま

をつくってしまった。そのため、他
ほか

のものとの平 等
びょうどう

の観 点
かんてん

から、

いかなる重
おも

い障 害
しょうがい

があっても地域
ちいき

で暮
く

らすを前 提
ぜんてい

とした支援
しえん

体 制
たいせい

の総合化
そうごうか

と本 人
ほんにん

の生 活
せいかつ

実 態
じったい

と必 要
ひつよう

にもとづく支援
しえん

とすることが望
のぞ

まれているため。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

支援
しえん

サービス
さ ー び す

は安 定
あんてい

した生 活
せいかつ

の継 続
けいぞく

支援
しえん

として、多様
たよう

な支援
しえん

を本 人
ほんにん

に継
つ

ぎ目
め

無
な

く統 合
とうごう

支援
しえん

することが理想
りそう

であり、この支援
しえん

の方 向
ほうこう

を制度
せいど

利用
りよう

においても考
かんが

える

必 要
ひつよう

がある。 

 サービス
さ ー び す

内 容
ないよう

を限 定
げんてい

せずに家族
かぞく

同 様
どうよう

にトータル
と ー た る

に支援
しえん

するサービス
さ ー び す

が必 要
ひつよう

です。

その意味
い み

でパーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

のような 包 括 的
ほうかつてき

支援
しえん

は 有 効
ゆうこう

と考
かんが

えています。

包 括
ほうかつ

支援
しえん

を完 結 的
かんけつてき

に事 業 体
じぎょうたい

ないし個人
こじん

に任
まか

せて抱
かか

え込
こ

まない工夫
くふう

が必 要
ひつよう

です。 

○理由
りゆう

 

 現 状
げんじょう

の 障
しょう

がい者
しゃ

支援
しえん

は、制度
せいど

が複 雑
ふくざつ

であったり、複 数
ふくすう

の法 律
ほうりつ

による支援
しえん

であっ

たり、支援
しえん

する担 当
たんとう

が官 民
かんみん

共
とも

に専 門 分
せんもんぶん

化
か

していたり、ライフサイクル
ら い ふ さ い く る

によって制度
せいど

が

違
ちが

うなど本 人
ほんにん

に継 続
けいぞく

統 合
とうごう

することが困 難
こんなん

な実 情
じつじょう

にあります。継 続
けいぞく

相 談
そうだん

支援
しえん

も

重 要
じゅうよう

な要素
ようそ

と思
おも

います。相 談
そうだん

支援
しえん

には直 接
ちょくせつ

具体的
ぐたいてき

生 活
せいかつ

支援
しえん

サービス
さ ー び す

が含
ふく

まれてい

ます。書 類
しょるい

作 成
さくせい

や、移動
いどう

や、ちょっとした生 活
せいかつ

で必 要
ひつよう

な手伝
てつだ

いは現場
げんば

では必 要
ひつよう

です。

それらとは別
べつ

にパーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

は必 要
ひつよう

です。両 者
りょうしゃ

のかかわりから、公 平 性
こうへいせい

を

担
たん

保
ほ

するやり方
かた

を検 討
けんとう

してはどうでしょうか。 

 

【川 崎
かわさき

（洋
よう

）委員
いいん

】 

○結論 

 地域
ちいき

支援
しえん

は個別
こべつ

生 活
せいかつ

支援
しえん

であるから、ケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

によるサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

が

必 要
ひつよう

である。そのためには「パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

・サービス
さ ー び す

」が制度化
せいどか

され実施
じっし

さ

れることが望ましい
のぞましい

。 

○理由 

 現 行
げんこう

では個人
こじん

のニーズ
に ー ず

に基づいた
もとづいた

サービス
さ ー び す

が必 ず
かならず

しも 提 供
ていきょう

されていない。 
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【清水
しみず

委員
いいん

】 

○結論 

 一人
ひとり

ひとりの 主 体
しゅたい

に響きあう
ひび

相 談
そうだん

支援
しえん

 → パーソナル
ぱ ー そ な る

支援
しえん

→エンパワーメント
え ん ぱ わ ー め ん と

支援
しえん

 → 権利
けんり

擁護
ようご

支援
しえん

と連なった
つら

連 続 性
れんぞくせい

の中
なか

で、地域
ちいき

支援
しえん

サービス
さ ー び す

を描いて
えが

いくこと

ができるか。 

○理由 

 そもそも身 体
しんたい

介護
かいご

、家事
か じ

援 助
えんじょ

、移動
いどう

支援
しえん

等
など

に分 類
ぶんるい

することに必 然 性
ひつぜんせい

を感じない
かん

。

その人
ひと

のことを思い
おも

、その人
ひと

がその人
ひと

らしく生きて
い

いこうとすることと呼応
こおう

して、共
とも

に

立ち上がって
た   あ

いく支援
しえん

を展開
てんかい

していくことを実態化
じったいか

することは、難しい
むずか

のか。 

 

【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ひとりひとりの状
じょう

たいにあった支
ささ

えや介
かい

じょである「パーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

」もふ

くめて、論 点
ろんてん

D-1-2 でのべた５つの支
し

えん体
たい

けいが必
ひつ

よう。 

○理由
りゆう

 

 ひとりひとりの状
じょう

たいにあった介
かい

じょ、というのは、権
けん

り条
じょう

やくをまもる上
うえ

で欠
か

か

すことができない部
ぶ

ぶんであるから。 

 

【田中
たなか

（正
まさ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

支援
しえん

環 境
かんきょう

を整
ととの

えるうえでは、生 活
せいかつ

実 態
じったい

に即
そく

し、自己
じ こ

選 択
せんたく

と自己
じ こ

決 定
けってい

、

ケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

をキーワード
き ー わ ー ど

とする 本 人
ほんにん

主 体
しゅたい

のサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

体 制
たいせい

を 構 築
こうちく

する

必 要
ひつよう

がある。「パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタント
あ し す た ん と

・サービス
さ ー び す

」を含
ふく

む支援
しえん

サービス
さ ー び す

の提 案
ていあん

に賛 同
さんどう

するが、ノーマライゼーション
の ー ま ら い ぜ ー し ょ ん

の視点
してん

を貫
つらぬ

く上
うえ

でも、必 要
ひつよう

な時間
じかん

とかかるコスト
こ す と

の課題
かだい

について、具体的
ぐたいてき

に検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 「パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタント
あ し す た ん と

・サービス
さ ー び す

」の効果的
こうかてき

な活 用
かつよう

についての議論
ぎろん

が十 分
じゅうぶん

に

つくさていないため、コスト
こ す と

を無視
む し

すればすべての人
ひと

に必 要
ひつよう

なものであると言
い

う結 論
けつろん

となり、結果
けっか

としては制度
せいど

としては機能
きのう

しなくなる事
こと

を懸念
けねん

する。 
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【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 現 在
げんざい

禁止
きんし

されている通 年
つうねん

長 期
ちょうき

に渡
わた

る通 院
つういん

、通 学
つうがく

での介 助
かいじょ

サービス
さ ー び す

の利用
りよう

禁止
きんし

や

職 場
しょくば

介 助
かいじょ

が雇用
こよう

促 進
そくしん

という不安定
ふあんてい

な制度
せいど

の中
なか

で一部
いちぶ

の 対 象
たいしょう

についてのみ支 給
しきゅう

さ

れており、 本 人
ほんにん

支 給
しきゅう

ではなく 企 業
きぎょう

への支援
しえん

という 形
かたち

になっている 点
てん

も制度
せいど

を

不安定
ふあんてい

にしている。職 場
しょくば

での介 助
かいじょ

制度
せいど

はこれまでの介 助
かいじょ

制度
せいど

の 延 長 上
えんちょうじょう

に置
お

かれ

るべきものであり、サービス
さ ー び す

は職 場
しょくば

、 病 院
びょういん

、家庭
かてい

、学 校
がっこう

、子
こ

育
そだ

てなどあらゆる場
ば

で

シームレス
し ー む れ す

に利用
りよう

できるようにすべきであり、どこの場所
ばしょ

でどのような 状 況
じょうきょう

で 提
つつみ

供
きょう

されるかをいちいちサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

主 体
しゅたい

もフォロー
ふ ぉ ろ ー

できるわけではないので。 

○理由
りゆう

 

 介 助 者
かいじょしゃ

をその場所
ばしょ

、場所
ばしょ

で変
か

えられるわけではなく、介 助
かいじょ

内 容
ないよう

が変
か

わったからとい

って、変
か

えるべき 性 質
せいしつ

のものではない。 職 場
しょくば

での 介 助
かいじょ

を 企 業
きぎょう

に義務
ぎ む

づけると

障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

はすすまない。学 校
がっこう

での介 助
かいじょ

を義務
ぎ む

づけると教 師
きょうし

や学 友
がくゆう

に負担
ふたん

がかか

る。対 等
たいとう

な関 係
かんけい

を友 人
ゆうじん

と結
むす

ぶためには個別
こべつ

の介 助
かいじょ

を入
い

れて本 人
ほんにん

の人 権
じんけん

を保 障
ほしょう

す

ることが必 要
ひつよう

であるから。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 シームレス
し ー む れ す

なサービス
さ ー び す

という視点
してん

から考 え る
かんが   

と、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

事 業 所
じぎょうしょ

を増やして
ふ    

選 択
せんたく

できるようにするだけでは不 十 分
ふじゅうぶん

と 考
かんが

える。 

 福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

事 業 所
じぎょうしょ

と当事者
とうじしゃ

とを繋 ぐ
つな  

役 割
やくわり

を果たす
は   

、コーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

あるいは

ケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

する人 材
じんざい

の存 在
そんざい

が 重 要
じゅうよう

な役 割
やくわり

を果たす
は   

。よって、人 材
じんざい

の養 成
ようせい

及び
およ 

その公 平 性
こうへいせい

・ 中 立 性
ちゅうりつせい

をいかに担保
たんぽ

していくかが課題
かだい

。 

○理由
りゆう

 

 憲 法
けんぽう

13 条
じょう

、14 条
じょう

、25 条
じょう

による地域
ちいき

支援
しえん

が前 提
ぜんてい

として必 要
ひつよう

となる。 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

支援
しえん

サービス
さ ー び す

は、本 人
ほんにん

が望
のぞ

み、選 択
せんたく

し決 定
けってい

できるサービス
さ ー び す

でなければならない。

「パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタント
あ し す た ん と

・サービス
さ ー び す

」については、人 材
じんざい

の確保
かくほ

、負担
ふたん

、コーディネート
こ ー で ぃ ね ー と
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体 制
たいせい

など慎 重
しんちょう

に検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある。 

 聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

には、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

や情 報
じょうほう

の日 常 的
にちじょうてき

な支援
しえん

が欠
か

か

せない。制度
せいど

としての手話
しゅわ

通 訳
つうやく

や要 約
ようやく

筆記
ひっき

支援
しえん

だけでなく、地域
ちいき

資源
しげん

としての手話
しゅわ

ので

きる住 民
じゅうみん

の拡 大
かくだい

が大 切
たいせつ

である。地域
ちいき

に手話
しゅわ

サークル
さ ー く る

と要 約
ようやく

筆記
ひっき

サークル
さ ー く る

が活 動
かつどう

して

おり、登 録
とうろく

手話通
しゅわつう

訳 者
やくしゃ

が一
いち

定 数
ていすう

いる。これらの更
さら

なる量 的
りょうてき

な拡
かく

大
だい

と活 動
かつどう

支援
しえん

、

地域
ちいき

を単位
たんい

としてこれらを効果的
こうかてき

に活 用
かつよう

するためのネットワーク化
ね っ と わ ー く か

、コーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

機能
きのう

の整備
せいび

も必 要
ひつよう

である。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

（１）24時間
じかん

看護
かんご

、介護
かいご

が必 要
ひつよう

な患 者
かんじゃ

が、地域
ちいき

の受
う

け入
い

れ基盤
きばん

がないまま、在 宅
ざいたく

に移行
いこう

されている…特
とく

に重 篤
じゅうとく

難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

への在宅医
ざいたくい

の訪 問
ほうもん

診 療
しんりょう

・相 談
そうだん

を含
ふく

めた

体 制
たいせい

構 築
こうちく

が必 要
ひつよう

。 

医 療 型
いりょうかた

療 養
りょうよう

病 床
びょうしょう

施設
しせつ

の削 減
さくげん

を直
ちょく

ちにやめ、その緊 急
きんきゅう

な増 床
ぞうしょう

・拡 充
かくじゅう

をする

こと。 

（２）難 病
なんびょう

・慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

をもつ子
こ

どもへの訪 問
ほうもん

看護
かんご

サービスを新
あら

たに制度化
せいどか

し、利用
りよう

する場所
ばしょ

を居 宅
きょたく

に限 定
げんてい

せず、利用者
りようしゃ

の生 活
せいかつ

環 境
かんきょう

やライフステージにあわせ、

特 例
とくれい

として学 校
がっこう

や外 出
がいしゅつ

時
じ

の利用
りよう

も可能
かのう

とするなど柔 軟
じゅうなん

に対 応
たいおう

できるようにす

ること。 

○理由
りゆう

 

 （２）について、現 在
げんざい

、訪 問
ほうもん

看護
かんご

は医 療
いりょう

保険
ほけん

制度
せいど

のなかで実施
じっし

されているが、診 療
しんりょう

報 酬 上
ほうしゅうじょう

の制 約
せいやく

が多
おお

く、長 時 間
ちょうじかん

や頻
ひん

回
かい

の利用
りよう

は難
むずか

しく、子
こ

どもの自立
じりつ

（自律
じりつ

）支援
しえん

に適
てき

していない。福祉
ふくし

サービスとして新
あら

たな制度
せいど

をつくり、医 療
いりょう

依存度
いぞんど

の高
たか

い子
こ

ども

たちの自律
じりつ

支援
しえん

の確保
かくほ

が必 要
ひつよう

である。 

 

【橋本委員】 

○結 論
けつろん

 

 パーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

をダイレクトペイメント
だ い れ く と ぺ い め ん と

によって実 現
じつげん

する必 要
ひつよう

がある。 

○理由
りゆう

 

 当事者
とうじしゃ

の自己
じ こ

決 定
けってい

をより尊 重
そんちょう

するためには、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

を通
とお

さない介護
かいご

保 障
ほしょう

の在
あ

り
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方
かた

も検 討
けんとう

すべきである。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 パーソナル・アシスタンス・サービスを福祉
ふくし

サービスに加
くわ

える。 

 各 種
かくしゅ

制度
せいど

や機関
きかん

の縦割
たてわ

りを超
こ

えて、シームレスに総 合 的
そうごうてき

なサービスを受
う

けられるこ

とができるために、パーソナルサポートの仕組
し く

みと、ワンストップ型
がた

のサービス提 供
ていきょう

の

仕組
し く

みとが考
かんが

えられるとよい。 

○理由
りゆう

 

 特
とく

に高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障 害
しょうがい

の場合
ばあい

は、定 型 的
ていけいてき

な身 体
しんたい

介護
かいご

や家事
か じ

援 助
えんじょ

、移動
いどう

支援
しえん

ではな

く、日々
ひ び

変化
へんか

する身 体
しんたい

状 況
じょうきょう

、あるいは環 境
かんきょう

な対 人
たいじん

関 係
かんけい

によって影 響
えいきょう

される行 動
こうどう

障 害
しょうがい

や認知
にんち

機能
きのう

の課題
かだい

がある場合
ばあい

があり、それには、一人
ひとり

ひとりのニーズに合
あ

わせて

柔 軟
じゅうなん

な対 応
たいおう

ができるパーソナル・アシスタンス・サービスが必 要
ひつよう

であるため。 

 又
また

、すべての障 害
しょうがい

、高 齢
こうれい

認 知 症 者
にんちしょうしゃ

などにも、それぞれのニーズに合
あ

わせた個別
こべつ

支援
しえん

が総 合 的
そうごうてき

に行
おこな

われる体 制
たいせい

があれば安 心
あんしん

した生 活
せいかつ

が実 現
じつげん

できる。 

 

【広田
ひろた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ホームヘルパーは重 要
じゅうよう

 

○理由
りゆう

 

 社 会 的
しゃかいてき

入 院 者
にゅういんしゃ

が地域
ちいき

でくらす場合
ばあい

などを含
ふく

めて 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害
しょうがい

者
しゃ

が地域
ちいき

で自立
じりつ

して暮
く

らすためにも福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

は、断 続
だんぞく

のないものであるこ

とは当 然
とうぜん

であり、権利
けんり

条 約
じょうやく

で特記
とっき

されている「パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタント
あ し す た ん と

」と呼
よ

ばれる

介護
かいご

職
しょく

、個人
こじん

張
は

り付
つ

け援 助 者
えんじょしゃ

による 24時間
じかん

支援
しえん

制度
せいど

の創 設
そうせつ

も必 要
ひつよう

である。その際
さい

、

介護
かいご

職
しょく

への公 的
こうてき

保 障
ほしょう

制度
せいど

を確 立
かくりつ

することは､当 然
とうぜん

必 要
ひつよう

である。地域
ちいき

支援
しえん

サービス
さ ー び す

は、

その他
た

訪 問
ほうもん

介護
かいご

、シュートステイ
し ゅ ー と す て い

、重 症 児 者
じゅうしょうじしゃ

施設
しせつ

での在 宅 者
ざいたくしゃ

支援
しえん

、ケアホーム
け あ ほ ー む

など

医 療
いりょう

的
てき

ケア
け あ

との連 携
れんけい

のもとに考
かんが

えていくべきである。 
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○理由
りゆう

 

 現 状
げんじょう

での問 題 点
もんだいてん

を解
かい

決
けっ

しつつ、どこでも誰
だれ

でもどんな疾 患
しっかん

でも自己
じ こ

負担
ふたん

なく、同
おな

じ公 的
こうてき

支援
しえん

が受
う

けられるようにすべきである。 

 

【藤井
ふじい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

支援
しえん

サービスは、本 人
ほんにん

が主 体 的
しゅたいてき

に地域
ちいき

生 活
せいかつ

を送
おく

ることを支援
しえん

するサービスで

なければならない。すなわち本 人
ほんにん

が支援
しえん

の内 容
ないよう

やあり方
かた

を決 定
けってい

し、選 択
せんたく

し、受
う

ける

ものでなければならない。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

支援
しえん

サービスは、条 約
じょうやく

の規定
きてい

に基
もと

づき、障 害 者
しょうがいしゃ

が、他
ほか

の者
もの

と 平
びょう

等
どう

に、

居 住 地
きょじゅうち

を選 択
せんたく

し、及
およ

びどこで誰
だれ

と生 活
せいかつ

するかを選 択
せんたく

するためになされるべきであ

るため。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 制度
せいど

の継ぎ目
つ ぎ め

のない支援
しえん

ということでは、場所的
ばしょてき

空 間
くうかん

としては居 宅
きょたく

でも学 校
がっこう

でも

企 業
きぎょう

でも 病 院
びょういん

でも交 通
こうつう

でも会議
かいぎ

でも連続的
れんぞくてき

に使える
つか

制度
せいど

、ライフステージ上
じょう

は

乳幼児
にゅうようじ

、学齢期
がくれいき

、青
せい

年期
ねんき

、成人期
せいじんき

、高齢期
こうれいき

のいずれでも使える
つか

制度
せいど

にするということ。 

 おそらくパーソナル・アシスタンス制度
せいど

の肝
きも

は、障 害 者
しょうがいしゃ

個人
こじん

の自律
じりつ

の確保
かくほ

でしょう。 

 自分
じぶん

の生 活
せいかつ

、生き方
いきかた

は自分
じぶん

で決める
き

ということを大 切
たいせつ

にするための提起
ていき

だろうと思い
おも

ます。 

○理由
りゆう

 

 人間
にんげん

をトータルに捉えた
とら

支援
しえん

が重要
じゅうよう

。 

 パーソナルアシスタントを雇用
こよう

する障害者
しょうがいしゃ

に直接
ちょくせつ

（ダイレクト）費用
ひよう

を支払う
しはら

（ペ

イメント）イギリスやカナダの一部
いちぶ

などの実践
じっせん

が念頭
ねんとう

にある提起
ていき

と思われる
おも

。日本
にほん

でも

障害者
しょうがいしゃ

が基準
きじゅん

該当
がいとう

事業所
じぎょうしょ

を立ち
た

上
あ

げて自薦
じせん

ヘルパーを確保
かくほ

するなど、現在
げんざい

でも

部分的
ぶぶんてき

に実践
じっせん

されている面
めん

はある。重 度
じゅうど

包 括
ほうかつ

支援
しえん

もやや近い
ちか

側面
そくめん

があるか。 

 私
わたし

も詳しい
くわ

ことはわかりません。岡部
おかべ

耕
こう

典
すけ

委員
いいん

、橋本
はしもと

操
みさお

委員
いいん

等
など

の意見
いけん

が参照
さんしょう

されるべきでしょう。 
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【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 他
ほか

の者
もの

との 平 等
びょうどう

を基本
きほん

に据えた
す え た

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

を実 現
じつげん

する．1
１

人
にん

1
１

人
にん

のニーズ
に ー ず

に

合わせた
あ わ せ た

支援
しえん

を行 う
おこなう

． 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 我が国
わ  くに

におけるパーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

の内 容
ないよう

・守備
しゅび

範囲
はんい

を明 確
めいかく

にした上
うえ

で、

パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

と現 行
げんこう

の居 宅
きょたく

介護
かいご

、重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

、相 談
そうだん

支援
しえん

（支援
しえん

計 画
けいかく

、

ケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

の 在り方
あ  かた

） 等
など

と の 関 係 性
かんけいせい

を 整理
せいり

し 、 ど の よ う に 制度的
せいどてき

に

位置付けられる
い ち づ     

のか、また、位置づける
い ち    

ことが適 切
てきせつ

であるのか議論
ぎろん

すべきである。 

○理由
りゆう

 

 既存
きそん

制度
せいど

との整 合
せいごう

を図りつつ
はか    

、我が国
わ くに

におけるパーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

の制度化
せいどか

を

図 る
はか  

べきと 考 え る
かんが    

ため。 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 シームレスなサービスとは何
なに

か、「パーソナル・アシスタンス・サービス」はどのよう

なものであるか、 周
しゆう

知
ち

した上
うえ

で論
ろん

議
ぎ

する必
ひつ

要
よう

がある。 

○理
り

由
ゆう

 

 シームレスなサービスを複
ふく

数
すう

のサービスを違
い

和
わ

感
かん

なく統
とう

合
ごう

して利
り

用
よう

できることと

解
かい

釈
しやく

するならば、現
げん

在
ざい

、介
かい

護
ご

給
きゆう

付
ふ

（例
たと

えばホームヘルプ、生
せい

活
かつ

介
かい

護
ご

、短
たん

期
き

入
にゆう

所
しよ

など）と地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎよう

（移
い

動
どう

支
し

援
えん

―ガイドヘルプ、日
につ

中
ちゆう

一
いち

時
じ

支
し

援
えん

）等
とう

を

組
く

み合
あ

わせて利
り

用
よう

している事
じ

例
れい

が見
み

られる。しかし事
じ

業
ぎよう

の組
く

み合
あ

わせでは併
へい

給
きゆう

でな

いかと制
せい

限
げん

される場
ば

合
あい

がある。 

 「パーソナル・アシスタンス・サービス」も必
ひつ

要
よう

だが、用
よう

語
ご

と内
ない

容
よう

を 共
きよう

通
つう

理
り

解
かい

し

た上
うえ

で論
ろん

議
ぎ

する必
ひつ

要
よう

がある。 
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【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 これまでは、教 育
きょういく

、医 療
いりょう

、福祉
ふくし

などのサービス
さ ー び す

が、それぞれの法
ほう

制度
せいど

による制 限
せいげん

、

いわゆる縦割
たてわ

りの制度
せいど

のために、社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

の 目 標
もくひょう

を実 現
じつげん

するための諸 活 動
しょかつどう

を

円 滑
えんかつ

に活 用
かつよう

できないだけでなく、また、障 害 者
しょうがいしゃ

の主 体 性
しゅたいせい

も発揮
はっき

できない 状 況
じょうきょう

があった。障 害 者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

支援
しえん

、主 体 的
しゅたいてき

な生 活
せいかつ

目 標
もくひょう

への取
と

り組
く

みを実 現
じつげん

し、その

過程
かてい

の中
なか

から課題
かだい

解 決
かいけつ

能 力
のうりょく

の 向 上
こうじょう

、すなわちエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

の 向 上
こうじょう

をはかるた

めには、「パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

・サービス
さ ー び す

」の 導 入
どうにゅう

が求
もと

められる。 

○理由 

 地域
ちいき

支援
しえん

サービス
さ ー び す

は、 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の規定
きてい

に基
もと

づき、 障 害 者
しょうがいしゃ

が他
た

の者
もの

と

平 等
びょうどう

に、居 住 地
きょじゅうち

を選 択
せんたく

し、及
およ

びどこで誰
だれ

と生 活
せいかつ

するかを選 択
せんたく

するためになされ

るべきである。 

 

【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 切
き

れ目
め

のないパーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

制度
せいど

が必 要
ひつよう

 

 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

にとって必 要
ひつよう

な 24時間
じかん

365日
にち

の待機
たいき

（オンコール
お ん こ ー る

で駆
か

けつけてくれるあ

るいは駆
か

け込
こ

める場所
ばしょ

）、また年
ねん

を通
つう

じて必要度
ひつようど

が変化
へんか

する精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

にとっては

使
つか

いやすい制度
せいど

として、総時間
そうじかん

を年
ねん

単位
たんい

で支 給
しきゅう

決 定
けってい

し、その中身
なかみ

は何
なに

に使
つか

おうが

自由
じゆう

という仕組
し く

みが必 要
ひつよう

である 

○理由
りゆう

 

 障 害
しょうがい

があっても 他
ほか

のものと 平 等
びょうどう

に 生 存 権
せいぞんけん

および 幸 福
こうふく

追 求 権
ついきゅうけん

などの基本的
きほんてき

人 権
じんけん

が保 障
ほしょう

されるために必 要
ひつよう

 

 とりわけ新
あら

たな社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

を作
つく

らないため、そして地域
ちいき

移行
いこう

のためには上 記
じょうき

の

体 制
たいせい

が必須
ひっす
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論 点
ろんてん

D
でぃー

-2-2) 現 在
げんざい

のホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

の仕組
し く

みについては、何
なん

らかの変 更
へんこう

が必 要
ひつよう

か？また、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

に関
かん

しての個別
こべつ

給付化
きゅうふか

は必 要
ひつよう

か？  

 

【朝比奈
あさひな

委員
いいん

】 

○結論 

 ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

の個別
こべつ

給付化
きゅうふか

は必 要
ひつよう

。行 動
こうどう

援護
えんご

も含んで
ふくんで

単価
たんか

設 定
せってい

を２段 階
だんかい

程度
ていど

とし、

ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

・ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

を別 々
べつべつ

に支 給
しきゅう

決 定
けってい

するのではなく、合計
けい

した時間数
じかんすう

と

して支 給
しきゅう

決 定
けってい

し、 状 況
じょうきょう

に応じて
おうじて

使い分けた
つ かいわ けた

方
ほう

が効 率 的
こうりつてき

。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 報 酬
ほうしゅう

単価
たんか

の再 検 討
さいけんとう

は必 要
ひつよう

。また支援
しえん

対 象 者
たいしょうしゃ

の 状 況
じょうきょう

に即して
そくして

、長 時 間
ちょうじかん

ヘルプ
へ る ぷ

も可能
かのう

とするとともに、「声掛け
こえがけ

／目配り
めくばり

／配 慮
はいりょ

」を基 調
きちょう

とした 短 縮
たんしゅく

パターン
ぱ た ー ん

（プチヘルプ
ぷ ち へ る ぷ

）などの制度化
せいどか

、規格化
きかくか

も必 要
ひつよう

である。また例えば
たとえば

、個別
こべつ

だけでなく、数 人
すうにん

への同時
どうじ

対 応
たいおう

もガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

も含め考えられる
ふくめかんがえられる

のではないか。 

○理由 

 サービス
さ ー び す

の 供 給
きょうきゅう

体 制
たいせい

を整える
ととのえる

上
うえ

で 報 酬
ほうしゅう

単価
たんか

見直し
みなおし

は 重 要
じゅうよう

。また短時間
たんじかん

の

ヘルプ
へ る ぷ

や関わり
かかわり

(たとえば地
ち

活
かつ

センターアウトリーチ
せ ん た ー あ う と り ー ち

や生 活
せいかつ

サポート
さ ぽ ー と

事 業
じぎょう

により)で

生 活
せいかつ

の安 定
あんてい

を確保
かくほ

している例
れい

は多い
おおい

。障 害
しょうがい

特 性
とくせい

や、個人
こじん

個人
こじん

によって、支援
しえん

の内 容
ないよう

が異なる
ことなる

。それに 柔 軟
じゅうなん

に対 応
たいおう

できると良い
よ い

。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

仕組
し く

み 

 公 金
こうきん

の使用
しよう

であるから公 平
こうへい

な仕組
し く

みが必 要
ひつよう

。利用者
りようしゃ

⇔事 業 所
じぎょうしょ

⇔支援者
しえんしゃ

 

 また、ホームヘルプ、ガイドヘルプの内 容
ないよう

を精査
せいさ

する必 要
ひつよう

も感
かん

じる。 

個別
こべつ

給付化
きゅうふか

は必 要
ひつよう

か？ 

 視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

と身 体
しんたい

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

の移動
いどう

支援
しえん

は個別
こべつ

給 付
きゅうふ

にする。 

 ただし、団 体
だんたい

活 動
かつどう

への適 用
てきよう

は、移動
いどう

支援
しえん

を必 要
ひつよう

としない団 体
だんたい

活 動
かつどう

との関 係
かんけい

で

別途
べっと

議論
ぎろん

が必 要
ひつよう

と考
かんが

える。 
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○理由
りゆう

 

 既存
きそん

の身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉法
ふくしほう

、支援費
しえんひ

制度
せいど

及
およ

び介護
かいご

保険
ほけん

のシステムからの移行
いこう

で手続
てつづ

きが市 町 村
しちょうそん

、事 業 所
じぎょうしょ

によって異
こと

なり、また利用者
りようしゃ

が自立
じりつ

支援法
しえんほう

のシステムを理解
りかい

さ

れていないため、ヘルパーが困 惑
こんわく

している。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 個別
こべつ

給付化
きゅうふか

は必 要
ひつよう

である。障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

によって支援
しえん

の仕方
しかた

が違
ちが

っており、それぞれ

の支援
しえん

について専 門 性
せんもんせい

を要
よう

する。そのため、ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

など家事
か じ

支援
しえん

をするヘルパ
へ る ぱ

ーあるいは同 行
どうこう

するヘルパ
へ る ぱ

ーともに定期的
ていきてき

な研 修
けんしゅう

による専門化
せんもんか

が必 要
ひつよう

である。研 修
けんしゅう

を通
とお

して専門化
せんもんか

していくことで重 度
じゅうど

の障 害
しょうがい

のある人
ひと

への支援
しえん

も可能
かのう

と

なると考
かんが

える。また当 然
とうぜん

のことながらホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

やガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

を職 業
しょくぎょう

として成
な

り

立
た

たせるための位置
い ち

づけと財 源
ざいげん

が必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 現 行
げんこう

制度
せいど

では、介護
かいご

等
とう

給 付
きゅうふ

としての「行 動
こうどう

援護
えんご

」、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

としての

「ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

・ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

」となっているが、発 達
はったつ

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

が地域
ちいき

生 活
せいかつ

を営
いとな

む

ためには、もっときめ細
こま

やかな多段階
ただんかい

の「生 活
せいかつ

支援
しえん

・移動
いどう

支援
しえん

体 制
たいせい

」が必 要
ひつよう

である。

例
たと

えば、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

でも地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の枠組
わくぐ

みで実施
じっし

するものにも２段 階
だんかい

設
もう

けたり、「行 動
こうどう

援護
えんご

」までではないが、介護
かいご

等
とう

給 付
きゅうふ

の中
なか

で実施
じっし

するものなどを用意
ようい

し

たりするなどして、その時 々
ときどき

の子
こ

どもの状 態 像
じょうたいぞう

や移動
いどう

場面
ばめん

や生 活
せいかつ

場面
ばめん

に応
おう

じた支援
しえん

メニュ
め に ゅ

ーを選 択
せんたく

できるとよいと考
かんが

える。何故
な ぜ

なら、同
おな

じ一人
ひとり

の発 達
はったつ

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

でも、

地域
ちいき

の行
い

き慣
な

れた場所
ばしょ

であれば「声
こえ

かけ・見守
みまも

り」の支援
しえん

で十 分
じゅうぶん

であるかもしれない

一 方
いっぽう

、初
はじ

めての場所
ばしょ

では濃 密
のうみつ

な支援
しえん

が必 要
ひつよう

な場合
ばあい

もあるからである。つまり、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

と個別
こべつ

給 付
きゅうふ

の両 方
りょうほう

にまたがる形
かたち

で、きめ細
こま

やかなホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

・

ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

の仕組
し く

みを設
もう

けていくことが望
のぞ

ましい。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 知的
ちてき

障 害
しょうがい

のある人
ひと

たちにとっては、ホームヘルプ、ガイドヘルプにおいて、特
とく

に、日頃
ひごろ

からの関 係 性
かんけいせい

と障 害
しょうがい

に対
たい

する専 門 性
せんもんせい

が重 要
じゅうよう

と考
かんが

える。また、ガイドヘルプについ
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ては個別
こべつ

給付化
きゅうふか

が必 要
ひつよう

と考
かんが

える。 

○理由
りゆう

 

 知的
ちてき

障 害
しょうがい

のある人
ひと

たちにとっては、ホームヘルプ、ガイドヘルプは、本 人
ほんにん

の精 神 的
せいしんてき

な安 定
あんてい

や思
おも

いなどに配 慮
はいりょ

し、その援 助
えんじょ

を円 滑
えんかつ

に進
すす

める必 要
ひつよう

がある。そのため、日頃
ひごろ

からの関 係 性
かんけいせい

や障 害
しょうがい

に対
たい

する専 門 性
せんもんせい

が重 要
じゅうよう

と考
かんが

える。また、ガイドヘルプは地域
ちいき

生 活
せいかつ

を進
すす

めていくうえでの重 要
じゅうよう

なサービスであり、個別
こべつ

給付化
きゅうふか

により、全 国 的
ぜんこくてき

に

一 定
いってい

水 準
すいじゅん

を確保
かくほ

する必 要
ひつよう

があると考
かんが

える。 

 

【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 個別
こべつ

給付化
きゅうふか

が必要
ひつよう

。障害者
しょうがいしゃ

にとって外出
がいしゅつ

は必要
ひつよう

であり、個別
こべつ

給付化
きゅうふか

は重要
じゅうよう

である。 

 

【岡部
おかべ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 現 在
げんざい

のホームヘルプ・ガイドヘルプは、身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

・移動
いどう

介護
かいご

・行 動
こうどう

援護
えんご

などの機能
きのう

別
べつ

・巡 回 型
じゅんかいがた

の訪 問
ほうもん

介護
かいご

と重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

等
とう

による長 時 間
ちょうじかん

見守
みまも

り型
かた

の

個別
こべつ

包 括
ほうかつ

支援
しえん

（パーソナルアシスタンス）の二
ふた

つのカテゴリーに再 編
さいへん

されたほうがよ

い。 

○理由
りゆう

 

 両 者
りょうしゃ

では援 助
えんじょ

の考
かんが

え方
かた

、事 業 所
じぎょうしょ

やヘルパー研 修
けんしゅう

の在
あ

り方
かた

などが異
こと

なるため、

同 一
どういつ

のカテゴリーに置
お

くことでは齟齬
そ ご

が生
しょう

じる。 

 

【小田島
おだじま

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

という区別
くべつ

を無く
な く

して、重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

のような一本化
いっぽんか

さ

れた制度
せいど

を知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

も使える
つかえる

ようにする。 

○理由
りゆう

 

 利用者
りようしゃ

にとってはホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

とガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

が一本化
いっぽんか

されている制度
せいど

が使いやすい
つ かいや すい

か

ら。 
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【小野
お の

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 変 更
へんこう

というより改 革
かいかく

が必 要
ひつよう

であり、国庫
こっこ

負担
ふたん

金
きん

制度
せいど

に位置付
い ち づ

けるべきである。 

○理由
りゆう

 

 論 点
ろんてん

D-1-5)と論 点
ろんてん

D-2-1)と同
おな

じ理由
りゆう

である。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ホームヘルパ
ほ ー む へ る ぱ

ー の パーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

機能
きのう

の 追加
ついか

の 検 討
けんとう

が 必 要
ひつよう

で す 。

パーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

機能
きのう

にはガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

も含婿と
ふくむこと

でもよろしいと思
おも

います。現 状
げんじょう

でもガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

の個別
こべつ

給付化
きゅうふか

は必 要
ひつよう

です。 

○理由
りゆう

 

 安 定
あんてい

した 生 活
せいかつ

のためには、パーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

支援
しえん

を目指
め ざ

すべきです。

シームレス
し ー む れ す

な支援
しえん

を実 現
じつげん

する上
うえ

でも必 要
ひつよう

です。 

 

【川 崎
かわさき

（洋
よう

）委員
いいん

】 

○結論 

 精神障がい者
しゃ

に対して
たいして

ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

を 積 極 的
せっきょくてき

にする人
ひと

を養 成
ようせい

すべきである。 

○理由 

 現 在
げんざい

精神障がい者
しゃ

へのホームヘルプサービス
ほ ー む へ る ぷ さ ー び す

が敬 遠
けいえん

される 現 象
げんしょう

がある。障 害
しょうがい

が

分からない
わ か ら な い

ので携われない
たずさわれない

という事 業 所
じぎょうしょ

もあると聞く
き く

。 行 政
ぎょうせい

の責 任
せきにん

で養 成
ようせい

講座
こうざ

が

積 極 的
せっきょくてき

に開かれる
ひらかれる

必 要
ひつよう

がある。また医 療
いりょう

との連 携
れんけい

の必 要 性
ひつようせい

も大きい
おおきい

。 

 

【君 塚
きみづか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害 児
しょうがいじ

の子育
こそだ

て支援
しえん

のサポート
さ ぽ ー と

を充 実
じゅうじつ

して欲
ほ

しい。 

○理由
りゆう

 

 とくに、未就学児
みしゅうがくじ

へのヘルパ
へ る ぱ

ー利用
りよう

が厳
きび

しいように考
かんが

える。障 害
しょうがい

の受 容
じゅよう

、生 活
せいかつ

不安
ふあん

などを抱
かか

えた経 験
けいけん

の尐
すく

ない若
わか

い家庭
かてい

への支援
しえん

を充 実
じゅうじつ

して欲
ほ

しい。 
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【倉田
くらた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ホームヘルプ、ガイドヘルプは、共
とも

に 障 害 者
しょうがいしゃ

の基本的
きほんてき

な生 活
せいかつ

を保 障
ほしょう

するための

制度
せいど

であるから、支援
しえん

の 対 象
たいしょう

を居 宅 内
きょたくない

、外 出
がいしゅつ

時
とき

に区別
くべつ

せず、生 活
せいかつ

全 般
ぜんぱん

を一 元 的
いちげんてき

に支援
しえん

するための個別
こべつ

給 付
きゅうふ

事 業
じぎょう

として一体化
いったいか

するとともに、事 業
じぎょう

の実 績
じっせき

額
がく

は全て

国庫
こっこ

負担基
ふたんき

準 額
じゅんがく

とすべきである。 

○理由
りゆう

 

 ガイドヘルプは、サービス利用
りよう

状 況
じょうきょう

の地域
ちいき

格差
かくさ

が顕 著
けんちょ

なため、地域
ちいき

格差
かくさ

を是正
ぜせい

す

る観 点
かんてん

から個別
こべつ

給付化
きゅうふか

するとともに、ホームヘルプと一体化
いったいか

してサービス 提 供
ていきょう

事 業 所
じぎょうしょ

の 充 実
じゅうじつ

、個別
こべつ

給 付
きゅうふ

の適正化
てきせいか

を図 る
はか  

べきと考 え る
かんが   

。 

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 報 酬
ほうしゅう

単価
たんか

の低
ひく

さにより人 材
じんざい

確保
かくほ

が困 難
こんなん

な状 況
じょうきょう

や、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

による通 院
つういん

時
じ

支援
しえん

の際
さい

の報 酬
ほうしゅう

算 定
さんてい

されない待機
たいき

時
じ

の取
と

り扱
あつか

い等
とう

といった利 用 上
りようじょう

のさまざまな

矛 盾
むじゅん

の改 善
かいぜん

、また、65歳
さい

以 上
いじょう

の者
もの

について介護
かいご

保険
ほけん

移行後
いこうご

の利用者
りようしゃ

負担
ふたん

の不整合
ふせいごう

に

かかる調 整
ちょうせい

対 応
たいおう

課題
かだい

等
とう

を解
かい

決
けっ

し、必 要
ひつよう

に応
おう

じた利用
りよう

を可能
かのう

とする制度
せいど

にするべきで

ある。 

 個別
こべつ

給付化
きゅうふか

は必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 生 活
せいかつ

や社 会
しゃかい

参加
さんか

にとって、ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

は極
きわ

めて重 要
じゅうよう

である。 

現 行
げんこう

では、市 町 村
しちょうそん

の財 源
ざいげん

に支 給 量
しきゅうりょう

が左右
さゆう

されているため、個別
こべつ

給 付
きゅうふ

とし、必 要
ひつよう

な

量
りょう

を確保
かくほ

するべきである。 

 

【齋 藤
さいとう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ガイドヘルプの個別
こべつ

給付化
きゅうふか

が必 要
ひつよう

なのは当 然
とうぜん

である。 

○理由
りゆう

 

 ガイドヘルプはホームヘルプと切り離し、移動支援
しえん

として地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

に位置付
い ち づ
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けたのも介護
かいご

保険
ほけん

制度
せいど

には移動
いどう

支援
しえん

がないことやら介護
かいご

保険
ほけん

との一体化
いったいか

を考
かんが

えて行
おこな

っ

たことであり、一
いち

から見直
みなお

すべきである。 

 

【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

やガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

はげんそくパーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

とした上
うえ

で、それを

求
もと

める人
ひと

のニード
に ー ど

に応
おう

じた支
し

えんがなされる仕
し

くみ（個別
こべつ

給付化
きゅうふか

）は必
ひつ

よう。 

○理由
りゆう

 

 それがないと権
けん

り条
じょう

やくがいう「ほかのひとと同
おな

じようなくらし（他
ほか

の者
もの

との

平 等
びょうどう

）」がまもれないから。 

 

【田中
たなか

（伸
のぶ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

のニーズ
に ー ず

に応
おう

じた支援
しえん

を柔 軟
じゅうなん

に行
おこな

い得
う

るものとして構 築
こうちく

すべきである。

ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

については、地方
ちほう

において要 望
ようぼう

の強
つよ

い車 両
しゃりょう

移送
いそう

による移動
いどう

支援
しえん

や、２

日 間
にちかん

にわたる移動
いどう

支援
しえん

などに対
たい

して柔 軟
じゅうなん

に対 応
たいおう

すべきである。そして、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

に関
かん

しての個別
こべつ

給付化
きゅうふか

は必 要
ひつよう

不可欠
ふかけつ

である。 

○理由
りゆう

 

 ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

は障 害 者
しょうがいしゃ

の日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

を支
ささ

える支援
しえん

として、「地域
ちいき

で生 活
せいかつ

する権利
けんり

」

を実質化
じっしつか

するものとして重 要
じゅうよう

である。また、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

は、憲 法
けんぽう

２２条
じょう

で定
さだ

められ

ている 居 住
きょじゅう

・移転
いてん

の自由
じゆう

を障 害 者
しょうがいしゃ

が行使
こうし

するために 必 要
ひつよう

不可欠
ふかけつ

な支援
しえん

である。

居 住
きょじゅう

・移転
いてん

の自由
じゆう

は精 神 的
せいしんてき

自由
じゆう

の側 面
そくめん

をも有
ゆう

する重 要
じゅうよう

な基本的
きほんてき

人 権
じんけん

であるから、

これを保 障
ほしょう

するための支援
しえん

にかかる費用
ひよう

は個別
こべつ

給付化
きゅうふか

すべきである。 

 

【田中
たなか

（正
まさ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害 児
しょうがいじ

のホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

の支 給
しきゅう

は育児
いくじ

支援
しえん

も視野
し や

にいれ検 討
けんとう

をすることが必 要
ひつよう

で

ある。また発 達
はったつ

障 害
しょうがい

などの障 害
しょうがい

特 性
とくせい

を見立
み た

てて、特 性
とくせい

に応
おう

じた個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

を

立 案
りつあん

する支援者
しえんしゃ

の能 力
のうりょく

の向 上
こうじょう

が求
もと

められている。ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

に関
かん

しての個別
こべつ

給付化
きゅうふか

は必 要
ひつよう

と考
かんが

えるが、対 象
たいしょう

に関
かん

しては、かかる時間
じかん

とコスト
こ す と

の問 題
もんだい

だけではな
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く、利用
りよう

目 的
もくてき

と時間
じかん

などについても検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 障 害 児
しょうがいじ

については、障 害 児
しょうがいじ

の場合
ばあい

、育児
いくじ

と介護
かいご

を分
わ

けることは困 難
こんなん

であり、地域
ちいき

の

保育
ほいく

サービス
さ ー び す

や子育
こそだ

て支援
しえん

サービス
さ ー び す

が利用
りよう

できない場合
ばあい

は、ホームヘルプサービス
ほ ー む へ る ぷ さ ー び す

を利用
りよう

できるよう調 整
ちょうせい

や検 討
けんとう

をしていくべきであると考
かんが

える。障 害
しょうがい

ゆえに移動
いどう

や食 事
しょくじ

の

介 助
かいじょ

、排 泄
はいせつ

や入 浴
にゅうよく

に支援
しえん

を要
よう

することは障 害 児
しょうがいじ

であっても同 様
どうよう

であるが、年 齢
ねんれい

で

区切
く ぎ

りにくい状 況
じょうきょう

があり、個別
こべつ

の把握
はあく

を前 提
ぜんてい

に必 要
ひつよう

な支援
しえん

であることを念 頭
ねんとう

に置
おき

き、

支 給
しきゅう

を検 討
けんとう

すべきである。 

 また現 行
げんこう

制度
せいど

の介護
かいご

等
とう

給 付
きゅうふ

として「居 宅
きょたく

介護
かいご

」「行 動
こうどう

援護
えんご

」、「重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

」、

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

として「移動
いどう

支援
しえん

」となっているが、訓 練
くんれん

等
とう

給 付
きゅうふ

に受
う

け皿
ざら

が無
な

い

ことも含
ふく

めて現 状
げんじょう

の利用
りよう

が全 国
ぜんこく

一 律
いちりつ

とはいえない状 況
じょうきょう

があり、仕組
し く

みについての

検 討
けんとう

が成
な

り立
た

たない。財 源
ざいげん

を無視
む し

すれば必 要
ひつよう

な人
ひと

に必 要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

が届
とど

けられるこ

とは望
のぞ

ましいが、財 源 上
ざいげんじょう

の制 約
せいやく

において必 要
ひつよう

さの基 準
きじゅん

を見極
みきわ

めねばならない時
とき

、個
こ

別
べつ

な事 情
じじょう

で基 準
きじゅん

を設
もう

けるのは難
むずか

しい。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

については根 本 的
こんぽんてき

に医 療 的
いりょうてき

ニーズ
に ー ず

と生 活
せいかつ

ニーズ
に ー ず

を同 等
どうとう

のものとみ

て、本 人
ほんにん

のニーズ
に ー ず

に基
もと

づく支 給
しきゅう

決 定
けってい

するようにパラダイムシフト
ぱ ら だ い む し ふ と

する必 要
ひつよう

がある。

ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

については 早 急
さっきゅう

に個別
こべつ

給 付
きゅうふ

に戻
もど

すべきである。 

○理由
りゆう

 

 ホームヘルプサービス
ほ ー む へ る ぷ さ ー び す

の し く み は 支 給
しきゅう

決 定
けってい

の プロセス
ぷ ろ せ す

と 判 定
はんてい

方 法
ほうほう

に

メディカルモデル的
め で ぃ か る も で る て き

な 考
かんが

えが入
はい

っており、使
つか

い勝手
かって

がよくない。 命
いのち

の危険
きけん

がなけれ

ば介 助
かいじょ

サービス
さ ー び す

が出
で

ないというシステム
し す て む

になっており、社 会
しゃかい

参加
さんか

や見守
みまも

りのニーズ
に ー ず

を

訴
うった

えてもサービス
さ ー び す

支 給
しきゅう

は増
ふ

えないしくみになっている。ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

については移動
いどう

介護
かいご

として個別
こべつ

介 助
かいじょ

としていたものが財 政 的
ざいせいてき

事 情
じじょう

で地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

に落
お

とし込
こ

まれた事 情
じじょう

があり、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

の必 要 性
ひつようせい

は身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

の重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

で移動
いどう

介護
かいご

が認
みと

められている中
なか

では不当
ふとう

な 扱
あつか

いといわざるを得
え

ない。 早 急
さっきゅう

に個別
こべつ

給 付
きゅうふ

に

戻
もど

すべきである。 
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【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の 対 象
たいしょう

となっている移動
いどう

支援
しえん

（ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

）は個別
こべつ

給 付
きゅうふ

の

対 象
たいしょう

とするとともに、利用
りよう

しやすい仕組み
し く  

に 改
あらた

めるべきである。 

○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の施行
しこう

により移動
いどう

支援
しえん

は地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の 対 象
たいしょう

事 業
じぎょう

と

なったが、統 合
とうごう

補助金
ほじょきん

であることから財 政
ざいせい

の厳しい
きび   

市 町 村
しちょうそん

では利用
りよう

制 限
せいげん

や給 付
きゅうふ

抑 制
よくせい

するなどの問 題
もんだい

がある。また、個別
こべつ

給 付
きゅうふ

の事 業
じぎょう

である居 宅
きょたく

介護
かいご

との事 業 間
じぎょうかん

の

格差
かくさ

も 生
しょう

じている。 

 移動
いどう

支援
しえん

は 障 害
しょうがい

のある人
   ひと

たちの社 会
しゃかい

参加
さんか

に最 も
もっとも

重 要
じゅうよう

な支援
しえん

であるが、例えば
たと  

現 在
げんざい

の 通 院
つういん

等
とう

介 助
かいじょ

は定期的
ていきてき

な 通 院
つういん

にしか 支 給
しきゅう

が認められて
みと     

いないなど利用
りよう

に

関する
かん   

制 約
せいやく

も大 き く
おお    

、最 低 限
さいていげん

の社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

を 営 む
いとな  

ことが出来る
で き  

だけの 十 分
じゅうぶん

な

支 給 量
しきゅうりょう

の確保
かくほ

が難 し い
むずか   

状 況
じょうきょう

にある。また、過疎
か そ

地域
ちいき

など 公 共
こうきょう

交 通 網
こうつうもう

の発 達
はったつ

していない地域
ちいき

での移動
いどう

については 車 両
しゃりょう

によるものが主
おも

であるが、運 転 者
うんてんしゃ

1名
めい

が

対 応
たいおう

した場合
ばあい

の移動
いどう

については 報 酬
ほうしゅう

が算 定
さんてい

されないなど多く
おお 

の問 題
もんだい

がある。 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ケアホ
け あ ほ

－ム
む

の 入
にゅう

居 者
きょしゃ

が利用
りよう

できるよう、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

の要 件
ようけん

の緩和
かんわ

が必 要
ひつよう

である。 

 触 法
しょくほう

行為
こうい

のある入 居 者
にゅうきょしゃ

の外 出
がいしゅつ

支援
しえん

、通 院
つういん

時
とき

の同 行
どうこう

等
とう

も利用
りよう

の対 象
たいしょう

とすること。

行 動
こうどう

援護
えんご

の利用
りよう

要 件
ようけん

の緩和
かんわ

、対 象 者
たいしょうしゃ

を拡 大
かくだい

すること。ケアホ
け あ ほ

－ム
む

入 居 者
にゅうきょしゃ

の重 度
じゅうど

・

高齢化
こうれいか

、医 療 的
いりょうてき

支援
しえん

の必 要 性
ひつようせい

が進
すす

むなかで、個別
こべつ

に対 応
たいおう

できるホ
ほ

－ムヘルプ
む へ る ぷ

の利用
りよう

要 件
ようけん

の緩和
かんわ

をおこなうこと。ヘルパ
へ る ぱ

－利用
りよう

した場合
ばあい

も運営費
うんえいひ

（代理
だいり

受 領
じゅりょう

している報 酬
ほうしゅう

）

としての報 酬
ほうしゅう

の減 額
げんがく

を行
おこ

なわないこと。自動車
じどうしゃ

運 転
うんてん

での介護
かいご

を認
みと

めるべきである。

また、利用者
りようしゃ

が望
のぞ

むコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

手 段
しゅだん

が提 供
ていきょう

できる体 制
たいせい

が必 要
ひつよう

。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

（１）かつての身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

居 宅
きょたく

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

のような社 会
しゃかい

参加
さんか

支援
しえん

の対 象
たいしょう

に、

重 篤
じゅうとく

難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

のニーズに応
こた

えることを明記
めいき

すべきである。医 療
いりょう

関 係
かんけい

ケアが
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不可欠
ふかけつ

の社 会
しゃかい

参加
さんか

支援
しえん

は、現 状
げんじょう

では不可能
ふかのう

。 

重 篤
じゅうとく

難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

の外 出
がいしゅつ

支援
しえん

への要 望
ようぼう

は切 実
せつじつ

である。しかし、医 療
いりょう

関 係 者
かんけいしゃ

の

支援
しえん

なくては困 難
こんなん

な外 出
がいしゅつ

は、現 実
げんじつ

にはボランティアや N P O
えぬぴーおー

によって支
ささ

えら

れ、制度的
せいどてき

保 障
ほしょう

がない。 

 現 行
げんこう

制度
せいど

のホームヘルプ（居 宅
きょたく

介護
かいご

）を抜 本 的
ばっぽんてき

に見直
みなお

して、難 病
なんびょう

や慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

をもつ人
ひと

たちも利用
りよう

しやすい制度
せいど

とし、支援
しえん

内 容
ないよう

も移動
いどう

介 助
かいじょ

などにも柔 軟
じゅうなん

に

対 応
たいおう

できるようにすること。 

（２）ガイドヘルプ（移動
いどう

支援
しえん

）は、通 学
つうがく

や通 所
つうじょ

など子
こ

どもの社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

にとって必 要
ひつよう

な場
ば

への参加
さんか

を保 障
ほしょう

するための制度
せいど

として、ヘルパーの付
つ

き添
そ

いだけでなく、自動車
じどうしゃ

による移送
いそう

サービスも含
ふく

めた活 用
かつよう

ができるよう見直
みなお

すこと。 

○理由
りゆう

 

 慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

患 者
かんじゃ

は、日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

を自分
じぶん

のペースでならある程度
ていど

は「できる」人
ひと

が多
おお

く、それゆえに現 在
げんざい

でも心 臓
しんぞう

疾 患
しっかん

患 者
かんじゃ

でホームヘルプを受
う

けられる人
ひと

は限
かぎ

られてい

ます。しかし、日 常
にちじょう

生 活 上
せいかつじょう

で必 要
ひつよう

な家事
か じ

でも身 体
しんたい

に負担
ふたん

になり病 状
びょうじょう

を悪化
あっか

させる

こともしばしばあり、そのことも理解
りかい

した家事
か じ

や日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

の支援
しえん

が必 要
ひつよう

です。また、

歩
ある

けるけれど、長
なが

い距離
きょり

や坂 道
さかみち

などの徒歩
と ほ

での移動
いどう

は困 難
こんなん

であり、また負担
ふたん

になりセ

ーブすることが必 要
ひつよう

です。通 院
つういん

、通 学
つうがく

、通 勤
つうきん

などの時
とき

に、車
くるま

による移動
いどう

などの支援
しえん

が必 要
ひつよう

。現 行
げんこう

のガイドヘルプの個別
こべつ

給 付
きゅうふ

は当 然
とうぜん

ですが、ホームヘルプと合
あ

わせての

抜 本 的
ばっぽんてき

な見直
みなお

しが必 要
ひつよう

。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ホームヘルプの業 務
ぎょうむ

内 容
ないよう

を臨機応変
りんきおうへん

な対 応
たいおう

も必 要
ひつよう

な支援
しえん

とし、多様化
たようか

すべきであ

る。 

 ガイドヘルプは個別
こべつ

給付化
きゅうふか

が必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 生 活
せいかつ

行為
こうい

を支援
しえん

する援 助 者
えんじょしゃ

は、細
ほそ

切
き

れではなく、生 活
せいかつ

の流
なが

れに沿
そ

った一 連
いちれん

の

援 助
えんじょ

をする必 要
ひつよう

がある。その意味
い み

では、全
すべ

てを個別
こべつ

給 付
きゅうふ

とすべきである。 
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【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

など必 要
ひつよう

な時間数
じかんすう

が確保
かくほ

され、かつ公 平
こうへい

にサービス
さ ー び す

が 提 供
ていきょう

されるよ

うガイドライン
が い ど ら い ん

の開 発
かいはつ

が望
のぞ

まれる。継 続 的
けいぞくてき

支援
しえん

の必 要 性
ひつようせい

から、もっと使
つか

いやすい

制度
せいど

に改 善
かいぜん

すべきであり、福祉
ふくし

労 働 者
ろうどうしゃ

としての労 働
ろうどう

条 件
じょうけん

の抜
ばっ

本 的
ぽんてき

改 善
かいぜん

も焦 眉
しょうび

の

課題
かだい

である。ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

の個別
こべつ

給付化
きゅうふか

も必 要
ひつよう

と考
かんが

える。 

○理由
りゆう

 

 家族
かぞく

介護
かいご

の深 刻
しんこく

な現 状
げんじょう

と限 界
げんかい

状 況
じょうきょう

、単 身 者
たんしんしゃ

の社 会
しゃかい

参加
さんか

の促 進
そくしん

などから見
み

て、

一 層
いっそう

の制度
せいど

拡 充
かくじゅう

が望
のぞ

まれる。福祉
ふくし

現場
げんば

では、人手
ひとで

不足
ぶそく

が慢性化
まんせいか

し、離 職 者
りしょくしゃ

が多
おお

く、

身分
みぶん

保 障
ほしょう

の抜
ばっ

本 的
ぽんてき

改 善
かいぜん

が切 望
せつぼう

される。 

 

【藤井
ふじい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ガイドヘルプに関
かん

しての個別
こべつ

給付化
きゅうふか

は必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 ガイドヘルプは地域
ちいき

生 活
せいかつ

における欠
か

かせないサービスであり、種 別
しゅべつ

を問
と

わず等
ひと

しく

利用
りよう

できる必 要
ひつよう

があるため。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 制度
せいど

はもっと単純
たんじゅん

で使いやすく
つか

。無駄
むだ

な規制
きせい

は止める
と

。入院
にゅういん

中でも
ちゅう

居宅
きょたく

介護
かいご

等
など

は

利用
りよう

できるようにする。 

 移動
いどう

支援
しえん

の個別
こべつ

給 付
きゅうふ

は不可欠
ふかけつ

。 

○理由
りゆう

 

 ホームヘルプの単価
たんか

計算
けいさん

や仕組み
しく

がこれほど複雑
ふくざつ

な国
くに

はほかにないであろう。

利用者
りようしゃ

にも事
じ

業者
ぎょうしゃ

にも複雑過ぎて
ふくざつす

、無駄
むだ

な事務
じむ

が多すぎて
おお

、経済
けいざい

効率
こうりつ

も悪い
わる

。 

 障害者
しょうがいしゃ

は入院
にゅういん

する事態
じたい

は日常
にちじょう

であり、介護
かいご

が認められない
みと

ことは人権
じんけん

規制
きせい

に

他
ほか

ならない。 

 移動
いどう

支援
しえん

は障害者
しょうがいしゃ

が社会
しゃかい

参加
さんか

するための前 提
ぜんてい

条 件
じょうけん

として、憲 法
けんぽう

１３条
１３じょう

個人
こじん

の

尊 厳
そんげん

保 障
ほしょう

、２２条
２２じょう

居 住
きょじゅう

移転
いてん

の自由
じゆう

の保 障
ほしょう

の意味
い み

を持つ
も

基幹的
きかんてき

な基本的
きほんてき

人 権
じんけん

であ
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り、個別
こべつ

給 付
きゅうふ

保 障
ほしょう

は不可欠
ふかけつ

。 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 変 更
へんこう

は必 要
ひつよう

． 障 害
しょうがい

のある人
ひと

の実 態
じったい

に合わせた
あ わ せ た

，ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

やガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

の

仕組み
し く み

が必 要
ひつよう

． 

 例えば
たとえば

，医 療
いりょう

機関
きかん

までのガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

は行 う
おこなう

が，医 療
いりょう

機関内
きかんない

の支援
しえん

は行えない
おこなえない

とい

った 障 害
しょうがい

のある人
ひと

の不利益
ふりえき

になる仕組み
し く み

は改めて
あらためて

いく． 入 院 中
にゅういんちゅう

にも支援
しえん

が必 要
ひつよう

な場合
ばあい

も多く，実 態
じったい

に即した
そくした

仕組み
し く み

としていく．費用
ひよう

負担
ふたん

は国
くに

の責 任
せきにん

で行 う
おこなう

．身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

支援
しえん

の単価
たんか

の差
さ

をなくし，従 事
じゅうじ

する人
ひと

が生 活
せいかつ

できる 報 酬
ほうしゅう

体 系
たいけい

とする． 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

・ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

の個別
こべつ

給付化
きゅうふか

については、実 態
じったい

を踏まえ
ふ   

早期
そうき

に検 討
けんとう

されるべきである。 

・ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

はパーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

との関 係 性
かんけいせい

の整理
せいり

を行 い
おこない

、仕組み
し く  

を検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある。 

○理由
りゆう

 

・社 会
しゃかい

参加
さんか

の促 進
そくしん

という観 点
かんてん

から、確 実
かくじつ

に保 障
ほしょう

されるべき支援
しえん

であると 考 え る
かんが    

ため。 

・D-2-1 参 照
さんしょう

 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 ガイドヘルプの個
こ

別
べつ

給
きゆう

付
ふ

化
か

は緊
きん

急
きゆう

な課
か

題
だい

である。 

○理
り

由
ゆう

 

 ガイドヘルプは市
し

町
ちよう

村
そん

事
じ

業
ぎよう

なので、個
こ

別
べつ

給
きゆう

付
ふ

化
か

しないと、他
た

の市
し

町
ちよう

村
そん

では使
つか

えない不
ふ

便
べん

さが 生
しよう

じているため 
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【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 障 害 者
しょうがいしゃ

自身
じしん

による主 体 的
しゅたいてき

な社 会
しゃかい

参加
さんか

と社 会
しゃかい

における構 成 員
こうせいいん

としての役 割
やくわり

を

担
にな

うためには、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

による移動
いどう

支援
しえん

が必須
ひっす

であり、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

に関
かん

しては個別
こべつ

給 付
きゅうふ

とすべきである。 

○理由 

 地域
ちいき

支援
しえん

サービス
さ ー び す

は、 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の規定
きてい

に基
もと

づき、 障 害 者
しょうがいしゃ

が他
た

の者
もの

と

平 等
びょうどう

に、居 住 地
きょじゅうち

を選 択
せんたく

し、及
およ

びどこで誰
だれ

と生 活
せいかつ

するかを選 択
せんたく

するためになされ

るべきである。 

 

【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 切
き

れ目
め

のないパーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

制度
せいど

が必 要
ひつよう

 

 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

にとって必 要
ひつよう

な 24時間
じかん

365日
にち

の待機
たいき

（オンコール
お ん こ ー る

で駆
か

けつけてくれるあ

るいは駆
か

け込
こ

める場所
ばしょ

）、また年
ねん

を通
つう

じて必要度
ひつようど

が変化
へんか

する精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

にとっては使
つか

いやすい制度
せいど

として、総時間
そうじかん

を年
ねん

単位
たんい

で支 給
しきゅう

決 定
けってい

し、その中身
なかみ

は何
なに

に使
つか

おうが自由
じゆう

と

いう仕組
し く

みが必 要
ひつよう

である 

移動
いどう

介護
かいご

について、政治
せいじ

活 動
かつどう

宗 教
しゅうきょう

活 動
かつどう

は除
のぞ

くというのは憲 法
けんぽう

違反
いはん

である 

○理由
りゆう

 

 週
しゅう

に何 日
なんにち

何
なん

曜日
ようび

、という家事
か じ

援 助
えんじょ

では、気
き

ままに暮
く

らすことで病 状
びょうじょう

悪化
あっか

を防
ふせ

ぐ

精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

にとっては不適切
ふてきせつ

 そもそも 計 画 的
けいかくてき

に暮
く

らせるのであれば 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

ではない 

 また、屋 外
おくがい

の移動
いどう

のみというガイドヘルパ
が い ど へ る ぱ

ーでは精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

は社 会
しゃかい

参加
さんか

できない。

人
ひと

と会
あ

うこと話
はな

すことに困 難
こんなん

があるものは見守
みまも

りと安 全
あんぜん

保 障 感
ほしょうかん

確保
かくほ

のため集 会
しゅうかい

や

会 議 中
かいぎちゅう

に介護
かいご

は必須
ひっす

であり、また 建 物
たてもの

の 中
なか

で道
みち

に迷
まよ

うこともあり、 会 議 中
かいぎちゅう

や

集 会 中
しゅうかいちゅう

も介護
かいご

は必 要
ひつよう

である 

 添付
てんぷ

資 料
しりょう

１のように 私
わたし

の 社 会
しゃかい

参加
さんか

であるこの会議
かいぎ

への 出 席
しゅっせき

について内閣府
ないかくふ

は

介 助
かいじょ

の必 要 性
ひつようせい

を認
みと

めていないが、この 30年 間
ねんかん

厚 生 省
こうせいしょう

および厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

が私
わたし

に

対
たい

して行
おこな

ってきたことを考
かんが

えるとこの建 物
たてもの

に入
はい

ること自体
じたい

が命
いのち

がけであり、また

精 神
せいしん

保健
ほけん

福 祉 法 上
ふくしほうじょう

、名誉
めいよ

毀損
きそん

も侮 辱
ぶじょく

も措置
そ ち

要 件
ようけん

であり、発 言
はつげん

は命
いのち

がけであり、見守
みまも



26 

 

りの介 助
かいじょ

は必須
ひっす

であるが、認
みと

められていない 

 往 復
おうふく

は区
く

の地域
ちいき

支援
しえん

事 業
じぎょう

でカバ
か ば

ーされているが、会議
かいぎ

時
じ

間
かん

中
ちゅう

の介 助
かいじょ

については

100％自己
じ こ

負担
ふたん

している 

 何 党
なにとう

の選 挙
せんきょ

活 動
かつどう

であれ、あるいは何
なに

宗 派
しゅうは

の布 教
ふきょう

活 動
かつどう

であれ、健
けん

常
じょう

者
しゃ

は政治
せいじ

活 動
かつどう

宗 教
しゅうきょう

活 動
かつどう

であるからといって、特 別
とくべつ

に通 行 税
つうこうぜい

は払
はら

っていない、障 害 者
しょうがいしゃ

にの

み、宗 教
しゅうきょう

活 動
かつどう

政治
せいじ

活 動
かつどう

に関
かん

して、移動
いどう

介 助
かいじょ

を自己
じ こ

負担
ふたん

せよというのは憲 法
けんぽう

違反
いはん

で

ある 
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論 点
ろんてん

D
でぃー

-2-3) 障 害
しょうがい

特 性
とくせい

ゆえに必 要
ひつよう

とされる見守
みまも

りや安 心
あんしん

確保
かくほ

の相 談
そうだん

といった

身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

ではない人 的
じんてき

サポート
さ ぽ ー と

の位置
い ち

づけをどうするべきか？ 

 

【朝比奈
あさひな

委員
いいん

】 

○結論 

 とても 重 要
じゅうよう

。具体的
ぐたいてき

には、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

による同 行
どうこう

支援
しえん

に加え
くわえ

、現 行
げんこう

の地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センター
せ ん た ー

のような「場
ば

」を設 定
せってい

し、立ち寄って
た ち よ っ て

困り
こまり

ごとを相 談
そうだん

したり、セルフヘル

プ活動をサポートしたりすることが有 効
ゆうこう

。 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 現 在
げんざい

のサービス
さ ー び す

内 容
ないよう

が介護
かいご

保険
ほけん

サービス
さ ー び す

に準 拠
じゅんきょ

する「介護
かいご

給 付
きゅうふ

」と「訓 練
くんれん

給 付
きゅうふ

」

という体 系
たいけい

となっているため、障 害 者
しょうがいしゃ

の特 性
とくせい

にあった「見守
みまも

り」や「相 談
そうだん

」などの

サービス
さ ー び す

類 型
るいけい

を取
と

り入
い

れていくことが必 要
ひつよう

 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 精 神
せいしん

のホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

支援
しえん

の内 容
ないよう

として、見守り
みまもり

や目配せ
めくばせ

、配 慮
はいりょ

を軸
じく

とした「待機型
たいきかた

」

の位置づけ
い ち づ け

は新た
あらた

に必 要
ひつよう

と思う
おもう

。またその支援
しえん

の担い手
にないて

としてピアサポーター
ぴ あ さ ぽ ー た ー

の配置
はいち

（ 有 償
ゆうしょう

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

としてではなくきちんとした雇用
こよう

による起用
きよう

）も実施
じっし

に向けて
む け て

進める
すすめる

。それらを支える
ささえる

２４時間
２４じかん

体 制
たいせい

の拠 点
きょてん

の整備
せいび

やコーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

機能
きのう

も必 要
ひつよう

であ

る。 

○理由 

 なにか事態
じたい

が発 生
はっせい

すれば即時
そくじ

対 応
たいおう

し、平素
へいそ

は待機
たいき

、必 要
ひつよう

に応じて
おうじて

介 入
かいにゅう

するという

支援
しえん

の 形
かたち

は、自己
じ こ

選 択
せんたく

／自己
じ こ

決 定
けってい

を基本
きほん

とし、リスク
り す く

へのマネージメント
ま ね ー じ め ん と

対 応
たいおう

とい

う、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

の視点
してん

として大 切
たいせつ

ではないか。支援
しえん

の担い手
にないて

としてのピア
ぴ あ

活 動
かつどう

を

位置づける
い ち づ け る

ことも大きな
おおきな

意味
い み

を持つ
も つ

。 
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【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 人 的
じんてき

サポートの位置
い ち

づけは、ボランティアを基本
きほん

とする。 

 しかし、現 在
げんざい

、ボランティアが現 在
げんざい

重 要
じゅうよう

な役 割
やくわり

を果
は

たしているが、安 心
あんしん

生 活
せいかつ

に

はボランティアでは十 分
じゅうぶん

でない場合
ばあい

もある。 

 相 談
そうだん

支援
しえん

も含
ふく

め個人
こじん

支援
しえん

には欠
か

かせない職 務
しょくむ

であり、公 的
こうてき

サービスも視野
し や

に入
はい

れ、

法 的
ほうてき

裏付
うらづ

けについて一 考
いっこう

する必 要
ひつよう

がある。 

○理由
りゆう

 

 健
けん

常児
つねじ

・者
もの

と共
とも

に地域
ちいき

で生
い

きる（共 生
きょうせい

）上
うえ

で必 要
ひつよう

です。方 法
ほうほう

については、地域
ちいき

に

よって異
こと

なるが社 会
しゃかい

（国 民
こくみん

）の理解
りかい

を得
え

ることが基本
きほん

。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 見守
みまも

りや安 心
あんしん

確保
かくほ

の相 談
そうだん

といった身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

ではない人 的
じんてき

サポート
さ ぽ ー と

は

大 変
たいへん

重 要
じゅうよう

であり、位置
い ち

づけをきちんとする必 要
ひつよう

があると考
かんが

える。高 齢 者
こうれいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支
ささ

える仕組
し く

みとして作
つく

られている地域
ちいき

包 括
ほうかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー（ケアマネ
け あ ま ね

、保健師
ほけんし

、

社 会
しゃかい

福祉士
ふくしし

のチーム
ち ー む

）のように、 中
ちゅう

学
がく

校区
こうく

に一
ひと

つくらいの割 合
わりあい

で、見守
みまも

りと安 心
あんしん

確保
かくほ

のための相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーが必 要
ひつよう

ではないか。また、知的
ちてき

障 害
しょうがい

、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

のあ

る人
ひと

にはコンタクトパーソン
こ ん た く と ぱ ー そ ん

の制度
せいど

が必 要
ひつよう

ではないか。 

○理由
りゆう

 

 D-2-2 で述
の

べたように、きめ細
こま

やかなホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

・ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

の制度
せいど

設 計
せっけい

の中
なか

で

も提 供
ていきょう

しニーズ
に ー ず

の高
たか

い地域
ちいき

支援
しえん

として位置
い ち

づけるべきである。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

で暮
く

らす知的
ちてき

障 害
しょうがい

のある人
ひと

たちにとって、相 談
そうだん

支援
しえん

という人 的
じんてき

サポートは欠
か

く

ことができないものと考
かんが

える。その相 談
そうだん

支援
しえん

は、生 活
せいかつ

全 般
ぜんぱん

にわたるものであり、必 要
ひつよう

に応
おう

じて他
た

のサービスや機関
きかん

につなげたり、それらと連 携
れんけい

するなど、その役 割
やくわり

は重 要
じゅうよう

と考
かんが

える。特
とく

に求
もと

められるのは、訪 問 型
ほうもんがた

の相 談
そうだん

を含
ふく

めた生 活
せいかつ

支援
しえん

であり、いち早
はや

く本 人
ほんにん

のニーズを把握
はあく

し、速
すみ

やかな対 応
たいおう

が可能
かのう

となるが、これらの人 的
じんてき

サポートの
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仕組
し く

みを是非
ぜ ひ

とも作
つく

るべきと考
かんが

える。 

 

【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 見守
みまも

り・待機
たいき

を含
ふく

んだ長時間
ちょうじかん

滞在型
たいざいがた

の訪問
ほうもん

系
けい

サービスを全障害
ぜんしょうがい

種別
しゅべつ

に設定
せってい

し、

個々人
こ こ じ ん

の障害
しょうがい

や家族
かぞく

のいない時間
じかん

などの状況
じょうきょう

に応
おう

じて必要性
ひつようせい

があれば市町村
しちょうそん

が支給
しきゅう

決定
けってい

できるようにすべき。単価
たんか

については、障害
しょうがい

によって差
さ

をつけるのが適当
てきとう

。 

○理由
りゆう

 

 1 人ぐらしや日中
にっちゅう

独居
どっきょ

の重度
じゅうど

知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

などに特
とく

に長時間
ちょうじかん

滞在
たいざい

の見守
みまも

り待機
たいき

が必要
ひつよう

。

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

制度
せいど

でも介護者
かいごしゃ

の確保
かくほ

が難
むずか

しい人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

利用者
りようしゃ

は単価
たんか

を上
あ

げるなどの

単価
たんか

の差
さ

があるので、単価
たんか

の差
さ

をつけるのは必要
ひつよう

。 

 

【岡部
おかべ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

で自立
じりつ

生 活
せいかつ

を営
いとな

む知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

にとっては、個別
こべつ

の人 的
じんてき

サポートは見守
みまも

りや

安 心
あんしん

確保
かくほ

の相 談
そうだん

を身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

と一体化
いったいか

され、重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

等
とう

の制度
せいど

を

活 用
かつよう

した個別
こべつ

包 括
ほうかつ

支援
しえん

（パーソナルアシスタンス）として位置
い ち

づけられるのが効果的
こうかてき

で

あり現 実 的
げんじつてき

である。 

○理由
りゆう

 

 見守
みまも

りや安 心
あんしん

確保
かくほ

が当事者
とうじしゃ

にとって侵 襲
おかおそい

的
まと

ではなく随時
ずいじ

適 切
てきせつ

に行
おこな

われるために

は、常 時
じょうじ

生 活
せいかつ

を共
とも

にしていること、及
およ

びその関 係 性
かんけいせい

が一 定
いってい

期間
きかん

以 上
いじょう

継 続
けいぞく

してい

ることによって醸 成
じょうせい

される互
たが

いの理解
りかい

と信 頼
しんらい

関 係
かんけい

が必 要
ひつよう

であるため。 

 

【小澤
おざわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

・パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタンス
あ し す た ん す

・サービス
さ ー び す

、権利
けんり

擁護
ようご

支援
しえん

、といったサービス
さ ー び す

の中
なか

に位置
い ち

づ

ける。現 行
げんこう

の居 住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

においても、位置
い ち

づけを検 討
けんとう

する。 

○理由
りゆう

 

・個別性
こべつせい

が強
つよ

いサポート
さ ぽ ー と

なので、個別性
こべつせい

に対 応
たいおう

できるサービスシステム
さ ー び す し す て む

にする必 要
ひつよう

が

ある。 
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【小田島
おだじま

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 身 体
しんたい

介護
かいご

、家事
か じ

援 助
えんじょ

、移動
いどう

支援
しえん

と合わせて
あ わ せ て

、見守り
みまもり

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

、相 談
そうだん

等
など

をまとめてできる介 助
かいじょ

制度
せいど

（重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

のような）を知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

も使える
つかえる

よ

うにすべき。 

○理由
りゆう

 

 知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

にとっては、日々
ひ び

の見守り
みまもり

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

、（会議
かいぎ

の支援
しえん

を

含む
ふくむ

）相 談
そうだん

等
など

（お金
おかね

の使い方
つかいかた

を含む
ふくむ

）は、とても 重 要
じゅうよう

な介 助
かいじょ

の一部
いちぶ

であるため。 

 

【小野
お の

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 見守
みまも

りも給 付
きゅうふ

体 系
たいけい

に位置付
い ち づ

け、相 談
そうだん

は相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の拡 充
かくじゅう

を図
はか

る。 

○理由
りゆう

 

 見守
みまも

りも必 要
ひつよう

な支援
しえん

であるため。 

 また相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

は、抜 本 的
ばっぽんてき

に拡 充
かくじゅう

する必 要
ひつよう

がある。とくに介護
かいご

保険
ほけん

の包 括
ほうかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーを想 定
そうてい

したような制度化
せいどか

ではなく、生 活
せいかつ

支援
しえん

分野
ぶんや

では、相 談
そうだん

だけでなく、

相 談
そうだん

内 容
ないよう

にもとづくケースマネージメント
け ー す ま ね ー じ め ん と

（介護
かいご

保険
ほけん

のケアマネ
け あ ま ね

ではない）、巡 回
じゅんかい

訪 問
ほうもん

、公 的
こうてき

ケースワーカ
け ー す わ ー か

ーとの連 携
れんけい

、行 政
ぎょうせい

計 画
けいかく

への提 案
ていあん

などを業 務
ぎょうむ

に位置付
い ち づ

け

る。 

 さらに就 労
しゅうろう

については、就 業
しゅうぎょう

・生 活
せいかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーを抜 本 的
ばっぽんてき

に拡 充
かくじゅう

し、就 労
しゅうろう

相 談
そうだん

、

スキルトレーニング
す き る と れ ー に ん ぐ

及
およ

び移行
いこう

支援
しえん

、職 場
しょくば

訪 問
ほうもん

や連 携
れんけい

などの定 着
ていちゃく

支援
しえん

などを業 務
ぎょうむ

と

して位置付
い ち づ

ける。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 個別
こべつ

担 当
たんとう

の相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

が必 要
ひつよう

。パーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

機能
きのう

を持
も

つ支援者
しえんしゃ

がい

ればその人
ひと

が個別
こべつ

支援
しえん

相 談
そうだん

機能
きのう

も併
あわ

せ持
も

つことで可能
かのう

です。この場合
ばあい

には、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

によるケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

支援
しえん

が必 要
ひつよう

です。 

○理由
りゆう
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 生 活
せいかつ

全 体
ぜんたい

の支援
しえん

が必 要
ひつよう

な人
ひと

たちがいます。部分的
ぶぶんてき

に身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

、行 動
こうどう

援護
えんご

、移動
いどう

支援
しえん

などなど、多様
たよう

な支援
しえん

が必 要
ひつよう

な場合
ばあい

に特 性
とくせい

に対 応
たいおう

できる個別
こべつ

支援
しえん

があ

るといい。 

 世話
せ わ

機能
きのう

だけでなく、生 活 者
せいかつしゃ

視点
してん

に立
た

ち、依存
いぞん

関 係
かんけい

を深
ふか

めることなく、成 長
せいちょう

・発 達
はったつ

など個別
こべつ

支援
しえん

の基本
きほん

をわきまえての支援
しえん

です。精 神
せいしん

障 害
しょうがい

の支援
しえん

をしてきた経 験
けいけん

からす

れば、むしろ、この支援
しえん

が中 心
ちゅうしん

だったと考
かんが

えています。 

 

【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 重 要
じゅうよう

な支援
しえん

として位置付
い ち づ

けるべきである。 

○理由
りゆう

 

 「見守
みまも

り」や「安 心
あんしん

確保
かくほ

の相 談
そうだん

」等
とう

の人 的
じんてき

サポート
さ ぽ ー と

を充 実
じゅうじつ

させることが、特
とく

に精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

には重 要
じゅうよう

である。 

 

【川 崎
かわさき

（洋
よう

）委員
いいん

】 

○結論 

 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

にとっては、人 的
じんてき

サポート
さ ぽ ー と

は欠かせない
か か せ な い

支援
しえん

である。よき相 談 者
そうだんしゃ

に

出会い
で あ い

、 本 人
ほんにん

のニーズ
に ー ず

に沿った
そ っ た

サービス
さ ー び す

が 提 供
ていきょう

されることにより、 障 害 者
しょうがいしゃ

は

見守られ
みまもられ

、安 心
あんしん

して地域
ちいき

生 活
せいかつ

を送る
おくる

ことができる。 

○理由 

 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

は自分
じぶん

の考 え
かんがえ

などを明 確
めいかく

に 表 現
ひょうげん

できない人
ひと

が多く
おおく

、 良 質
りょうしつ

な

人 的
じんてき

サポート
さ ぽ ー と

は不可欠
ふかけつ

。 

 

【君 塚
きみづか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

と同 等
どうとう

の位置
い ち

づけでサービス
さ ー び す

できる体 制
たいせい

を作
つく

る。関 係
かんけい

機関
きかん

の

連 携
れんけい

を密
みつ

にして、相 談
そうだん

でたらいまわしとならないような情 報
じょうほう

交 換
こうかん

を進
すす

める仕組
し く

みを

作
つく

る。 

 見守
みまも

りについてもサポート
さ ぽ ー と

できるよう法 的
ほうてき

に整備
せいび

すべきである。 

○理由
りゆう
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 身 体
しんたい

介護
かいご

：介護
かいご

技 術
ぎじゅつ

  家事
か じ

援 助
えんじょ

：家事
か じ

一 般
いっぱん

技 術
ぎじゅつ

  見守
みまも

り援 助
えんじょ

：指導
しどう

助 言
じょげん

技 術
ぎじゅつ

 それぞれに求
もと

められる専 門 的
せんもんてき

技 術
ぎじゅつ

がある 

 行 動
こうどう

抑 制
よくせい

が自分
じぶん

でできないことも障 害
しょうがい

であり、そのために保護者
ほごしゃ

は外 出
がいしゅつ

もできな

い。見守
みまも

りサービス
さ ー び す

は、保護者
ほごしゃ

の精 神
せいしん

負担
ふたん

を軽 減
けいげん

する意味
い み

でも必 要 性
ひつようせい

は高
たか

い。また、

保護者
ほごしゃ

支援
しえん

の視点
してん

で言
い

えば、障 害 児
しょうがいじ

学 童
がくどう

保育
ほいく

の整備
せいび

や、通 学
つうがく

送 迎
そうげい

の支援
しえん

などの充 実
じゅうじつ

も同 様
どうよう

に必 要
ひつよう

と考
かんが

える。 

 

【倉田
くらた

委員
いいん

】 

○
 

結 論
けつろん

 

「重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

」の 報 酬
ほうしゅう

見直し
みなお  

を 行 う
おこな   

。 

○理由
りゆう

 

 重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

の２４時間
   じかん

支援
しえん

については、身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

以外
いがい

に「見守り
みまも  

」

目 的
もくてき

の付き
つ  

添い
そ  

が不可欠
ふかけつ

であることから、重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

において身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

部分
ぶぶん

と見守り
みまも 

部分
ぶぶん

の 報 酬
ほうしゅう

を差別化
さべつか

することで 報 酬
ほうしゅう

単価
たんか

、事業費
じぎょうひ

支 出
ししゅつ

の

適正化
てきせいか

を図 る
はか  

べきと考 え る
かんが   

。 

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 制度
せいど

として、位置
い ち

づけるべきである。 

○理由
りゆう

 

 見守
みまも

り支援
しえん

等
とう

により、地域
ちいき

で安 心
あんしん

した暮
く

らしが確保
かくほ

できる。具体的
ぐたいてき

なサービス
さ ー び す

内 容
ないよう

については、今後
こんご

、検 証
けんしょう

が必 要
ひつよう

である。 

 

【齋 藤
さいとう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 現 行
げんこう

の身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

には含
ふく

みきれない支援
しえん

については改
あらた

めて位置付
い ち づ

けを行
おこな

い、適 切
てきせつ

な支援
しえん

を行
おこな

うべきである。しかし、いたずらに支援
しえん

の量
りょう

を増
ふ

やすことにはなら

に様
さま

に配 慮
はいりょ

すべきである。 
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【佐野
さ の

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 中 途 失 聴
ちゅうとしつちょう

・難 聴 者
なんちょうしゃ

の多
おお

くが家族
かぞく

や地域
ちいき

での情 報
じょうほう

の受
じゅ

発 信
はっしん

や日 常 的
にちじょうてき

コミュニケ

ーションに困 難
こんなん

を抱
かか

えていることからサポートできる仕組
し く

みや介 助
かいじょ

・援 助
えんじょ

が必 要
ひつよう

で

ある。 

○理由
りゆう

 

 中 途 失 聴
ちゅうとしつちょう

・難 聴 者
なんちょうしゃ

が自
みずか

らのコミュニケーション方 法
ほうほう

を 習
しゅう

得
とく

し、社 会
しゃかい

との

関 係 性
かんけいせい

を作
つく

ることができるようになるまで、ピアサポート等
とう

の援 助
えんじょ

が必 要
ひつよう

である。 

 

【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 パーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

の支
ささ

えの中
なか

にいれる。 

○理由
りゆう

 

 見守
みまも

りや情
じょう

ほうのていきょう、不
ふ

あんな時
とき

の相
そう

だんなども、障 害
しょうがい

ゆえの生 活
せいかつ

のしづ

らさに対
たい

おうする大 切
たいせつ

な支
し

えんであるから。 

 

【田中
たなか

（正
まさ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 パーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

の対 応
たいおう

と同 様
どうよう

に考
かんが

えるべきである。相 談
そうだん

事 業
じぎょう

とサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

についての違
ちが

いと役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

についての共 通
きょうつう

理解
りかい

が必 要
ひつよう

である。また支援度
しえんど

の

違
ちが

い 等
とう

を 考 慮
こうりょ

した 上
うえ

での個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

の 作 成
さくせい

と、それに 伴
ともな

う 支 給
しきゅう

決 定
けってい

と

サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

に関
かん

する進 行
しんこう

管理
かんり

が求
もと

められる。 

○理由
りゆう

 

 相 談
そうだん

事 業
じぎょう

として暮
く

らしに必 要
ひつよう

な身 上
しんじょう

観
かん

護
ご

までをまとめて支援
しえん

計画化
けいかくか

しサービス
さ ー び す

を調 整
ちょうせい

する部分
ぶぶん

と、実 際
じっさい

身 上
しんじょう

観
かん

護
ご

の中
なか

で生
しょう

じる相 談
そうだん

についての区分
く わ

けが難
むずか

しいた

め、独 立
どくりつ

したサービス
さ ー び す

としての区分
く わ

けが難
むずか

しいとされる。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 制度
せいど

の中
なか

に見守
みまも

り付
つ

き添
そ

いを組
く

み込
こ

むべきである。 
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○理由
りゆう

 

 間 欠 的
かんけつてき

にサービス
さ ー び す

が必 要
ひつよう

な場合
ばあい

、介 助 者
かいじょしゃ

がいったりもどったりをくりかえすこと

は給 与
きゅうよ

保 障
ほしょう

の面
めん

からも無理
む り

があり、また利用者側
りようしゃがわ

からいえば必 要
ひつよう

な時
とき

にいてくれな

ければ、介 助 者
かいじょしゃ

がいる意味
い み

がない。その意味
い み

で見守
みまも

り付
つ

き添
そ

いを正 当
せいとう

なサービス
さ ー び す

とし

てサービス
さ ー び す

時間
じかん

として位置
い ち

づける以外
いがい

に制度的
せいどてき

な構 築
こうちく

方 法
ほうほう

はないので、その合理的
ごうりてき

理由
りゆう

から制度
せいど

の中
なか

に見守
みまも

り付
つ

き添
そ

いを組
く

み込
こ

むべきである。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 見守り
みまもり

支援
しえん

など、 障 害
しょうがい

の特 性
とくせい

を考 慮
こうりょ

した支援
しえん

内 容
ないよう

や 名 称
めいしょう

を検 討
けんとう

するべき。 

○理由
りゆう

 

 そもそも介護
かいご

保険
ほけん

にならった身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

の区分け
く わ  

に意味
い み

があるのか疑問
ぎもん

があ

る。 障 害 者
しょうがいしゃ

にあった支援
しえん

内 容
ないよう

とするべき。 

 「てんかん」発作
ほっさ

のあ る 人
    ひと

にとって、入 浴
にゅうよく

の際
さい

や移動時
いどうじ

の見守り
みまも 

は 重 要
じゅうよう

である。 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 見守
みまも

り待機
たいき

(ケア
け あ

)を必 要
ひつよう

に応
おう

じて支 給
しきゅう

決 定
けってい

する。また、ろう重 複
ちょうふく

障 害 者
しょうがいしゃ

(聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

)の場合
ばあい

、相 談
そうだん

支援
しえん

・対 応
たいおう

についても支 給
しきゅう

決 定
けってい

する必 要
ひつよう

がある。 

 聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

には、手話
しゅわ

サークル
さ ー く る

と要 約
ようやく

筆記
ひっき

サークル
さ ー く る

が活 動
かつどう

しており、

登 録
とうろく

手話通
しゅわつう

訳 者
やくしゃ

も一
いち

定 数
ていすう

いる。これらを人 材
じんざい

サポート
さ ぽ ー と

として活 用
かつよう

できるよう、更
さら

なる量 的
りょうてき

な拡
かく

大
だい

と活 動
かつどう

支援
しえん

、地域
ちいき

を単位
たんい

としてこれらを効果的
こうかてき

に活 用
かつよう

するための

ネットワーク化
ね っ と わ ー く か

、コーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

機能
きのう

の整備
せいび

も必 要
ひつよう

である。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

（１）医 療
いりょう

依存度
いぞんど

の高
たか

い難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

には、ショートステイやレスパイト入 院
にゅういん

などの

制度的
せいどてき

保 障
ほしょう

が必 要
ひつよう

である。問 題
もんだい

は、制度
せいど

を作
つく

っても実 際
じっさい

は当 該
とうがい

事 業 所
じぎょうしょ

が

「医 療
いりょう

ケア」ができないことを理由
りゆう

に、利用
りよう

が拒否
きょひ

されるという現 状
げんじょう

を解
かい

決
けつ

しな

ければ意味
い み

がない。そのためにも地域
ちいき

の医 療
いりょう

体 制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

、余裕
よゆう

をもったベッド数
すう
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の確保
かくほ

やマンパワーの確保
かくほ

、地域
ちいき

での施設
しせつ

や相 談
そうだん

機関
きかん

との連 携
れんけい

などが必 要
ひつよう

。 

（２）個別
こべつ

ニーズの類型化
るいけいか

はある程度
ていど

必 要
ひつよう

だが、すべての障 害
しょうがい

特 性
とくせい

と個人
こじん

ニーズを

基準化
きじゅんか

することは不可能
ふかのう

である。そういう観 点
かんてん

から、患 者
かんじゃ

のニーズを基本
きほん

に対 応
たいおう

する「個人
こじん

の尊 厳
そんげん

」と「自立
じりつ

」を基 準
きじゅん

とした「人
ひと

が寄
よ

り添
そ

う」支援
しえん

体 系
たいけい

を構 築
こうちく

する。 

 この体 系
たいけい

は、行 政
ぎょうせい

と専門家
せんもんか

、N P O
えぬぴーおー

やボランティア、患 者 会
かんじゃかい

を含
ふく

めた協 働
きょうどう

を含
ふく

めて地域
ちいき

で実 際
じっさい

支援
しえん

が提 供
ていきょう

できるような「相 談
そうだん

支援
しえん

センター」を各地
かくち

に

大 量
たいりょう

に設置
せっち

するものにすべきである。 

（３）長 期
ちょうき

慢 性
まんせい

肝
かん

疾 患
しっかん

では、慢 性
まんせい

肝 炎
かんえん

から肝
かん

硬 変
こうへん

・肝 癌
かんがん

に進 行
しんこう

する患 者
かんじゃ

が

多
おお

くいます。その進 行
しんこう

に対
たい

する不安
ふあん

を感
かん

じる患 者
かんじゃ

・家族
かぞく

のための精 神 的
せいしんてき

な

相 談
そうだん

支援
しえん

が必 要
ひつよう

です。 

○理由
りゆう

 

 長 期
ちょうき

慢 性
まんせい

肝
かん

疾 患
しっかん

は、その病 気
びょうき

の性 質 上
せいしつじょう

、原 因
げんいん

ウイルスが排 除
はいじょ

されない場合
ばあい

に

は病 気
びょうき

の進 行
しんこう

したり、肝 発
かんはつ

がんなどを繰
く

り返
かえ

すなど病 気
びょうき

に対
たい

する不安
ふあん

や恐 怖
きょうふ

を和
やわ

らげるための相 談
そうだん

、治 療 法
ちりょうほう

の相 談
そうだん

などが必 要
ひつよう

です。 

 

【橋 本
はしもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 重 度
じゅうど

身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

の「見守
みまも

り」は絶 対
ぜったい

に必 要
ひつよう

である。 

 従 来
じゅうらい

通
とお

りの「重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

」のサービス
さ ー び す

として位置
い ち

づける。 

○理由
りゆう

 

 呼吸器
こきゅうき

装 着 者
そうちゃくしゃ

や呼 吸
こきゅう

疾 患
しっかん

のある者
しゃ

には、２４時間
じかん

の見守
みまも

りがなければ危険
きけん

である。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 パーソナル・アシスタンス・サービスに組
く

み込
こ

む。時間
じかん

をかけて、障 害
しょうがい

のある人
ひと

の希望
きぼう

や願
ねが

いに沿
そ

った支援
しえん

が必 用
ひつよう

。信 頼
しんらい

できる人
ひと

がいることで、力
ちから

を発揮
はっき

できる障 害 者
しょうがいしゃ

は

多
おお

い。 

 新
あたら

しく人 的
じんてき

資源
しげん

の配置
はいち

を考
かんが

えることと、既存
きそん

の事 業 所
じぎょうしょ

サービスにおける人 的
じんてき

資源
しげん

を充 実
じゅうじつ

させて、むしろ従 来
じゅうらい

の報 酬
ほうしゅう

評 価
ひょうか

等
とう

にはなかった見守
みまも

りや安 心
あんしん

確保
かくほ

の相 談
そうだん

も
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評 価
ひょうか

対 象
たいしょう

にしていくということを検 討
けんとう

するこことも必 要
ひつよう

。 

○理由
りゆう

 

 障 害
しょうがい

のある人
ひと

にとっての社 会
しゃかい

参加
さんか

やエンパワメントやセルフエスティ―ムの向 上
こうじょう

等
とう

により自立
じりつ

促 進
そくしん

が図
はか

られるためには、時間
じかん

や体 験
たいけん

（機会
きかい

）が重 要
じゅうよう

であり、その支援
しえん

において、見守
みまも

りや安 心
あんしん

確保
かくほ

が有 用
ゆうよう

であることの認 識
にんしき

を種 々
しゅじゅ

の支援
しえん

事 業
じぎょう

において

認
みと

めてほしい。 

 

【広田
ひろた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

福祉
ふくし

 

○理由
りゆう

 

 関 東
かんとう

大 震 災
だいしんさい

があすきても安 心
あんしん

してくらせるような地域作
ちいきづく

りが早 急
さっきゅう

に望
のぞ

まれる 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害
しょうがい

範囲
はんい

の広
ひろ

がりに従
したが

って、 障 害
しょうがい

特 性
とくせい

についての研 修
けんしゅう

や実 践
じっせん

などを経
へ

て、

人 的
じんてき

サポート
さ ぽ ー と

体 制
たいせい

を 強
きょう

化
か

していくことは緊 急
きんきゅう

の課題
かだい

であり、制度
せいど

の確 立
かくりつ

を図
はか

るべ

きである。 

○理由
りゆう

 

 この分野
ぶんや

の体 制
たいせい

の欠 如
けつじょ

が、社 会
しゃかい

問題化
もんだいか

しているため。 

 

【藤井
ふじい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害
しょうがい

特 性
とくせい

ゆえに必 要
ひつよう

とされる見守
みまも

り等
とう

については、社 会 的
しゃかいてき

活 動
かつどう

に参加
さんか

するうえ

で不可欠
ふかけつ

であり、外 出
がいしゅつ

時
じ

の移動
いどう

や身 体
しんたい

介護
かいご

・援 助
えんじょ

などと同 等
どうとう

のサービスとして位置
い ち

づ

けるべきである。 

○理由
りゆう

 

 外 出
がいしゅつ

時
じ

の移動
いどう

や身 体
しんたい

介護
かいご

・援 助
えんじょ

だけでは、障 害
しょうがい

特 性
とくせい

によっては社 会
しゃかい

活 動
かつどう

等
とう

に

参加
さんか

できず、安 心
あんしん

・安 全
あんぜん

を確保
かくほ

するための人 的
じんてき

サポートが欠
か

かせないため。 
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【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 重 要
じゅうよう

な人 権
じんけん

支援
しえん

であることが明記
めいき

される法規
ほうき

に。 

○理由
りゆう

 

 夜間
やかん

の褥
じゅく

瘡
そう

防止
ぼうし

のための体位
たいい

交換
こうかん

、水分
すいぶん

補給
ほきゅう

、排尿
はいにょう

カテーテルの確認
かくにん

その他
た

の見守り
みまも

、話し相手
はなしあいて

になり安心
あんしん

させる支援
しえん

、安全
あんぜん

確保
かくほ

のための支援
しえん

など、見守り
みまも

介護
かいご

は

重要
じゅうよう

であるが、福祉
ふくし

行政
ぎょうせい

は支出
ししゅつ

の抑制
よくせい

のためにそれをなかなか認めない
みと

現実
げんじつ

が

ある。 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 障 害
しょうがい

のある人
ひと

のニーズ
に ー ず

に即した
そくした

生 活
せいかつ

支援
しえん

が必 要
ひつよう

．自 ら
みずから

の意思
い し

を 表 明
ひょうめい

しにくい

人
ひと

たちに対して
たいして

も，時間
じかん

をかけて 障 害
しょうがい

のある人
ひと

の希望
きぼう

や願い
ねがい

に沿った
そ っ た

支援
しえん

が必 要
ひつよう

．

信 頼
しんらい

できる人
ひと

がそばにいるだけで，安 心
あんしん

して自分
じぶん

の 力
ちから

を発揮
はっき

できる人
ひと

は多い
おおい

． 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 社
しや

会
かい

的
てき

トラブルを繰
く

り返
かえ

す人
ひと

、二
に

次
じ

障
しよう

害
がい

としての精
せい

神
しん

障
しよう

害
がい

を合
がつ

併
ぺい

した人
ひと

、

家
か

族
ぞく

からの 虐
ぎやく

待
たい

を受
う

けた人
ひと

が主
おも

な対
たい

象
しよう

として 考
かんが

えられ、日
にち

常
じよう

生
せい

活
かつ

場
ば

面
めん

にお

ける精
せい

神
しん

的
てき

支
し

援
えん

と問
もん

題
だい

解
かい

決
けつ

支
し

援
えん

が、社
しや

会
かい

生
せい

活
かつ

に向
む

けての「関
かん

係
けい

支
し

援
えん

」として位
い

置
ち

づける必
ひつ

要
よう

があり、カウンセリングやソーシャルワークなどの専
せん

門
もん

的
てき

援
えん

助
じよ

技
ぎ

術
じゆつ

が

求
もと

められる。 

○理
り

由
ゆう

 

 こうした人
ひと

たちは、家
か

族
ぞく

による支
し

援
えん

や地
ち

域
いき

における支
し

援
えん

が希
き

薄
はく

な 状
じよう

態
たい

にあり、社
しや

会
かい

的
まと

孤
こ

立
りつ

の中
なか

で、社
しや

会
かい

関
かん

係
けい

性
せい

が 失
うしな

われ、精
せい

神
しん

的
てき

に強
つよ

いダメージを受
う

けている人
ひと

であり、医
い

学
がく

モデル的
まと

な 障
しよう

害
がい

認
にん

定
てい

の仕
し

組
く

みでは、福
ふく

祉
し

的
てき

、医
い

療
りよう

的
てき

支
し

援
えん

の必
ひつ

要
よう

性
せい

から遠
とお

ざかってしまう。社
しや

会
かい

モデルとしての新
あら

たな視
し

点
てん

からの支
し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

である。 
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【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の 充 実
じゅうじつ

とともに、ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

（行 動
こうどう

援護
えんご

等
とう

）の支援
しえん

や内 容
ないよう

の

在り方
あ  かた

の議論
ぎろん

とあわせて 公 的
こうてき

な仕組み
し く み

としてどのように位置付ける
い ち づ   

のか、また、

インフォーマル
い ん ふ ぉ ー ま る

な支援
しえん

（ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

等
とう

）との連 携
れんけい

を促 進
そくしん

する仕組み
し く  

をどのように

考 え る
かんが    

のかについて検 討
けんとう

を要 す
よう  

る。 

○理由
りゆう

 

 日 常 的
にちじょうてき

な相 談
そうだん

や見守り
みまも  

については、公 的
こうてき

制度
せいど

のみでどこまで対 応
たいおう

可能
かのう

であるの

か一 定
いってい

明確化
めいかくか

するとともに、足りない
た    

部分
ぶぶん

をインフォーマル
い ん ふ ぉ ー ま る

な支援
しえん

を含 め
ふく  

、地域
ちいき

ベース
べ ー す

で築いて
きず   

いく必 要
ひつよう

があると考 え る
かんが   

ため。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 強 度
きょうど

発 達
はったつ

障 害
しょうがい

が、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

に対
たい

する社 会
しゃかい

の無理解
なりかい

や 障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

、家族
かぞく

の理解
りかい

不足
ふそく

に基
もと

づく二次
に じ

障 害
しょうがい

によってもたらされてという指摘
してき

もある。そのような

二次
に じ

障 害
しょうがい

を防
ふせ

ぐためにも安 心
あんしん

して社 会
しゃかい

とかかわるための支援
しえん

システム
し す て む

、すなわち、

見守
みまも

りや安 心
あんしん

確保
かくほ

のための 相 談
そうだん

などという人 的
じんてき

サポート
さ ぽ ー と

をしっかりと位置
い ち

づける

必 要
ひつよう

がある。加
くわ

えて、一 般
いっぱん

市民
しみん

による 障 害
しょうがい

理解
りかい

の促 進
そくしん

のための仕組
し く

みの 充 実
じゅうじつ

を

図
はか

ることなどが求
もと

められる。 

○理由 

 障 害
しょうがい

特 性
とくせい

によっては、社 会
しゃかい

活 動
かつどう

等
など

に参加
さんか

するためにも、安 心
あんしん

と安 全
あんぜん

を確保
かくほ

す

るための人 的
じんてき

サポート
さ ぽ ー と

が必 要
ひつよう

であり、その支援
しえん

を 提 供
ていきょう

できる 柔 軟
じゅうなん

なシステム
し す て む

が求
もと

められる。 

 

【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 待機
たいき

という介 助
かいじょ

の必 要 性
ひつようせい

を認
みと

め、24時間
じかん

365 日
にち

オンコール
お ん こ ー る

で 対 応
たいおう

できる介 助
かいじょ

システム
し す て む

と駆
か

け込
こ

める場所
ばしょ

としてのショートステイ
し ょ ー と す て い

が必 要
ひつよう

 

 駆
か

けつけてくれる介 助
かいじょ

としてじっと待機
たいき

見守
みまも

りしてくれることが必 要
ひつよう

 

 ショートステイ
し ょ ー と す て い

はあくまで医 療
いりょう

とは無関係
むかんけい

な場
ば

でなければならず、強 制
きょうせい

医 療
いりょう

に結
むす



39 

 

びつける場
ば

であってはならない 

 欧 米
おうべい

では当事者
とうじしゃ

運 営
うんえい

による危機
き き

センタ
せ ん た

ーがあり、これを実 験
じっけん

プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

として

試行
しこう

すべき 

○理由
りゆう

 

 社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

を新
あら

たに作
つく

らないため、さらに社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

からの地域
ちいき

移行
いこう

には

上 記
じょうき

は必須
ひっす

である 

 白衣
はくい

や医 療
いりょう

のにおいがするところには精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

は恐
おそ

ろしくて近
ちか

づけない 
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論 点
ろんてん

D
でぃー

-2-4) 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が必 要
ひつよう

な 障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

でのサポート
さ ぽ ー と

体 制
たいせい

を確 立
かくりつ

する

ためにはどういう課題
かだい

があるか？ また、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を継 続
けいぞく

しながら必 要
ひつよう

に応
おう

じて利用
りよう

できるショートステイ
し ょ ー と す て い

等
とう

の機能
きのう

を望
のぞ

む声
こえ

があるが、確保
かくほ

していくためにどのような課題
かだい

があるか？  

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

、特
とく

に重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害
しょうがい

(児
じ

)者
しゃ

、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

、肢体
したい

不自由
ふじゆう

(児
じ

)・者
しゃ

等
とう

に

ついては、医 療
いりょう

との連 携
れんけい

は不可欠
ふかけつ

であり、そのあり方
かた

について議論
ぎろん

するとともに、

障 害 者
しょうがいしゃ

を専 門
せんもん

とする医 療
いりょう

を確 立
かくりつ

していく必 要
ひつよう

がある。 

そのためには、障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する支援
しえん

ノウハウ
の う は う

を持
も

った医 療
いりょう

専 門
せんもん

職
しょく

を養 成
ようせい

するとと

もに、雇用
こよう

を継 続
けいぞく

できる体 制
たいせい

整備
せいび

（十 分
じゅうぶん

な報 酬
ほうしゅう

・キャリアアップ
き ゃ り あ あ っ ぷ

の研 修
けんしゅう

等
とう

）を構 築
こうちく

するとともに、その行為者
こういしゃ

の範囲
はんい

を介 助 者
かいじょしゃ

等
とう

にも広
ひろ

げていく必 要
ひつよう

がある。 

重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が 必 要
ひつよう

な 障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

で 生 活
せいかつ

できるよう、

医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が可能
かのう

な日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

の場
ば

・ショートステイ
し ょ ー と す て い

に加
くわ

え、訪 問
ほうもん

看護
かんご

等
とう

の充 実
じゅうじつ

が

必 要
ひつよう

である。 

 また、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が医 療 型
いりょうがた

や福祉型
ふくしがた

のショートステイ
し ょ ー と す て い

において積 極 的
せっきょくてき

に参 入
さんにゅう

できる

よう、報 酬
ほうしゅう

改 定
かいてい

や医 療
いりょう

連 携
れんけい

体 制
たいせい

加算
かさん

の増 額
ぞうがく

などの措置
そ ち

を講
こう

じる必 要
ひつよう

があるとと

もに、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

･ケアホーム
け あ ほ ー む

における 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の必 要 性
ひつようせい

について 検 討
けんとう

が

必 要
ひつよう

である。 

 なお、これらの支援
しえん

を充 実
じゅうじつ

するためには、看護師
かんごし

等
とう

医 療
いりょう

専 門
せんもん

職
しょく

の確保
かくほ

が不可欠
ふかけつ

で

ある。 

○理由
りゆう

 

 重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が必 要
ひつよう

な障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

生 活
せいかつ

を継 続
けいぞく

するため

に必 要
ひつよう

となる日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

の場
ば

やショートステイ
し ょ ー と す て い

等
とう

のサービス
さ ー び す

を充 実
じゅうじつ

するためには、

障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する支援
しえん

ノウハウ
の う は う

を持
も

った看護師
かんごし

等
とう

の医 療
いりょう

専 門
せんもん

職
しょく

の確保
かくほ

が課題
かだい

である。

（障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する支援
しえん

ノウハウ
の う は う

をもった医 療
いりょう

専 門
せんもん

職
しょく

の確保
かくほ

は入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

においても

課題
かだい

となっている。）   

 施設
しせつ

での介護
かいご

職 員
しょくいん

による医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

は認
みと

められておらず、またヘルパ
へ る ぱ

ーによる

医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の実施
じっし

には制 約
せいやく

が多
おお

いことから、受
う

け入
い

れが十 分
じゅうぶん

行
おこな

われていない。 
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 また、サービス
さ ー び す

報 酬
ほうしゅう

額
がく

が低
ひく

いため、医 療
いりょう

機関
きかん

や福祉型
ふくしがた

で医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を提 供
ていきょう

でき

るショートステイ
し ょ ー と す て い

の整備
せいび

が進
すす

まない状 況
じょうきょう

にある。グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

は、居 住
きょじゅう

の場
ば

であり、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の提 供
ていきょう

は想 定
そうてい

されていないが、地域
ちいき

生 活
せいかつ

継 続
けいぞく

のためには、

医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の提 供
ていきょう

を考
かんが

えていく必 要
ひつよう

がある 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 精 神
せいしん

障 害
しょうがい

や 難 病 者
なんびょうしゃ

のように疾 病
しっぺい

と生 活
せいかつ

障 害
しょうがい

を併せ持つ
あわせもつ

支援
しえん

対 象 者
たいしょうしゃ

へ

の対 応
たいおう

については、医 療
いりょう

と福祉
ふくし

を 共 存
きょうぞん

させた（ケア
け あ

とサポート
さ ぽ ー と

の統 合
とうごう

モデル
も で る

）支援
しえん

事 業
じぎょう

（ 入 居
にゅうきょ

／通 所
つうじょ

／訪 問
ほうもん

）の開 発
かいはつ

が 重 要
じゅうよう

である。医 療
いりょう

スタッフ
す た っ ふ

の地域
ちいき

移行
いこう

が

必 要
ひつよう

である。また 緊 急
きんきゅう

時
じ

のショートステイ
し ょ ー と す て い

の必 要 性
ひつようせい

大
だい

だが、①
１

人 材
じんざい

の確保
かくほ

（医師
い し

（ 救 急
きゅうきゅう

）等
など

) ②
２

場
ば

の確保
かくほ

 ③
３

個々
こ こ

の 緊 急
きんきゅう

時
じ

対 応
たいおう

についての事前
じぜん

ケア
け あ

会議
かいぎ

の開 催
かいさい

など 対 応
たいおう

がはかれる仕組み
し く み

の 導 入
どうにゅう

が必 要
ひつよう

である。 

○理由 

 医 療
いりょう

と福祉
ふくし

という支援
しえん

要素
ようそ

別
べつ

対 応
たいおう

のみならず、 対 象 者
たいしょうしゃ

の 実 情
じつじょう

から、統 合
とうごう

モデル
も で る

の 導 入
どうにゅう

も必 要
ひつよう

である。不穏
ふおん

な 状 態
じょうたい

ながら 入 院
にゅういん

の必 要
ひつよう

はないレベル
れ べ る

の

ショートステイ
し ょ ー と す て い

対 応
たいおう

は、危機
き き

事態
じたい

を早期
そうき

解 消
かいしょう

していくために有 用
ゆうよう

な仕組み
し く み

である。

支援
しえん

構図
こうず

として、「介護
かいご

以 上
いじょう

入 院
にゅういん

未満
みまん

の在 宅
ざいたく

ケア
け あ

」の必 要 性
ひつようせい

を感じる
かんじる

。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

地域
ちいき

でのサポート体 制
たいせい

の確 立
かくりつ

 

 在 宅
ざいたく

で医 療 的
いりょうてき

ケアを保護者
ほごしゃ

（親
おや

）以外
いがい

の非医療
ひいりょう

職
しょく

が行
おこな

うことができる法
ほう

整備
せいび

と

地域
ちいき

医 療
いりょう

機関
きかん

（医院
いいん

）との連 携
れんけい

（訪 問
ほうもん

医 療
いりょう

）が必 要
ひつよう

。 

 そのためには、医 療 的
いりょうてき

ケアの法 的
ほうてき

・技 術 的
ぎじゅつてき

課題
かだい

を整理
せいり

することや、医 療
いりょう

職
しょく

以外
いがい

が

行
おこな

うとするならば、その技 術
ぎじゅつ

の確保
かくほ

をどうするか（認 定
にんてい

介護士
かいごし

など制度
せいど

を創 設
そうせつ

し、

研 修
けんしゅう

を強
つよし

化
か

したうえで単価
たんか

の上乗
うわの

せを図
はか

る等
とう

。）の考 察
こうさつ

をすべきである。 

ショートステイ等
とう

の機能
きのう

を確保
かくほ

するための課題
かだい

 

 ショートステイの施設
しせつ

は、既存
きそん

の施設
しせつ

に併 設
へいせつ

しているのがほとんどなため、ショート

ステイの施設
しせつ

運営費
うんえいひ

を厚
あつ

くする。 
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 現 状
げんじょう

の医 療
いりょう

配備
はいび

では、生 活
せいかつ

介護
かいご

施設
しせつ

でも医 療 的
いりょうてき

ケアを必 要
ひつよう

とする方
かた

の利用
りよう

は

不可能
ふかのう

。 

 

○理由
りゆう

 

 障 害 児 者
しょうがいじしゃ

、特
とく

に医 療 的
いりょうてき

ケアが必 要
ひつよう

な重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

を支
ささ

えるために

サポート体 制
たいせい

の構 築
こうちく

とショートステイ機能
きのう

充 実
じゅうじつ

は不可欠
ふかけつ

。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 精 神
せいしん

疾 患
しっかん

、てんかん、心 臓 病
しんぞうびょう

(ダウン症
だうんしょう

)などを併 発
へいはつ

している障 害
しょうがい

のある人
ひと

への

サポート
さ ぽ ー と

体 制
たいせい

は、地域
ちいき

福祉
ふくし

、地域
ちいき

医 療
いりょう

との連 携
れんけい

で実 現
じつげん

することが望
のぞ

ましいと考
かんが

える。

必 要
ひつよう

な医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を 24時間
じかん

365日
にち

受
う

けることのできるサポート
さ ぽ ー と

体 制
たいせい

が必 要
ひつよう

である。

発 達
はったつ

障 害
しょうがい

に関
かか

わる部分
ぶぶん

では、D-1-4、D-2-1 で求
もと

めたシステム
し す て む

に、医 療
いりょう

との連 携
れんけい

を

是非
ぜ ひ

とも盛
も

り込
こ

むべきと考
かんが

える。医 療 型
いりょうかた

のショートステイ
し ょ ー と す て い

を拡 充
かくじゅう

する、あるいは、

訪 問
ほうもん

看護
かんご

制度
せいど

の拡 充
かくじゅう

などの検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 D-1-4、D-2-1 に同じ
おなじ

。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害
しょうがい

の重
おも

さやそのニーズにかかわらず地域
ちいき

で暮
く

らすことができるようなサポート

体 制
たいせい

が確 立
かくりつ

されることを望
のぞ

みたいが、重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害
しょうがい

など医 療 的
いりょうてき

ケアが必 要
ひつよう

な

人
ひと

たちについては、重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児
しょうがいじ

（者
しゃ

）通 園
つうえん

事 業
じぎょう

の拡 充
かくじゅう

だけでなく、地域
ちいき

医 療
いりょう

の現 状
げんじょう

やその体 制
たいせい

整備
せいび

との関 連
かんれん

を含
ふく

め検 討
けんとう

していく必 要
ひつよう

があると考
かんが

える。 

 地域
ちいき

で暮
く

らす障 害 児
しょうがいじ

（者
しゃ

）ならびにその家族
かぞく

にとって、ショートステイの普 及
ふきゅう

が求
もと

められているが、通 所
つうしょ

施設
しせつ

との併 設 型
へいせつがた

や単 独 型
たんどくがた

をさらに普 及
ふきゅう

していく必 要
ひつよう

がある

と考
かんが

える。また、重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害
しょうがい

などに対 応
たいおう

できる医 療 的
いりょうてき

ケアを具備
ぐ び

したものを

今後
こんご

拡 充
かくじゅう

していくとともに、医 療 的
いりょうてき

ケアを行
おこな

う場合
ばあい

の資格
しかく

要 件
ようけん

についても併
あわ

せて緩
かん

和
わ

する必 要
ひつよう

があると考
かんが

える。 
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【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

でのサポート体 制
たいせい

を確立
かくりつ

するためには、すでに１

番
ばん

実績
じっせき

のある方法
ほうほう

である、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

で 1回
かい

８時間
じかん

（1日
にち

1～3交代
こうたい

）のサービスを使
つか

い、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

ヘルパーが医療的
いりょうてき

ケアを適切
てきせつ

に行
おこな

える OJT の可能
かのう

な環境
かんきょう

を作
つく

ること

が必要
ひつよう

。家族
かぞく

同居
どうきょ

であっても重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

の支給
しきゅう

決定
けってい

を適
てき

切
せつ

に決定
けってい

する環境
かんきょう

が重要
じゅうよう

。

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

研修
けんしゅう

の全都道府県
ぜんとどうふけん

での実施
じっし

も重要
じゅうよう

。 

○理由
りゆう

 

 居宅
きょたく

介護
かいご

のような短時間細
たんじかんこま

切
ぎ

れではヘルパーの技術
ぎじゅつ

が向上
こうじょう

しない。最重度
さいじゅうど

の障害者
しょうがいしゃ

に

は重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

で長時間
ちょうじかん

滞在型
たいざいがた

で同
おな

じヘルパーが長
なが

く入
はい

ることでＯＪＴで技術力
ぎじゅつりょく

が

上
あ

がっていく方法
ほうほう

が最
もっと

も合
あ

っている。この方法
ほうほう

は社会
しゃかい

資源
しげん

がほとんどない過疎地
か そ ち

などで

も成功
せいこう

している方法
ほうほう

。1日
にち

8時間
じかん

勤務
きんむ

のため過疎地
か そ ち

の事業所
じぎょうしょ

からさらに 2時間
じかん

田舎
いなか

の

利用者
りようしゃ

に派遣
はけん

することも可能
かのう

で、障害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

のＮＰＯではそのような支援
しえん

を行
おこな

って

いる。 

 

○結論
けつろん

 

 重度
じゅうど

の場合
ばあい

で、家族
かぞく

と同居
どうきょ

の場合
ばあい

は、ショートステイでなく、障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

等
とう

が民 間
みんかん

2DK

アパート等
とう

を借
か

り上
あ

げた自立
じりつ

体験室
たいけんしつ

に慣
な

れたヘルパーと数泊
すうはく

する、ヘルパー制度
せいど

を使
つか

っ

た方法
ほうほう

もある。自宅
じた く

以外
いがい

のこのような場
ば

を第
だい

２の自宅
じた く

と取扱
とりあつか

うヘルパー制度
せいど

設計
せっけい

が

必要
ひつよう

。 

○理由
りゆう

 

 ＡＬＳなど重度
じゅうど

の場合
ばあい

で、家
いえ

が狭
せま

く、家族
かぞく

と同居
どうきょ

の場合
ばあい

は、ショートステイでなく、自立
じりつ

体験室
たいけんしつ

に、ＡＬＳに慣
な

れたヘルパーと数泊
すうはく

する、ヘルパー制度
せいど

を使
つか

った方法
ほうほう

も全国的
ぜんこくてき

に

行
おこな

われているが、現状
げんじょう

は介護
かいご

費用
ひよう

が全額
ぜんがく

自己
じ こ

負担
ふたん

。それでも、慣
な

れない介護
かいご

を受
う

けざる

えないショートステイでは、適切
てきせつ

な介護
かいご

が受
う

けられない上
うえ

、呼吸器
こきゅうき

が外
はず

れる事故
じ こ

などの

危険
きけん

がある。いつも使
つか

っている重度
じゅうど

訪問
ほうもん

ヘルパーを使
つか

うのが１番
ばん

安 全
あんぜん

で良
よ

い介護
かいご

を受
う

けられる。 

 障害児
しょうがいじ

は重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

を使
つか

えないので、家族
かぞく

が極端
きょくたん

に疲
つか

れており、重心
じゅうしん

の障害児
しょうがいじ

の

ショートステイがとても混
こ

んでいる。重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

を障害児
しょうがいじ

にも使
つか

えれば、ショートス

テイの費用
ひよう

も浮
う

く。障害児
しょうがいじ

も慣
な

れたヘルパーなら安心
あんしん

して介護
かいご

を受
う

けることができる。 
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○結論
けつろん

 

・必要
ひつよう

に応
おう

じて地域
ちいき

での開業医
かいぎょうい

、訪問
ほうもん

看護
かんご

ステーションなどとの連 携
れんけい

 

・医療的
いりょうてき

ケアの介護
かいご

職
しょく

への緩和
かんわ

 

・遷 延 性
せんえんせい

意識
いしき

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

については医療
いりょう

機関
きかん

だけでなく、福祉
ふくし

機関
きかん

やケアホームなどでも

支
ささ

えられる仕組
し く

みを作
つく

る 

 

【小澤
おざわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

・介護
かいご

福祉
ふくし

専 門
せんもん

職
しょく

のできる医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の範囲
はんい

の設 定
せってい

と、地域
ちいき

の診 療 所
しんりょうじょ

、訪 問
ほうもん

看護
かんご

ステーション
す て ー し ょ ん

の医 療
いりょう

・看護
かんご

支援
しえん

のあるショートステイ
し ょ ー と す て い

の整備
せいび

。 

○理由
りゆう

 

・医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

には、医 療
いりょう

制度
せいど

の壁
かべ

、社 会
しゃかい

資源
しげん

の壁
かべ

、の２つがあり、これを、克 服
こくふく

す

るためには、既存
きそん

の資
し

源
げん

できるところは、できるようにすることが重 要
じゅうよう

。 

 

【小野
お の

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 施設
しせつ

・地域
ちいき

生 活
せいかつ

における医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を制度
せいど

として位置付
い ち づ

け、国庫
こっこ

負担
ふたん

金
きん

によって支
ささ

えるべきである。 

○理由
りゆう

 

 他
ほか

のものとの平 等
びょうどう

の観 点
かんてん

から、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の必 要
ひつよう

な人
ひと

であっても地域
ちいき

生 活
せいかつ

が

可能
かのう

となるようにすべきだから。地域
ちいき

生 活
せいかつ

をしている医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を必 要
ひつよう

とする人
ひと

た

ちの現 状
げんじょう

は、家族
かぞく

介 助
かいじょ

の依存
いぞん

と負担
ふたん

がきわめて大
おお

きい。それが不可能
ふかのう

になると、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

しか選択肢
せんたくし

がない。たとえば特 別
とくべつ

支援
しえん

学 校
がっこう

では、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

に特 別
とくべつ

の体 制
たいせい

と

支援
しえん

が公 的
こうてき

制度
せいど

として確 立
かくりつ

してきている。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 継 続
けいぞく

支援
しえん

を行
おこな

う相 談
そうだん

支援者
しえんしゃ

の存 在
そんざい

は大
おお

きいと考
かんが

えています。通 院
つういん

服 薬
ふくやく

の支援
しえん

や医 療
いりょう

との連 携
れんけい

による支援
しえん

が地域
ちいき

に必 要
ひつよう

で、保健師
ほけんし

や訪 問
ほうもん

看護師
かんごし

などとの連 携
れんけい

支援
しえん
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が再 発
さいはつ

を予報
よほう

する結果
けっか

となってきました。最 近
さいきん

は重 症
じゅうしょう

の精 神 病
せいしんびょう

の方
かた

にＡＣＴの支援
しえん

は経 験 的
けいけんてき

に有 効
ゆうこう

です。 

 脱施設化後
だつしせつかご

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

のひとつとして、重 症
じゅうしょう

な精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

対 象
たいしょう

の ACT が必 要
ひつよう

です。ショートステイ
し ょ ー と す て い

も重 要
じゅうよう

です。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

に特 定
とくてい

人 口
じんこう

規模
き ぼ

に地域
ちいき

障 害 者
しょうがいしゃ

生 活
せいかつ

医 療
いりょう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーを設置
せっち

し、地域
ちいき

の医 療
いりょう

を必 要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

するゲートキープ
げ ー と き ー ぷ

機関
きかん

とプログラム
ぷ ろ ぐ ら む

管理
かんり

・開 発
かいはつ

などの拠 点
きょてん

を作
つく

るべきです。治 療
ちりょう

は民 間
みんかん

医 療
いりょう

機関
きかん

が中 心
ちゅうしん

ですが、ここはマネジメント
ま ね じ め ん と

機能
きのう

のた

めの機関
きかん

としてあるべきです。体 制
たいせい

によっては一部
いちぶ

入 院
にゅういん

・ショートステイ
し ょ ー と す て い

などを設
もう

け

るべきです。ACTチーム
ち ー む

を含
ふく

めていてもよろしいかと思
おも

います。現 実 的
げんじつてき

には嘱 託
しょくたく

専 門
せんもん

職
しょく

(医師
い し

・看護師
かんごし

・PT・OT など)と相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

(マネジャ
ま ね じ ゃ

ー)と事務
じ む

職 員
しょくいん

で編 成
へんせい

し

ます。精神科
せいしんか

だけではなく難 病
なんびょう

の方
かた

の支援
しえん

にも、他
ほか

の医 療
いりょう

を必 要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

に

も必 要
ひつよう

と考
かんが

えています。 

 精 神
せいしん

障 害
しょうがい

・特 定
とくてい

疾 患
しっかん

・重 度
じゅうど

障 害
しょうがい

などなどは全
すべ

て登 録
とうろく

し、医 療
いりょう

を必 要
ひつよう

とする

生 活
せいかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーとしてそれぞれが利用
りよう

している医 療
いりょう

機関
きかん

との連 携
れんけい

を行
おこな

いながら

支援
しえん

活 動
かつどう

を行
おこな

います。 

 

【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 疾 病
しっぺい

への継 続
けいぞく

した医 療
いりょう

の 提 供
ていきょう

と、持 病
じびょう

・身 体
しんたい

合 併 症
がっぺいしょう

治 療
ちりょう

を受
う

けられるよう

にするための人 的
じんてき

、経 済 的
けいざいてき

援 助
えんじょ

の体 制
たいせい

整備
せいび

。 

○理由
りゆう

 

 障 害
しょうがい

のみでなく疾 病
しっぺい

を併
あわ

せ持
も

つ精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

では、継 続
けいぞく

した医 療
いりょう

・治 療
ちりょう

が

必 要
ひつよう

であり、また、高齢化
こうれいか

に伴
ともな

う諸 々
もろもろ

の身 体
しんたい

疾 患
しっかん

等
とう

を合 併
がっぺい

することが尐
すく

なくな

いため。 

 

【川 崎
かわさき

（洋
よう

）委員
いいん

】 

○結論 

 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

については、在 宅
ざいたく

で受けられる
う け ら れ る

訪 問
ほうもん

医 療
いりょう

の整備
せいび

がぜひとも必 要
ひつよう

であ

る。また生 活
せいかつ

に疲れた
つかれた

時
とき

など、休 養
きゅうよう

のために利用
りよう

できるショートステイ
し ょ ー と す て い

できる場所
ばしょ

の
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確保
かくほ

が必 要
ひつよう

である。 

○理由 

 精神障
せいしん

がい者
しゃ

等
とう

において、具合
ぐあい

が悪く
わるく

なったときに受 診
じゅしん

に行く
い く

ことも困 難
こんなん

になる時
とき

がある。訪 問 型
ほうもんがた

の医 療
いりょう

の整備
せいび

は絶 対
ぜったい

に必 要
ひつよう

である。また生 活
せいかつ

の中
なか

で疲労
ひろう

を感じた
かんじた

時
とき

、食 事
しょくじ

や片づけ
かたづけ

など気
き

にかけずにすむ、一 定
いってい

期間
きかん

の 休 養
きゅうよう

が必 要
ひつよう

になる。 

 

【北 浦
きたうら

委員
いいん

】 

○結論 

 医 療 的
いりょうてき

ケアを必 要
ひつよう

とする 障 害 者
しょうがいしゃ

が、地域
ちいき

で生 活
せいかつ

するためには、医師
い し

（医 療
いりょう

機関
きかん

）、

訪 問
ほうもん

看護師
かんごし

、ホームヘルパーによる医 療 的
いりょうてき

ケア支援
しえん

体 制
たいせい

と介護
かいご

支援
しえん

の連 携
れんけい

体 制
たいせい

が

整備
せいび

されなければならない。併 せ て
あわ    

、短期
たんき

入 所
にゅうしょ

、 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

の通 所
つうしょ

支援
しえん

が組
く

み合
あ

わされなければならない。また、ホームヘルパーには、たんの 吸 引
きゅういん

などの医 療 的
いりょうてき

ケア

の実施
じっし

が容 認
ようにん

される必 要
ひつよう

がある。 

 短期
たんき

入 所
にゅうしょ

は、一 定
いってい

のベット数
     すう

を確保
かくほ

するため、医 療
いりょう

機関
きかん

に施設
しせつ

整備
せいび

の助 成
じょせい

や、

超 重 症 児 者
ちょうじゅうしょうじしゃ

など濃 厚
のうこう

な医 療 的
いりょうてき

ケアを必 要
ひつよう

とする者
もの

の受
う

け入
い

れに対し、報 酬
ほうしゅう

額
がく

で優 遇
ゆうぐう

を図
はか

るなどインセンティヴが 働
はたら

くようにすること、及 び
およ  

通 所
つうしょ

事 業
じぎょう

の

法定化
ほうていか

が必 要
ひつよう

である。 

○理由 

 在 宅
ざいたく

での医 療 的
いりょうてき

ケアの実施
じっし

支援
しえん

体 制
たいせい

が不 十 分
ふじゅうぶん

であるために、在 宅
ざいたく

重 症 児 者
じゅうしょうじしゃ

は、家族
かぞく

（特
とく

に母 親
ははおや

）が２４時間
  じかん

介護
かいご

で疲労
ひろう

困 憊
こんぱい

している。短期
たんき

入 所
にゅうしょ

及 び
およ  

日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

の 通 所
つうしょ

支援
しえん

の場所
ばしょ

も整備
せいび

が進んで
すす   

いないため、利用
りよう

したくても利用
りよう

できない

状 態
じょうたい

にある。 

 

【君 塚
きみづか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 どこまで医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

をおこなえるか、介護
かいご

職
しょく

の痰
たん

の吸 引
きゅういん

等
とう

の検 討
けんとう

を踏
ふ

まえて、

海 外
かいがい

での対 応
たいおう

を参 考
さんこう

にして、さらに拡 大
かくだい

してゆく。 

 また、障 害 者
しょうがいしゃ

を含
ふく

めた家族
かぞく

が通 常
つうじょう

利用
りよう

する一 般
いっぱん

病 院
びょういん

や診 療 所
しんりょうじょ

に，受
う

け入
い

れ機能
きのう

を持
も

たせる体 制
たいせい

を長 期
ちょうき

計 画
けいかく

で構 築
こうちく

する． 

普段
ふだん

から外 来
がいらい

等
とう

で通
かよ

っている施設
しせつ

以外
いがい

では、急
きゅう

なショートステイ
し ょ ー と す て い

の依頼
いらい

がしにくい 



47 

 

 成 人
せいじん

施設
しせつ

でのショートステイ
し ょ ー と す て い

が使
つか

えない 

 一 般
いっぱん

医 療
いりょう

機関
きかん

での障 害
しょうがい

のある方
かた

の特 性
とくせい

の理解
りかい

のために情 報
じょうほう

伝 達
でんたつ

手 段
しゅだん

を確 立
かくりつ

する。 

 在 宅
ざいたく

酸素
さんそ

療 法
りょうほう

を受
う

けている患 者
かんじゃ

のショートステイ
し ょ ー と す て い

時
じ

の酸素
さんそ

療 法
りょうほう

に関
かん

する報 酬
ほうしゅう

を

別途
べっと

支払
しはら

う 

 肢体
したい

不自由児
ふじゆうじ

施設
しせつ

、重 心
じゅうしん

施設
しせつ

などの医 療 型
いりょうかた

と連 携
れんけい

を取
と

りつつ、開 業 医
かいぎょうい

、病 院
びょういん

で

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

の 受
う

け 入
い

れ を 促 進
そくしん

す る 施策
しさく

を 導 入
どうにゅう

す る 。 医 療
いりょう

関 係 者
かんけいしゃ

養 成
ようせい

カリキュラム
か り き ゅ ら む

・研 修
けんしゅう

に障 害
しょうがい

に関
かん

するものを必須
ひっす

とする。 

 肢体
したい

不自由児
ふじゆうじ

施設
しせつ

におけるわれわれの短期
たんき

入 所
にゅうしょ

の実 態
じったい

について、別途
べっと

資 料
しりょう

を参 照
さんしょう

されたい。 

○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

を特 別 枠
とくべつわく

でまとめて対 応
たいおう

することは，行 政 的
ぎょうせいてき

には効 率 的
こうりつてき

であっても，

利用者側
りようしゃがわ

から見
み

ると利便性
りべんせい

が低
ひく

いため，家族
かぞく

単位
たんい

で対 応
たいおう

できるサービス
さ ー び す

体 制
たいせい

が必 要
ひつよう

である． 

 外 来
がいらい

などで医師
い し

が様子
ようす

を把握
はあく

している方
かた

は、ショートステイ中
し ょ ー と す て い な か

に生
しょう

じる事態
じたい

にも予想
よそう

しやすいが、通 院 歴
つういんれき

がなく様子
ようす

が把握
はあく

できていない場合
ばあい

の受 入
うけいれ

については慎 重
しんちょう

になる。

その点
てん

は、他
ほか

の知的
ちてき

障 害 児
しょうがいじ

や肢体
したい

不自由児
ふじゆうじ

のショートステイ
し ょ ー と す て い

利用
りよう

と大
おお

きく違
ちが

う。 

 成 人
せいじん

施設
しせつ

に夜間
やかん

看護師
かんごし

がいないため、ショートステイ
し ょ ー と す て い

利用
りよう

が難
むずか

しい。夜間
やかん

に看護師
かんごし

が

勤務
きんむ

する体 制
たいせい

になったとしても、元 々
もともと

が福祉
ふくし

施設
しせつ

であるため、機材的
きざいてき

にも重 症
じゅうしょう

な方
かた

の

利用
りよう

が難
むずか

しいと思
おも

われる。 

 １、 医 療 的
いりょうてき

な 問 題
もんだい

を 抱
かか

える 方
かた

の短期
たんき

入 所
にゅうしょ

は福祉
ふくし

施設
しせつ

だけではサービス量
さーびすりょう

が

絶 対 的
ぜったいてき

に不足
ふそく

している。しかし病 院
びょういん

で受
う

けるときには収 入 面
しゅうにゅうめん

、職 員
しょくいん

配置
はいち

、運 営 面
うんえいめん

で困 難
こんなん

であり、多 尐
たしょう

の補助
ほじょ

金
きん

では広
ひろ

がりを期待
きたい

できない。 

 ２、在 宅
ざいたく

酸素
さんそ

療 法
りょうほう

を他院
たいん

で指示
し じ

されている方
かた

の短期
たんき

入 所
にゅうしょ

をそれとは違
ちが

う施設
しせつ

で受
う

けるとき、診 療
しんりょう

報 酬 上
ほうしゅうじょう

の規定
きてい

から、それに関
かん

する収 入
しゅうにゅう

は全
まった

くない。 

 ３、４、いつでもどこでも必 要
ひつよう

な医 療
いりょう

の恩 恵
おんけい

に浴
よく

していない障 害 児 者
しょうがいじしゃ

が多
おお

く、

それに対 応
たいおう

できる医 療
いりょう

機関
きかん

も不足
ふそく

している。医 療
いりょう

関 係 者
かんけいしゃ

の認 識
にんしき

・理解
りかい

も不足
ふそく

して

いる。 
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【倉田
くらた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 医 療 的
いりょうてき

ケアが必 要
ひつよう

でも、居 宅
きょたく

介護
かいご

、短期
たんき

入 所
にゅうしょ

、 日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事 業
じぎょう

等
など

が利用
りよう

できるよう、在 宅
ざいたく

医 療
いりょう

の範囲
はんい

である医 療 的
いりょうてき

ケアはヘルパー、介護士
かいごし

等
など

でも実施
じっし

でき

るよう 早 急
さっきゅう

に規制
きせい

を緩和
かんわ

するとともに、 就 学
しゅうがく

機会
きかい

保 障
ほしょう

の 観 点
かんてん

からも 教 師
きょうし

に

対する
たい   

規制
きせい

緩和
かんわ

が必 要
ひつよう

と考 え る
かんが   

。 

 また、医 療 的
いりょうてき

ケア対 応
たいおう

のショートステイについては、福祉圏域
ふくしけんいき

ごとに都道府県
とどうふけん

事 業
じぎょう

として整備
せいび

すべきと考 え る
かんが   

。 

○理由
りゆう

 

 医 療 的
いりょうてき

ケアの必 要
ひつよう

なかたの生 活
せいかつ

は、ヘルパーでは 直 接 的
ちょくせつてき

な支援
しえん

ができないこと

から、居 宅
きょたく

介護
かいご

、短期
たんき

入 所
にゅうしょ

、 日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事 業
じぎょう

等
など

が 全 く
まった  

利用
りよう

できず、家族
かぞく

等
など

の昼 夜
ちゅうや

のない介護
かいご

によって支えられて
さ さ     

おり、早 急
さっきゅう

に是正
ぜせい

すべき課題
かだい

である。特
とく

に、シ

ョートステイについては、市 町 村
しちょうそん

単 独
たんどく

での事 業
じぎょう

実施
じっし

は非効率
ひこうりつ

、不採算
ふさいさん

、実施
じっし

施設
しせつ

確保
かくほ

の困 難
こんなん

が避けられない
さ     

ため、都道府県
とどうふけん

事 業
じぎょう

として福祉圏域
ふくしけんいき

ごとに実施
じっし

施設
しせつ

を指定
してい

し、

利用
りよう

を 集 中
しゅうちゅう

させることで効 率 的
こうりつてき

な事 業
じぎょう

運 営
うんえい

に資する
し   

とともに、利用者
りようしゃ

ニーズに

安 定
あんてい

して応えられる
こた     

事 業
じぎょう

展 開
てんかい

を 行 う
おこな  

べきと 考 え る
かんが    

。 

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ホームヘルパ
ほ ー む へ る ぱ

ーなどの介護
かいご

職
しょく

に一 定
いってい

の研 修
けんしゅう

のもとに、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の実施
じっし

を可能
かのう

と

する規制
きせい

緩和
かんわ

を行
おこな

うとともに、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

に訪 問
ほうもん

看護
かんご

事 業
じぎょう

を創 設
そうせつ

し、手厚
てあつ

い

ケア
け あ

を可能
かのう

とする必 要
ひつよう

がある。 

 通 所
つうじょ

事 業 所
じぎょうしょ

が、単 独
たんどく

でショートステイ
し ょ ー と す て い

事 業
じぎょう

の実施
じっし

可能
かのう

とする報 酬
ほうしゅう

体 系
たいけい

が必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 たんの吸 引
きゅういん

、経 管
けいかん

栄 養
えいよう

といった医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

は、研 修
けんしゅう

等
とう

により安 全 性
あんぜんせい

を担
たん

保
ほ

す

ることにより、介護
かいご

職
しょく

の実施
じっし

を求
もと

めることにより、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の幅
はば

が広
ひろ

がる。 

 ショートステイ
し ょ ー と す て い

のニーズ
に ー ず

に応
こた

えるには、通 所
つうじょ

事 業 所
じぎょうしょ

にその機能
きのう

を付加
ふ か

することが

不可欠
ふかけつ

である。現 在
げんざい

でも近畿
きんき

地方
ちほう

を中 心
ちゅうしん

にそうした取
と

り組
く

みが行
おこな

われているが、現 行
げんこう

単 独 型
たんどくがた

の報 酬
ほうしゅう

では、拡 大
かくだい

は極
きわ

めてむずかしい。 
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【齋 藤
さいとう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の入 院
にゅういん

においては、ヘルプ活 動
かつどう

の確保
かくほ

をどう保 障
ほしょう

していくかは重 要
じゅうよう

であ

り、常 時
じょうじ

医 療
いりょう

ケアが必 要
ひつよう

な人
ひと

に対
たい

してはヘルパーのみならず、訪 問
ほうもん

医 療
いりょう

の体 制
たいせい

を

整備
せいび

しなければならない。ショートステイ機能
きのう

の充 実
じゅうじつ

のためには、レスパイトサービス

のためのにショートステイとの別 枠
べつわく

の確保
かくほ

が必 要
ひつよう

になる。 

 

【清水
しみず

委員
いいん

】 

○結論 

 地域
ちいき

の中
なか

で、医 療 的
いりょうてき

なケア
け あ

が必 要
ひつよう

な方 々
かたがた

も堂 々
どうどう

と暮らして
く

いくための地域
ちいき

医 療
いりょう

展 開
てんかい

も含めた
ふく

、地域
ちいき

生 活
せいかつ

展 開
てんかい

構 造
こうぞう

の構 築
こうちく

が必 要
ひつよう

。 重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児
しょうがいじ

施設
しせつ

の

地域
ちいき

への機能
きのう

開 放
かいほう

。 

 一人
ひとり

ひ と り の 命
いのち

に 向き合う
む   あ

濃 厚
のうこう

な 支援者
しえんしゃ

養 成
ようせい

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

と 恒 常 的
こうじょうてき

スーパーバイズ
す ー ぱ ー ば い ず

の仕組み
し  く

。そのもとでの信 頼
しんらい

関 係
かんけい

に基づく
もと

医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の実施
じっし

体 制
たいせい

。

医療支援
しえん

ネットワーク
ね っ と わ ー く

の 形 成
けいせい

、 本 人
ほんにん

の生き方
い   かた

を守る
まもる

権利
けんり

擁護
ようご

支援
しえん

体 制
たいせい

などが

重 層 的
じゅうそうてき

に構 築
こうちく

され、一人
ひとり

ひとりの主 体
しゅたい

に響き合う
ひび  あ

支援
しえん

の輪
わ

が構 築
こうちく

されることが

必 要
ひつよう

。そしてそれが常に
つね

本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

に共
とも

に立ち上がって
た   あ

いく構 造
こうぞう

構 築
こうちく

。 

○理由 

 西 宮
にしのみや

でのたいへん 障 害
しょうがい

の重い
おも

人
ひと

の生 活
せいかつ

実 態
じったい

から、実 感
じっかん

するものです。また、

横 浜
よこはま

での「
｛

将 来
しょうらい

にわたるあんしん施策
しさく

」
｝

などは、すでに実施
じっし

に向かって
む

おり、示唆
し さ

に

富む
と

もので、今後
こんご

これらの実 態
じったい

に基づき
もと

、その本質
ほんしつ

を学び
まな

、普遍化
ふへんか

を図る
はか

べきではとか

んがえます。 

 

【末 光
すえみつ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 訪 問
ほうもん

看護
かんご

の拡
かく

大
だい

、通 所
つうじょ

施設
しせつ

等
とう

における看護師
かんごし

配置
はいち

の充 実
じゅうじつ

、在 宅
ざいたく

でヘルパー
へ る ぱ ー

等
とう

が

行
おこな

える医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の内 容
ないよう

（現 在
げんざい

は吸 引
きゅういん

のみ）の拡 大
かくだい

、および、通 所
つうじょ

施設
しせつ

等
とう

で福祉
ふくし

職 員
しょくいん

が一 定
いってい

範囲
はんい

の医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

ができる体 制
たいせい

が必 要
ひつよう

である。高度
こうど

な医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の

必 要
ひつよう

な重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

に対
たい

して重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児 者 通 所
しょうがいじしゃつうじょ

施設
しせつ

が必 要
ひつよう

であ
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る。高度
こうど

なものも含
ふく

む医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

への対 応
たいおう

が可能
かのう

なショートステイ
し ょ ー と す て ぃ

機能
きのう

の拡 充
かくじゅう

、

経 済
けいざい

基盤
きばん

の整備
せいび

と、その機能
きのう

を持
も

つ入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の確保
かくほ

と機能
きのう

増 強
ぞうきょう

が必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 在 宅
ざいたく

・地域
ちいき

施設
しせつ

で増 大
ぞうだい

している医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

のニーズ
に ー ず

に対
たい

して、看護師
かんごし

によるケア
け あ

の

体 制
たいせい

の拡 充
かくじゅう

と非医療
ひいりょう

職
しょく

による医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の拡 大
かくだい

の両 面
りょうめん

を進
すす

める必 要
ひつよう

がある。

高度
こうど

な医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が必 要
ひつよう

な重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児 者
しょうがいじしゃ

へは十 分
じゅうぶん

な医 療
いりょう

スタッフ
す た っ ふ

が配置
はいち

され専 門 性
せんもんせい

のある通 所
つうじょ

施設
しせつ

が必 要
ひつよう

であり、現 在
げんざい

の重 症 児
じゅうしょうじ

施設
しせつ

が持
も

つノウハウ
の う は う

と

機能
きのう

を十 分
じゅうぶん

に活 用
かつよう

すべきである。公
こう

法 人
ほうじん

立
りつ

重 症 児 者
じゅうしょうじしゃ

施設
しせつ

への平 成
へいせい

21年度
ねんど

の短期
たんき

入 所 児 者
にゅうしょじしゃ

実 数
じっすう

は 7000 名
めい

以 上
いじょう

でその 25％が 超 重 症
ちょうじゅうしょう

準
じゅん

超 重 症
ちょうじゅうしょう

であり、 医 療
いりょう

スタッフ
す た っ ふ

配置
はいち

のある入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

によりその短期
たんき

入 所
にゅうしょ

が担
にな

われている。医 療
いりょう

ニーズ
に ー ず

が高
たか

い人
ひと

の短期
たんき

入 所
にゅうしょ

を受
う

ける場合
ばあい

の施設
しせつ

への経 済
けいざい

給 付
きゅうふ

は極
きわ

めて不 充 分
ふじゅうぶん

である。 

 

【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 どんなに重
おも

い 障
しょう

がいがあっても暮
く

らせる地
ち

いきとそうでない地
ち

いきの差
さ

がありすぎ

る。その差
さ

をなくすため、かなりたくさんの地
ち

いきでの支えん体せい
し え ん た い せ い

を、この数 年
すうねん

いな

いにつくるべきである。 

○理由
りゆう

 

 たいへん重
おも

い障がい
しょうがい

をもつ人
ひと

の家
か

ぞくは、今
いま

、しせつをなくされたら不安
ふあん

だ、とうっ

たえておられる。なぜか。それは、自分
じぶん

たちの子
こ

どもは、地
ち

いきでは安
あん

しんして生
い

きられ

ない、そんな地
ち

いきになっていない、という不
ふ

しん感
かん

をもっておられるからだ。だから、

たいへん重
おも

い 障
しょうがい

がいのある人
ひと

も、地
ち

いきで安
あん

しんしてくらせるしくみを急
いそ

いでつ

くるひつようがある。そのために、 国
くに

は 高
こう

れい者
しゃ

せいどを 進
すす

める 上
うえ

でつくった

「ゴールドプラン
ご ー る ど ぷ ら ん

」のようなわかりやすい政
せい

さく目
もく

ひょうを作
つく

り、その中
なか

で医
い

りょう的
てき

ケア
け あ

も求
もと

める障がい者
しょうがいしゃ

を地
ち

いきでどんな風
ふう

に支
ささ

えるか、をわかりやすく伝
つた

え、それを

じつげんすべきである。 

 

【田中
たなか

（正
まさ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 基本的
きほんてき

に は 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が 必 要
ひつよう

な 障 害 児
しょうがいじ

も 居 住
きょじゅう

し て い る 市区
し く

町 村
ちょうそん

の
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ショートステイ
し ょ ー と す て い

や日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事 業
じぎょう

を利用
りよう

できるようする。医 療 的
いりょうてき

なケア
け あ

と医 療
いりょう

が

ケア
け あ

する場面
ばめん

の区分
く わ

けが難
むずか

しい。分
わ

けきれない 事 情
じじょう

を医 療
いりょう

がカバ
か ば

ーする時
とき

の支援
しえん

体 制
たいせい

について、医師
い し

、訪 問
ほうもん

看護
かんご

等
とう

のコメディカルスタッフ
こ め で ぃ か る す た っ ふ

に福祉
ふくし

のスタッフ
す た っ ふ

が加
くわ

わる

チーム
ち ー む

を編 成
へんせい

を地域
ちいき

に構 築
こうちく

してゆくことが課題
かだい

であり難
むずか

しい事 情
じじょう

である。 

○理由
りゆう

 

 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が 必 要
ひつよう

な 障 害 児
しょうがいじ

は、 居 住
きょじゅう

している市区
し く

町 村
ちょうそん

のショートステイ
し ょ ー と す て い

や

日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事 業
じぎょう

を医 療
いりょう

ケア
け あ

が必 要
ひつよう

なことを理由
りゆう

に利用
りよう

することができず、首都圏
しゅとけん

では受
う

け入
い

れの可能
かのう

な重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児
しょうがいじ

施設
しせつ

にショートステイ
し ょ ー と す て い

の利用
りよう

が集 中
しゅうちゅう

している。 

上 記
じょうき

施設
しせつ

でも濃 厚
のうこう

な 医 療
いりょう

ケア
け あ

を要
よう

する障 害 児
しょうがいじ

が受
う

けられる枠
わく

に限
かぎ

りがあり、

濃 厚
のうこう

な医 療
いりょう

ケア
け あ

（人 工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

）を要
よう

する障 害 児
しょうがいじ

ほど利用
りよう

することが困 難
こんなん

となって

いる。地域
ちいき

や重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児
しょうがいじ

施設
しせつ

にてショートステイ
し ょ ー と す て い

が出来
で き

ない障 害 児
しょうがいじ

は、結果的
けっかてき

に医 療
いりょう

機関
きかん

が社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

という形 態
けいたい

で受
う

けざる得
え

ない現 状
げんじょう

がある。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

での医療付
いりょうづ

きのショートステイ
し ょ ー と す て い

の創 設
そうせつ

が求
もと

められている。医者
いしゃ

が配備
はいび

された

ショートステイ
し ょ ー と す て い

が 5万 人
まんにん

単位
たんい

のコミュニティ
こ み ゅ に て ぃ

に配備
はいび

できれば、医 療
いりょう

を必 要
ひつよう

とするほと

んどの 障 害 者
しょうがいしゃ

は地域
ちいき

での継 続 的
けいぞくてき

な生 活
せいかつ

が可能
かのう

となるので 早 急
さっきゅう

にその体 制
たいせい

を

整
ととの

えるべきである。 

○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の医 療
いりょう

機関
きかん

は大規模
だいきぼ

集 中 化
しゅうちゅうか

の道
みち

をたどっておりコミュニティケア
こ み ゅ に て ぃ け あ

へ向
む

かおうとするなかで 逆 行
ぎゃっこう

している。小 児
しょうに

医 療
いりょう

センター
せ ん た ー

はコミュニティ
こ み ゅ に て ぃ

から圏 域
けんいき

の

大型化
おおがたか

病 院
びょういん

に 集 約
しゅうやく

され地域
ちいき

での継 続
けいぞく

した生 活
せいかつ

が不可能
ふかのう

になりつつある。呼吸器
こきゅうき

利用者
りようしゃ

、 経 管
きょうかん

栄 養
えいよう

、発作
ほっさ

や心 臓
しんぞう

内 臓
ないぞう

障 害
しょうがい

などの病 気
びょうき

をもつ者
もの

にとって、深夜
しんや

に遠 方
えんぽう

の 病 院
びょういん

へ搬 送
はんそう

することは不可能
ふかのう

な場合
ばあい

があり、地域
ちいき

での医 療
いりょう

職
しょく

の整備
せいび

を

図
はか

る必 要
ひつよう

がある。呼吸器
こきゅうき

障 害
しょうがい

を 扱
あつか

える 病 院
びょういん

の数
かず

も減
へ

りつつあり必 要
ひつよう

な医者
いしゃ

の

養 成
ようせい

からはじめる必 要
ひつよう

がある。また家庭医
かていい

はかなりの 収 入
しゅうにゅう

が保 障
ほしょう

されることにな

っているが、ショートステイ
し ょ ー と す て い

の等
とう

の医 療
いりょう

職
しょく

の配備
はいび

は 常 勤
じょうきん

では人 員
じんいん

の配置
はいち

ですら

難
むずか

しいといわれている。民 間
みんかん

施設
しせつ

では医 療
いりょう

職
しょく

の雇用
こよう

は不可能
ふかのう

であり、国
くに

や 行 政
ぎょうせい

が負担
ふたん

して 行
おこな

うべきサービス
さ ー び す

である。訪 問
ほうもん

家庭医
かていい

の中
なか

に呼吸器
こきゅうき

や小 児
しょうに

医 療
いりょう

もでき
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る医者
いしゃ

を増 員
ぞういん

していく方 法
ほうほう

でカバー
か ば ー

できる地域
ちいき

はある。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が必 要
ひつよう

な障 害 児
しょうがいじ

・者
しゃ

の支援
しえん

については、医 療
いりょう

・保健
ほけん

・福祉
ふくし

がどの役 割
やくわり

を担う
にな 

かの整理
せいり

が必 要
ひつよう

と 考
かんが

える。在 宅
ざいたく

障 害 者
しょうがいしゃ

については介護
かいご

保険
ほけん

にある訪 問
ほうもん

看護
かんご

のようなサービス
さ ー び す

が必 要
ひつよう

と 考 え る
かんが    

。また、事 業 所
じぎょうしょ

を利用
りよう

している 障 害 者
しょうがいしゃ

に

ついては、支援員
しえんいん

等
など

が一 定
いってい

の医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を実施
じっし

できるよう、一 定
いってい

の要 件
ようけん

整理
せいり

と

研 修
けんしゅう

等 人 的
などじんてき

に専 門 的
せんもんてき

な体 制
たいせい

の整備
せいび

も必 要
ひつよう

と思
おも

われる。 

○理由
りゆう

 

 重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

や高齢化
こうれいか

等
など

、生 活
せいかつ

していくうえで、ホームヘルパー
ほ ー む へ る ぱ ー

や福祉
ふくし

サイド
さ い ど

で

は 対 応
たいおう

しきれなれないケース
け ー す

が増えて
ふ   

いるため、医 療 的
いりょうてき

なケア
け あ

を 行 う
おこな  

サービス
さ ー び す

類 型
るいけい

が必 要
ひつよう

。 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を 必 要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

および障 害 者
しょうがいしゃ

ショ
し ょ

－トスティ
と す て ぃ

施設
しせつ

の増 床
ぞうしょう

が

必 要
ひつよう

。増 床
ぞうしょう

のための工事費
こうじひ

および安 定
あんてい

した運 営
うんえい

のための助 成
じょせい

が必 要
ひつよう

。 

 ショートトスティ
し ょ ー と と す て ぃ

を実施
じっし

する施設
しせつ

・事 業 所
じぎょうしょ

には、24時間
じかん

体 制
たいせい

で看護師
かんごし

が配置
はいち

できる

よう予算
よさん

措置
そ ち

を講
こう

ずる必 要
ひつよう

がある。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の緊
きん

急 時
きゅうじ

の治 療
ちりょう

・入 院
にゅういん

が受
う

けとめられる医 療
いりょう

機関
きかん

との連 携
れんけい

が必 要
ひつよう

。

当 面
とうめん

、市 民 病
しみんびょう

院
いん

等
とう

を中 心
ちゅうしん

に緊
きん

急 時
きゅうじ

に利用
りよう

できるよう行 政
ぎょうせい

が責 任
せきにん

を持
も

って調 整
ちょうせい

を図
はか

る。 

○理由
りゆう

 

 現 在
げんざい

の入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

(施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

)で、24時間
じかん

体 制
たいせい

で看護師
かんごし

を配置
はいち

している

施設
しせつ

はほとんどない。自覚
じかく

症 状
しょうじょう

が訴
うった

えられない単 発
たんぱつ

利用
りよう

の重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

を看護師
かんごし

不在
ふざい

の状 況
じょうきょう

で受
う

けとめるのは、不安
ふあん

とリスク
り す く

が高
たか

すぎる。 

 重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

の入 院
にゅういん

受 入
うけいれ

拒否
きょひ

、入 院
にゅういん

受 入
うけいれ

に当
あ

たっての付 添
つきそい

条 件
じょうけん

の病 院
びょういん

からの

提示
ていじ

等
とう

が実 態
じったい

としてある。ショ
し ょ

－ト
と

利用者
りようしゃ

が入 院
にゅういん

した場合
ばあい

の付 添
つきそい

は、施設
しせつ

職 員
しょくいん

か

家族
かぞく

になることが多い
お お

。 「ショ
し ょ

－ト
と

を利用
りよう

しているということは、家族
かぞく

支援
しえん

が困 難
こんなん

だ
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から」を考
かんが

えると、施設
しせつ

が付
つ

き添
そ

うとなると 体 制 上
たいせいじょう

困 難
こんなん

。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 多様
たよう

なニーズに応
こた

えるために、在 宅
ざいたく

酸素
さんそ

などを日 常
にちじょう

必 要
ひつよう

としている心 臓
しんぞう

などの

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

患 者
かんじゃ

が入 所
にゅうしょ

できる地域
ちいき

作 業 所
さぎょうじょ

、医 療
いりょう

ケアつきグループホーム、セーフテ

ィーネットとしてのショートステイ等
とう

の施設
しせつ

整備
せいび

を行
おこな

ってほしい。また、状 態
じょうたい

に応
おう

じ

て変 動
へんどう

する障 害 者
しょうがいしゃ

のニーズと設備
せつび

や制度
せいど

利用
りよう

を適
てき

切
きり

に調 整
ちょうせい

するための優 秀
ゆうしゅう

なケア

マネージャー、ファシリテーター（援 助
えんじょ

促 進 者
そくしんしゃ

）の育 成
いくせい

。 

○理由
りゆう

 

 在 宅
ざいたく

酸素
さんそ

を使
つか

うような重 度
じゅうど

の慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

患 者
かんじゃ

でも、通
かよ

えるような医 療 的
いりょうてき

ケアの

整
ととの

った作 業 所
さぎょうじょ

や施設
しせつ

はほとんど見
み

あたりません。親
おや

亡
な

き後
あと

に生 活
せいかつ

の基盤
きばん

を失
うしな

う不安
ふあん

をもつ人
ひと

が、今後
こんご

増
ふ

えてくるとおもわれます。そのための施設
しせつ

整備
せいび

と、必 要
ひつよう

な施設
しせつ

に結
むす

びつける人 的
じんてき

な資源
しげん

確保
かくほ

が急 務
きゅうむ

である。 

 

【橋 本
はしもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

訪 問
ほうもん

看護
かんご

ステーション
す て ー し ょ ん

や診 療 所
しんりょうじょ

との連 携
れんけい

により、介護
かいご

職
しょく

でも吸 引
きゅういん

や経 管
きょうかん

栄 養
えいよう

な

どの行為
こうい

が 

安 全
あんぜん

安 心
あんしん

に実施
じっし

できるようにする。 

医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を必 要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

は、２４時間
じかん

の介護
かいご

体 制
たいせい

で多
おお

くの介護
かいご

職
しょく

を必 要
ひつよう

とするので、重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

を主
しゅ

に実施
じっし

している事 業 所
じぎょうしょ

への支援
しえん

を引
ひ

き続
つづ

き行
おこな

う。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 中
なか

学
がく

校区
こうく

に一
ひと

つくらいの、すべての障 害 者
しょうがいしゃ

に対 応
たいおう

できる支援
しえん

センターを確保
かくほ

し、 

 ２４時間
じかん

体 制
たいせい

の、医 療
いりょう

相 談
そうだん

機能
きのう

を備
そな

え、訪 問
ほうもん

看護
かんご

事 業
じぎょう

も併 設
へいせつ

し、障 害 児
しょうがいじ

のシ

ョートステイ、家族
かぞく

のためのレスパイト支援
しえん

事 業
じぎょう

 等
とう

が実施
じっし

できれば 更
さら

によい。 

人 材
じんざい

確保
かくほ

、施設
しせつ

整備
せいび

のための財 源
ざいげん

の確保
かくほ

が急 務
きゅうむ

。 

○理由
りゆう
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 地域
ちいき

リハビリテーション、地域
ちいき

医 療
いりょう

の充 実
じゅうじつ

、人 材
じんざい

養 成
ようせい

と確保
かくほ

ができれば身近
みぢか

なと

ころでワンストップ相 談
そうだん

支援
しえん

が実施
じっし

できるわけで、障 害
しょうがい

の軽 減
けいげん

、社 会
しゃかい

の理解
りかい

、協 力
きょうりょく

体 制
たいせい

が確保
かくほ

されやすい。 

 福祉
ふくし

政 策
せいさく

分野
ぶんや

のみならず、医 療
いりょう

政 策
せいさく

分野
ぶんや

との協 働
きょうどう

作 業
さぎょう

が行
おこな

われるべき。 

（モデルは介護
かいご

保険
ほけん

の地域
ちいき

包 括
ほうかつ

支援
しえん

センター） 

 

【広田
ひろた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 住 宅
じゅうたく

施策
しさく

の充 実
じゅうじつ

 

○理由
りゆう

 

 コンシューマー自身
じしん

が住 宅
じゅうたく

にゆとりがあれば、ピアサポートとしてショートステイが

できる 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 何
なに

よりも、命
いのち

の多様性
たようせい

を認
みと

めた上
うえ

で、安 全
あんぜん

で快 適
かいてき

な生 活
せいかつ

を保 障
ほしょう

するという視点
してん

が求
もと

められる。地域
ちいき

資源
しげん

をフル
ふ る

に選 択
せんたく

できることと、医 療
いりょう

と福祉
ふくし

に精
せい

通
つう

した人 的
じんてき

配置
はいち

も欠
か

かせない。その上
うえ

で、パーソナル
ぱ ー そ な る

・アシスタント
あ し す た ん と

、訪 問
ほうもん

介護
かいご

の 24時間
じかん

体 制
たいせい

、

救 急
きゅうきゅう

体 制
たいせい

の整備
せいび

、重 症 児 者
じゅうしょうじしゃ

施設
しせつ

による支援
しえん

、ケアホーム
け あ ほ ー む

の増 設
ぞうせつ

などが課題
かだい

となる。

ショートステイ
し ょ ー と す て い

の確保
かくほ

のためには、介護
かいご

職
しょく

の 導 入
どうにゅう

など、療 育 的
りょういくてき

視点
してん

を取
と

り入
い

れて

経 済 的
けいざいてき

保 障
ほしょう

をするなどの課題
かだい

がある。 

○理由
りゆう

 

 病 院
びょういん

・施設
しせつ

から地域
ちいき

への移行
いこう

を実 現
じつげん

していくための欠
か

かせない要 件
ようけん

であり、困 難
こんなん

な

課題
かだい

ではあっても、地域
ちいき

の理解
りかい

を求
もと

め、地域
ちいき

文化
ぶんか

が受
う

け入
い

れるように働
はたら

きかけていくこ

とが大 切
たいせつ

である。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 医 療 的
いりょうてき

ケア支援
しえん

が可能
かのう

な総 合
そうごう

福祉
ふくし

法 制
ほうせい

の確 立
かくりつ

を。 

 医師
い し

、看護師
かんごし

の 研 修
けんしゅう

を制度
せいど

として保 障
ほしょう

し、当事者
とうじしゃ

、家族
かぞく

からの 十 分
じゅうぶん

な説 明
せつめい

と同意
どうい
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のもと、痰
たん

等
など

の口 腔 内
こうくうない

吸 引
きゅういん

、胃
い

ろう、経 管
けいかん

栄 養
えいよう

管理
かんり

等
とう

の軽微
けいび

な医 療
いりょう

（近 接
きんせつ

）

行為
こうい

を支援者
しえんしゃ

が行な
おこ

えるようにする。 

 医 療
いりょう

機関
きかん

と福祉
ふくし

の連 携
れんけい

を制度的
せいどてき

に容易
ようい

にする。 

○理由
りゆう

 

 現 行
げんこう

の重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

、居 宅
きょたく

介護
かいご

の制度
せいど

の中
なか

で医 療
いりょう

支援
しえん

は原 則
げんそく

として想 定
そうてい

され

ていない。医 療
いりょう

と福祉
ふくし

が断 絶
だんぜつ

された制度
せいど

になっているため、医 療 的
いりょうてき

ケアの必 要
ひつよう

な

障害者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

で暮らす
く

ための支援
しえん

が適切
てきせつ

に受け
う

られない。 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 精 神
せいしん

疾 患
しっかん

のある人
ひと

は，医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が必 要
ひつよう

である．しかし，福祉
ふくし

と医 療
いりょう

を制 度 上
せいどじょう

混 在
こんざい

させない． 通 院
つういん

が 困 難
こんなん

な場合
ばあい

もあり，その 際
さい

に 訪 問
ほうもん

診 療
しんりょう

等
とう

の 態 勢
たいせい

が

求められる
も とめら れる

． 障 害
しょうがい

のある人
ひと

の 命
いのち

が守られる
まもられる

医 療
いりょう

のあり方
ありかた

も見直し
みなおし

が必 要
ひつよう

である． 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 支援
しえん

体 系
たいけい

として「訪 問
ほうもん

看護
かんご

」を創 設
そうせつ

するとともに、既存
きそん

の 療 養
りょうよう

介護
かいご

、医 療 型
いりょうがた

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

の 着 実
ちゃくじつ

な整備
せいび

、地域
ちいき

の医 療
いりょう

機関
きかん

等
とう

を含めた
ふく   

地域
ちいき

医 療
いりょう

体 制
たいせい

の構 築
こうちく

が必 要
ひつよう

であり、これらの連 携
れんけい

によりどこに暮らして
くら     

いても適 切
てきせつ

な医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が受けられる
う     

ことが不可欠
ふかけつ

である。 

 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の受けられる
う     

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

については整備
せいび

の促 進
そくしん

策
さく

とともに、福祉型
ふくしがた

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

への看護師
かんごし

等
とう

の配置
はいち

による機能
きのう

の強 化
きょうか

及 び
およ  

、地域
ちいき

資源
しげん

となりうる為
ため

には

医 療 型
いりょうがた

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

の設置
せっち

主 体
しゅたい

についても検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある。 

○理由
りゆう

 

 それぞれの生 活
せいかつ

の場
ば

において適 切
てきせつ

な医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が受けられる
う     

ことを実 現
じつげん

するた

めには、療 養
りょうよう

介護
かいご

事 業
じぎょう

、医 療 型
いりょうがた

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

事 業
じぎょう

等
とう

の計 画 的
けいかくてき

整備
せいび

を 行 い
おこな  

、地域
ちいき

における医 療
いりょう

提 供
ていきょう

基盤
きばん

の総 合 的
そうごうてき

、計 画 的
けいかくてき

充 実
じゅうじつ

を図 り
はか  

、各 事 業
かくじぎょう

の連 携
れんけい

・

協 働
きょうどう

による 重 層 的
じゅうそうてき

な支援
しえん

体 制
たいせい

を目指す
め ざ  

必 要
ひつよう

があるため。 

 また、医 療 型
いりょうがた

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

の設置
せっち

については、 療 養
りょうよう

介護
かいご

事 業 所
じぎょうしょ

（ 病 院
びょういん

等
とう

）に

限 定
げんてい

されており、その他
  た

の設置
せっち

主 体
しゅたい

であっても、体 制
たいせい

が確保
かくほ

できる場合
ばあい

には設置
せっち

を
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可能
かのう

とするかについて検 討
けんとう

するべきと 考 え る
かんが    

ため。 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 基
き

本
ほん

的
てき

に医
い

療
りよう

的
てき

ケアの必
ひつ

要
よう

度
ど

ではなく、本
ほん

人
にん

（もしくは後
こう

見
けん

人
にん

等
とう

）の意
い

志
し

に

よる地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

の継
けい

続
ぞく

サポート検
けん

討
とう

が原
げん

則
そく

であり、一
いつ

定
てい

要
よう

件
けん

が可
か

能
のう

な診
しん

療
りよう

体
たい

制
せい

を 整
ととの

えた地
ち

域
いき

医
い

療
りよう

を担
にな

う診
しん

療
りよう

所
じよ

もショートステイを含
ふく

めた支
し

援
えん

に組
く

み込
こ

む検
けん

討
とう

が必
ひつ

要
よう

である。地
ち

域
いき

医
い

療
りよう

機
き

関
かん

での、24時
じ

間
かん

実
じつ

働
どう

する専
せん

門
もん

的
てき

な訪
ほう

問
もん

看
かん

護
ご

ステーションを核
かく

とした訪
ほう

問
もん

診
しん

療
りよう

・訪
ほう

問
もん

看
かん

護
ご

・訪
ほう

問
もん

リハ等
とう

を組
く

み込
こ

む。キーパー

ソンは相
そう

談
だん

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎよう

所
しよ

等
とう

に拠
よ

る。 

○理
り

由
ゆう

 

 地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

の 状
じよう

況
きよう

を福
ふく

祉
し

・保
ほ

健
けん

・医
い

療
りよう

と縦
たて

割
わ

りで区
く

分
わ

けるのではなく、地
ち

域
いき

で

暮
く

らす一
ひと

人
り

の人
ひと

・ 住
じゆう

人
にん

として包
ほう

括
かつ

し、高
こう

齢
れい

者
しや

を含
ふく

む、安
あん

心
しん

して住
す

みたいところ

に住
す

み続
つづ

けられる 住
じゆう

民
みん

への総
そう

合
ごう

的
てき

なサポート体
たい

制
せい

が 重
じゆう

要
よう

である。医
い

療
りよう

的
てき

ケア

を必
ひつ

要
よう

とする人
ひと

たちの地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

についても同
どう

様
よう

の発
はつ

想
そう

が必
ひつ

要
よう

である。なぜな

ら、誰
だれ

もがいついかなる 状
じよう

況
きよう

で支
し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

と擦
す

る立
たち

場
ば

になるのか分
わ

からず、誰
だれ

に

も 共
きよう

通
つう

課
か

題
だい

と認
にん

識
しき

する必
ひつ

要
よう

がある 

 

【宮田
みやた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 重い
おもい

障 害
しょうがい

をもつ人
ひと

達
たち

にとって、「医 療
いりょう

行為
こうい

（医
い

行為
こうい

）」は地域
ちいき

生 活
せいかつ

や社 会
しゃかい

参加
さんか

を

保 障
ほしょう

する必須
ひっす

要素
ようそ

である（この場合
ばあい

、医 療
いりょう

は社 会
しゃかい

モデル
も で る

の支援
しえん

の一
いち

要素
ようそ

である）。

医 療
いりょう

行為
こうい

の定義
ていぎ

を明 確
めいかく

にし、医 療
いりょう

職
しょく

でない支援者
しえんしゃ

への 研 修
けんしゅう

を 充 実
じゅうじつ

させ、重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

への医 療 的
いりょうてき

支援
しえん

の枠
わく

を広げる
ひろげる

。結果
けっか

、 重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児
しょうがいじ

施設
しせつ

に限 定
げんてい

さ

れている医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を必 要
ひつよう

とする人
ひと

達
たち

のショートステイ
し ょ ー と す て い

の選択肢
せんたくし

を（医 療
いりょう

機関
きかん

との

連 携
れんけい

を前 提
ぜんてい

に）他
た

種 別
しゅべつ

福祉
ふくし

施設
しせつ

にも拡 大
かくだい

できる。 

○理由
りゆう

 

 「医 療
いりょう

行為
こうい

」の定義
ていぎ

が不明確
ふめいかく

で非医療
ひいりょう

職
しょく

の医 療 的
いりょうてき

支援
しえん

の枠
わく

が限 定
げんてい

されているた

め、重 度
じゅうど

障 害 児
しょうがいじ

・者
しゃ

が、在 宅
ざいたく

生 活
せいかつ

を家族
かぞく

の重い
おもい

介護
かいご

負担
ふたん

の下
もと

で送り
おくり

、社 会
しゃかい

参加
さんか

を

極 度
きょくど

に制 限
せいげん

されている。医 療
いりょう

行為
こうい

には、絶 対 的
ぜったいてき

医 療
いりょう

行為
こうい

と生 活
せいかつ

の維持
い じ

に係る
かかる
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医 療
いりょう

行為
こうい

（医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

）が混 在
こんざい

しているが、後 者
こうしゃ

は医 療
いりょう

職
しょく

でない支援者
しえんしゃ

にも

綿 密
めんみつ

な 研 修
けんしゅう

体 制
たいせい

と法 的
ほうてき

擁護
ようご

を前 提
ぜんてい

に実施
じっし

できるようにするべきである。この

見直し
みなおし

がなければ、 医 療 的
いりょうてき

支援
しえん

が 常 時
じょうじ

必 要
ひつよう

な 重 度
じゅうど

障 害 児
しょうがいじ

・ 者
しゃ

の 社 会
しゃかい

参加
さんか

は

不可能
ふかのう

である。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を 提 供
ていきょう

するための専 門
せんもん

職
しょく

の拠 点
きょてん

事 業 所
じぎょうしょ

の位置
い ち

づけ、看護師
かんごし

、理学
りがく

療 法 士
りょうほうし

、作 業
さぎょう

療 法 士
りょうほうし

、言語
げんご

聴 覚 士
ちょうかくし

などの人 材
じんざい

の確保
かくほ

、福祉
ふくし

領 域
りょういき

の専 門
せんもん

職
しょく

と

の連 携
れんけい

を図
はか

るためのシステム
し す て む

の構 築
こうちく

などが課題
かだい

であり、また、ショートステイ
し ょ ー と す て い

などの

機能
きのう

確保
かくほ

のためには事 業
じぎょう

の持続
じぞく

可能
かのう

な経 済 的
けいざいてき

基盤
きばん

の確保
かくほ

なども求
もと

められる。 

○理由 

 医 療
いりょう

ケア
け あ

が必 要
ひつよう

な 障 害 者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

生 活
せいかつ

をおくるためには、医 療
いりょう

と福祉
ふくし

の連 携
れんけい

が

必 要
ひつよう

である。 
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＜項 目
こうもく

D
でぃー

-3 社 会
しゃかい

参加
さんか

支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）＞ 

論 点
ろんてん

D
でぃー

-3-1) 障 害 者
しょうがいしゃ

の社 会
しゃかい

参加
さんか

の点
てん

から 就 労
しゅうろう

・ 就 学
しゅうがく

に際
さい

しての介護
かいご

、

通 勤
つうきん

・通 学
つうがく

の介護
かいご

が大
おお

きな課題
かだい

との指摘
してき

があるが、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

のサービス
さ ー び す

でどこま

でカバー
か ば ー

すると 考
かんが

えるか、その際
さい

、労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

や 教 育
きょういく

行 政
ぎょうせい

との役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

や

財 源
ざいげん

をどう 考
かんが

えるか？ 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の社 会
しゃかい

参加
さんか

を促 進
そくしん

するとの観 点
かんてん

から、充 実
じゅうじつ

させる方 向
ほうこう

で見直
みなお

すべきであ

る。その際
さい

、就 労
しゅうろう

・就 学
しゅうがく

時
じ

の介護
かいご

、通 勤
つうきん

・通 学
つうがく

時
じ

の介護
かいご

の実 態
じったい

を把握
はあく

した上
うえ

で、

必 要
ひつよう

な経費
けいひ

を試算
しさん

しつつ、労 働
ろうどう

・教 育
きょういく

行 政
ぎょうせい

と福祉
ふくし

行 政
ぎょうせい

の役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

を実 現
じつげん

可能
かのう

な

方 法
ほうほう

で見直
みなお

すべき。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

すべてで解 決
かいけつ

できる訳
わけ

ではない。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 社 会
しゃかい

参加
さんか

が確保
かくほ

されてこそ、インクルーシブな社 会
しゃかい

と言
い

える。大
おお

きな課題
かだい

ではなく、

なされなければならない課題
かだい

である。 

 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

のサービスでは、通 勤
つうきん

・通 学
つうがく

（会 社
かいしゃ

・学 校
がっこう

）までの移動
いどう

支援
しえん

を基本
きほん

と

する。 

 会 社
かいしゃ

・学
がく

校 内
こうない

の介護
かいご

は、受
う

け入
い

れ側
がわ

が責 任
せきにん

を持
も

つことによって社 会
しゃかい

資源
しげん

の創 設
そうせつ

が期待
きたい

できる。 

 ジョブコーチや就 労
しゅうろう

への支援
しえん

は労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

、学 校
がっこう

での統 合
とうごう

教 育
きょういく

推 進
すいしん

が教 育
きょういく

行 政
ぎょうせい

、というようなこれまで通
とお

りの縦割
たてわ

りでは解 決
かいけつ

できない。総 合
そうごう

支援
しえん

として財 源
ざいげん

を確保
かくほ

すべき。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

を送
おく

るためにも就 労
しゅうろう

、就 学
しゅうがく

の支援
しえん

が必 要
ひつよう

です。 



59 

 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 移動
いどう

支援
しえん

を個別
こべつ

給付化
きゅうふか

する時
とき

に、通 学
つうがく

、通 所
つうじょ

、通 勤
つうきん

への付
つ

き添
そ

いについても制度化
せいどか

すべきであると 考
かんが

える。PAS が 導 入
どうにゅう

されるのが望
のぞ

ましいと思
おも

うが、コスト
こ す と

を 考
かんが

え

ると PAS はこのような 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

支援
しえん

を含
ふく

み込
こ

むことは馴染
な じ

まないと思
おも

われるので、

D-2-2 で述
の

べた「きめ細
こま

やかなガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

」の中
なか

に明記
めいき

すべきと 考
かんが

える。例
たと

えば、

職 場
しょくば

や学 校
がっこう

が変
か

わった直 後
ちょくご

は支援度
しえんど

の高
たか

いガイド
が い ど

へルプ
る ぷ

、慣
な

れてくれば「見守
みまも

り・声
こえ

かけ」といったガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

とするなど 状 況
じょうきょう

に合
あ

わせて対 応
たいおう

が出来
で き

ると良
よ

い。 

○理由
りゆう

 

 条 約
じょうやく

にも明記
めいき

されているように、インクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

な生 活
せいかつ

を実 現
じつげん

するためには、地域
ちいき

の学 校
がっこう

への 就 学
しゅうがく

や地域
ちいき

における 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

の場
ば

の保 障
ほしょう

が当
あ

たり前
まえ

でなくてはな

らない。通 勤
つうきん

・通 学
つうがく

は当 該
とうがい

年 齢
ねんれい

の人
ひと

たちにとっては地域
ちいき

生 活
せいかつ

のベース
べ ー す

である。こ

の点
てん

での社 会
しゃかい

参加
さんか

困 難
こんなん

に支援
しえん

アプローチ
あ ぷ ろ ー ち

していくことは必須
ひっす

である。毎 日
まいにち

の通 学
つうがく

介護
かいご

や通 所
つうじょ

施設
しせつ

や作 業 所
さぎょうじょ

への通 勤
つうきん

介護
かいご

が、家族
かぞく

に先
さき

の見
み

えないエンドレス
え ん ど れ す

な介護
かいご

負担
ふたん

を負
お

わせているという 現 状
げんじょう

を 早 急
さっきゅう

に改 善
かいぜん

すべきと 考
かんが

える。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 知的
ちてき

障 害
しょうがい

のある人
ひと

たちにあっては、通 勤
つうきん

・通 学
つうがく

の際
さい

に、公 共
こうきょう

交 通
こうつう

機関
きかん

の利用
りよう

や

通 学
つうがく

バスの乗 降
じょうこう

場所
ばしょ

への移動
いどう

など、一 定
いってい

期間
きかん

あるいは長 期
ちょうき

にわたる移動
いどう

支援
しえん

が必 要
ひつよう

な場合
ばあい

が多
おお

いが、その負担
ふたん

を家族
かぞく

に強
し

いていることが多
おお

いと思
おも

われる。 

 労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

や教 育
きょういく

行 政
ぎょうせい

における通 勤
つうきん

・通 学
つうがく

の位置
い ち

づけや対 応
たいおう

の現 状
げんじょう

を踏
ふ

まえる

とともに、国
くに

レベルでの制度化
せいどか

や地方
ちほう

レベルでの取
と

り組
く

み（裁 量
さいりょう

）なども含
ふく

めて、検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

があると考
かんが

える。 

 

【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

○結論
けつろん

 

 職場
しょくば

での事務
じ む

等
とう

の介助
かいじょ

・学
がっ

校内
こうない

でのノートテイクや排 泄
はいせつ

・食事
しょくじ

・水 分
すいぶん

補給
ほきゅう

・上着
うわぎ

の

ぬぎき・車椅子上
くるまいすじょう

での体位
たいい

変 換
へんかん

・体 温
たいおん

調整
ちょうせい

介助
かいじょ

など、通勤
つうきん

通学
つうがく

も含
ふく

めて、利用
りよう

時間帯
じかんたい
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が毎日
まいにち

変
か

わり変更
へんこう

が予測
よそく

できないので、シームレスで重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

のような長時間
ちょうじかん

連続
れんぞく

の制度
せいど

で行
おこな

うべき。その際
さい

、職場
しょくば

での介護
かいご

については、利用者数
りようしゃすう

に応
おう

じて障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

会 計
かいけい

から重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

に財 源
ざいげん

を充当
じゅうとう

すべき。教育
きょういく

についても同様
どうよう

。 

○理由
りゆう

 

 健
けん

常 者
じょうしゃ

と同
おな

じように通勤
つうきん

や通学
つうがく

で社会
しゃかい

参加
さんか

すると、毎日
まいにち

、帰宅
きたく

する時間
じかん

が変
か

わるた

め、シームレスなサービスでないと、健
けん

常 者
じょうしゃ

と同
おな

じ社会
しゃかい

参加
さんか

生 活
せいかつ

が実現
じつげん

できない。 

 

○結論
けつろん

 

 病院
びょういん

行政
ぎょうせい

との役割
やくわり

分 担
ぶんたん

 

 最重度
さいじゅうど

の在宅
ざいたく

障害者
しょうがいしゃ

が一時的
いちじてき

に入院
にゅういん

する場合
ばあい

のヘルパー利用
りよう

について、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

がシームレスに利用
りよう

出来
で き

るべき。その際
さい

、診療
しんりょう

報酬
ほうしゅう

の通知
つうち

の看護師
かんごし

の業務
ぎょうむ

について、

最重度
さいじゅうど

の全身性
ぜんしんせい

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

が市町村
しちょうそん

から重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

を支給
しきゅう

決定
けってい

されて病院
びょういん

でサービ

スを利用
りよう

しているときは、看護師
かんごし

の業務
ぎょうむ

独占
どくせん

に例 外
れいがい

を規定
きてい

して、診療
しんりょう

報酬
ほうしゅう

とバッティン

グしないようにするべき。 

○理由
りゆう

 

 現 在
げんざい

はこの診療
しんりょう

報酬
ほうしゅう

の通知
つうち

に、完 全
かんぜん

看護
かんご

でも重度
じゅうど

障害
しょうがい

の場合
ばあい

は付
つ

き添
そ

いを認
みと

めてい

るが、通知
つうち

で、（１）付
つ

き添
そ

いが看護師
かんごし

の業務
ぎょうむ

を代替
だいたい

してはいけないこと、（２）看護師
かんごし

の

業務
ぎょうむ

に介護
かいご

が規定
きてい

されている・・・ため、ヘルパーが病院
びょういん

に入
はい

っても介護
かいご

以外
いがい

の業務
ぎょうむ

で

あるコミュニケーション支援
しえん

事業
じぎょう

のヘルパーとして入
はい

る建前
たてまえ

になっており、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

の制度
せいど

で入
はい

ることができない。このため、通常
つうじょう

毎日
まいにち

２４時間
じかん

の重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

利用者
りようしゃ

が入院
にゅういん

した場合
ばあい

、慣
な

れたヘルパーの介護
かいご

でないと体力
たいりょく

の維持
い じ

もできない重度
じゅうど

の障害
しょうがい

であ

っても、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

を病院
びょういん

で使
つか

えない。（わざわざ市
し

と交渉
こうしょう

して１年
ねん

かけて予算
よさん

要望
ようぼう

してコミュニケーション支援
しえん

事業
じぎょう

での入院
にゅういん

制度
せいど

を作
つく

ってもらうしかない。しかし、予算
よさん

不足
ふそく

で１日
にち

４時間
じかん

程度
ていど

しか支援
しえん

が受
う

けられない例
れい

が多
おお

い）。市町村
しちょうそん

が認
みと

めた場合
ばあい

、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

がそのまま短期
たんき

の入院
にゅういん

時
じ

も病室
びょうしつ

で使
つか

えれば、予算
よさん

措置
そ ち

は不要
ふよう

で、利用者
りようしゃ

にとっ

て最
もっと

も良
よ

い方法
ほうほう

になる。 

 

○結論
けつろん

 

 権利
けんり

条約
じょうやく

でうたう「他
ほか

の者
もの

との平等
びょうどう

」を鑑
かんが

みても、過疎地
か そ ち

では車
くるま

での通勤
つうきん

が当
あた

り前
まえ

な

ので、介護
かいご

の必要
ひつよう

な重度
じゅうど

の障害者
しょうがいしゃ

の場合
ばあい

も通勤
つうきん

には自家用車
じかようしゃ

での移動
いどう

が必須
ひっす

となる。
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障害者
しょうがいしゃ

の自宅
じた く

の車
くるま

等
とう

の運転
うんてん

をヘルパーが行
おこな

うのは道路
どうろ

運送法上
うんそうほうじょう

の問題
もんだい

はない。措置
そ ち

制度
せいど

時代
じだい

はガイドヘルパーが運転
うんてん

をしてガイドヘルプすることを認
みと

めていた過疎地
か そ ち

の市町村
しちょうそん

は多
おお

い。重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

や移動
いどう

介護
かいご

で車
くるま

の運転
うんてん

を介護
かいご

内容
ないよう

の 1つとして認
みと

めるべき。 

○理由
りゆう

 

 過疎地
か そ ち

ではバスもほとんどなく、自家用車
じかようしゃ

以外
いがい

での通勤
つうきん

は困難
こんなん

。社会
しゃかい

参加
さんか

外出
がいしゅつ

も健
けん

常 者
じょうしゃ

と同様
どうよう

に行
おこな

えるようにするためには車
くるま

での移動
いどう

が不可欠
ふかけつ

。 

過疎地
か そ ち

以外
いがい

にも、体 温
たいおん

調整
ちょうせい

障害
しょうがい

の全身性
ぜんしんせい

障害者
しょうがいしゃ

などは都市部
と し ぶ

でも自家用車
じかようしゃ

等
とう

での

通勤
つうきん

・社会
しゃかい

参加
さんか

外出
がいしゅつ

が必須
ひっす

。 

 障害者
しょうがいしゃ

の自宅
じた く

の車
くるま

以外
いがい

にも、障害者
しょうがいしゃ

自身
じしん

が近所
きんじょ

の親戚
しんせき

などに借
か

りた車
くるま

や障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

に借
か

りた車
くるま

なども道路
どうろ

運送法上
うんそうほうじょう

の問題
もんだい

はない。 

 

【岡部
おかべ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 尐
すく

なくとも、重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

等
とう

による個別
こべつ

包 括
ほうかつ

支援
しえん

（パーソナルアシスタンス）に

ついては、当事者
とうじしゃ

をよく知
し

る同 一
どういつ

のアシスタントが、通 勤
つうきん

介 助
かいじょ

や職 場
しょくば

のジョブ・コ

ーチ、社 会
しゃかい

参加
さんか

の支援
しえん

から金 銭
きんせん

管理
かんり

及
およ

び家事
か じ

援 助
えんじょ

に至
いた

るまでの包 括 的
ほうかつてき

な支援
しえん

を行
おこな

えるようにするべき。 

○理由
りゆう

 

 人
ひと

の生 活
せいかつ

がシームレスである以 上
いじょう

その支援
しえん

も生 活
せいかつ

のフェイズ別
べつ

に分 断
ぶんだん

されるの

ではなく、可能
かのう

な限
かぎ

りシームレスでなくてはならない。知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

については、第
だい

４回
かい

部会
ぶかい

参 考
さんこう

資 料
しりょう

２で紹 介
しょうかい

した米 国
べいこく

・カりフォルニア州
しゅう

のサポーテッドリビング・サー

ビスや、東 京
とうきょう

・多摩
た ま

地域
ちいき

の実 践
じっせん

（ピープルファースト東久留米編
ひがしくるめへん

「知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

が入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

ではなく地域
ちいき

で生
い

きていくための本
ほん

」（生 活
せいかつ

書 院
しょいん

）などに詳
くわ

しい）を参 照
さんしょう

してほ

しい。 

 

【小澤
おざわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

・就 労
しゅうろう

にともなう介護
かいご

、通 勤
つうきん

支援
しえん

、は労 働
ろうどう

政 策
せいさく

で。 

・就 学
しゅうがく

にともなう介護
かいご

、通 学
つうがく

支援
しえん

、は教 育
きょういく

政 策
せいさく

で。 

○理由
りゆう
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・障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

義務
ぎ む

を勘 案
かんあん

すると、上 記
じょうき

の結 論
けつろん

になる。 

 

【小野
お の

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 移動
いどう

の支援
しえん

・介 助
かいじょ

は福祉
ふくし

の制度
せいど

として確 立
かくりつ

すべきである。 

○理由
りゆう

 

 就 労
しゅうろう

や教 育
きょういく

の現場
げんば

における支援
しえん

体 制
たいせい

は、それぞれの法
ほう

制度
せいど

によって確 立
かくりつ

すべきで

あるが、それらをつなぐ社 会
しゃかい

生 活 上
せいかつじょう

の支援
しえん

は、福祉
ふくし

制度
せいど

に位置付
い ち づ

けるべきだから。

自治体
じちたい

によっては、通 学
つうがく

支援
しえん

に移動
いどう

支援
しえん

を許可
きょか

している自治体
じちたい

もある。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 必 要
ひつよう

です。財 源
ざいげん

は教 育
きょういく

機関
きかん

を利用
りよう

するための支援
しえん

であれば教 育
きょういく

分野
ぶんや

が、就 労
しゅうろう

関 連
かんれん

であれば労 働
ろうどう

分野
ぶんや

が考
かんが

えるべきです。生 活
せいかつ

分野
ぶんや

は福祉
ふくし

分野
ぶんや

が担
にな

うべきと思
おも

いま

す。 

○理由
りゆう

 

 差別
さべつ

をしない原 則
げんそく

のために必 要
ひつよう

です。就 労
しゅうろう

は労 働
ろうどう

分野
ぶんや

で、教 育
きょういく

は大 学
だいがく

まで教 育
きょういく

分野
ぶんや

で財 源
ざいげん

負担
ふたん

をすべきです。それぞれの分野
ぶんや

において、全
すべ

ての国 民
こくみん

への平 等
びょうどう

な施策
しさく

を原 則
げんそく

としてもらうことが、労 働
ろうどう

分野
ぶんや

でも教 育
きょういく

分野
ぶんや

でも障 害 者
しょうがいしゃ

を差別
さべつ

することなく

受
う

け入
い

れるという理念
りねん

を持
も

ち、当 然
とうぜん

財 源
ざいげん

についても常
つね

に考
かんが

えることが必 要
ひつよう

です。

障 害
しょうがい

担 当
たんとう

分野
ぶんや

に任
まか

せる現 在
げんざい

のやり方
かた

は、結果的
けっかてき

にそれぞれの分野
ぶんや

からの分離
ぶんり

を生
う

み、

施策
しさく

責 任
せきにん

回避
かいひ

になっています。それぞれの分野
ぶんや

が全
すべ

ての国 民
こくみん

として障 害 者
しょうがいしゃ

を常
つね

に含
ふく

むことが重 要
じゅうよう

です。 

 

【君 塚
きみづか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の利用
りよう

ではなく，就 労
しゅうろう

に関
かん

しては雇用
こよう

主
ぬし

が，教 育
きょういく

に関
かん

しては学 校
がっこう

が，

通 勤
つうきん

通 学
つうがく

の安 全
あんぜん

責 任
せきにん

を負
お

う．就 労
しゅうろう

は通 勤
つうきん

手当
てあて

に代
か

えて送 迎
そうげい

．通 学
つうがく

は安 全
あんぜん

指導
しどう

の

範囲
はんい

で職 員
しょくいん

が対 応
たいおう

する． 

○理由
りゆう
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 福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の利用
りよう

となると，評 価
ひょうか

・契 約
けいやく

等
とう

の諸手続
しょてつづ

きに事務的
じむてき

人
ひと

なコスト
こ す と

がかか

る．利用
りよう

する機関
きかん

で対 応
たいおう

できる体 制
たいせい

が望
のぞ

ましい． 

 

【倉田
くらた

委員
いいん

】 

○
  

結 論
けつろん

 

 総 合
そうごう

福祉
ふくし

・労 働 法
ろうどうほう

として一本化
いっぽんか

できれば、通 勤
つうきん

への介護
かいご

についても同 法
どうほう

の範囲
はんい

に

含 む
ふく  

ことが可能
かのう

。総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

にそこまで盛り
も  

込ま
こ  

ないのであれば、障 害 者
しょうがいしゃ

の働 く
はたらく

権利
けんり

の問 題
もんだい

として 障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

を抜 本 的
ばっぽんてき

に改 正
かいせい

してカバーする。 

○理由
りゆう

 

 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の守備
しゅび

範囲
はんい

のそもそも論議
ろんぎ

に立ち返る
た かえ 

課題
かだい

なので。 

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 就 労
しゅうろう

・通 勤
つうきん

時
じ

に要
よう

する介護
かいご

支援
しえん

サービス
さ ー び す

は労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

、就 学
しゅうがく

・通 学
つうがく

時
じ

の介護
かいご

支援
しえん

は教 育
きょういく

行 政
ぎょうせい

で役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

し、財 源
ざいげん

も各 省 庁
かくしょうちょう

で確保
かくほ

することとし、国
くに

の制度
せいど

として

位置
い ち

づけるべきである。 

○理由
りゆう

 

 現 在
げんざい

の通 勤
つうきん

の介護
かいご

については、期間
きかん

限 定
げんてい

の助 成
じょせい

であり、その後
ご

は企 業
きぎょう

に委
ゆだ

ねる

制度
せいど

となっている。この制度
せいど

では、雇用
こよう

の継 続
けいぞく

は安 定
あんてい

しない。 

 

【齋 藤
さいとう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の介 助
かいじょ

サービスは障 害 者
しょうがいしゃ

を家庭
かてい

の中
なか

に閉
と

じ込
こ

めるのではない社 会
しゃかい

参加
さんか

を

基本
きほん

とすべきであり、その意味
い み

でこれらの点
てん

のサービスは絶 対
ぜったい

に行
おこな

わなければならない

にもかかわらず、ホームヘルプということばにあるように、家
いえ

の中
なか

を中 心
ちゅうしん

に考
かんが

えるや

り方
かた

を根 本
こんぽん

から考
かんが

え直
なお

さなければならない。 

○理由
りゆう

 

 労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

や教 育
きょういく

行 政
ぎょうせい

が一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

や普通
ふつう

教 育
きょういく

における介 助
かいじょ

についてやる気
き

が

ない以 上
いじょう

、福祉
ふくし

行 政
ぎょうせい

がまずできる限
かぎ

りカバーしつつ、労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

や教 育
きょういく

行 政
ぎょうせい

の

責 任
せきにん

を明 確
めいかく

に行
い

く他
ほか

ない。 
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【坂 本
さかもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 そもそも、 障
しょう

がいのある方
かた

の生 活
せいかつ

全 体
ぜんたい

を福祉
ふくし

サービスですべてカバーすること

は困 難
こんなん

であり、労 働
ろうどう

、教 育
きょういく

等
とう

それぞれの立場
たちば

において 障
しょう

がいのある方
かた

が社 会
しゃかい

参加
さんか

できるよう支援
しえん

すべき。 

○理由
りゆう

 

 例
たと

えば職 場
しょくば

や学 校
がっこう

における介 助
かいじょ

は、現 行
げんこう

でも就 労
しゅうろう

・教 育
きょういく

施策
しさく

の中
なか

でも対 応
たいおう

されており、それらをすべて福祉
ふくし

で行 政
ぎょうせい

でというのは、町
まち

の財 政 的
ざいせいてき

にも難
むずか

しい。 

 まずは、労 働
ろうどう

、教 育
きょういく

、交 通
こうつう

、情 報
じょうほう

通 信
つうしん

などそれぞれの関 係
かんけい

機関
きかん

や行 政
ぎょうせい

機関
きかん

が、

障
しょう

がいのある方
かた

が社 会
しゃかい

参加
さんか

できるように自
みずか

ら支援
しえん

を考
かんが

えるべきである。 障
しょう

がい

に関
かん

することはすべて福祉
ふくし

行 政
ぎょうせい

や福祉
ふくし

関 係
かんけい

機関
きかん

に委
ゆだ

ねるといったやり方
かた

を認
みと

めて

しまうと、国
くに

全 体
ぜんたい

の 障
しょう

がいについての理解
りかい

や支援
しえん

も進
すす

まず、発 展 性
はってんせい

がない。 

 

【佐野
さ の

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 就 学
しゅうがく

年 齢
ねんれい

とそれ以前
いぜん

の障 害 者
しょうがいしゃ

は主
おも

に教 育
きょういく

行 政
ぎょうせい

のサービス、就 労
しゅうろう

年 齢
ねんれい

に達
たっ

す

れば主
おも

に労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

のサービス、全 年 齢 層
ぜんねんれいそう

を通
つう

じての教 育
きょういく

・労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

サービスで

カバーできない部分
ぶぶん

は総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

のサービスと考
かんが

えるのが適 当
てきとう

である。 

○理由
りゆう

 

 成 人
せいじん

年 齢
ねんれい

・就 学
しゅうがく

年 齢
ねんれい

を超
こ

えれば、障 害
しょうがい

の程度
ていど

・種 別
しゅべつ

を問
と

わず就 労
しゅうろう

の権利
けんり

があ

る。 

 

【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 おや会
かい

ぎとの合 同
ごうどう

さぎょうチーム
ち ー む

の場
ば

で検
けん

とうする。 

○理由
りゆう

 

 教
きょう

いくの保 障
ほしょう

、労
ろう

どうの保 障
ほしょう

も、それぞれの分
ぶん

やでちゃんと守
まも

られなければなら

ないから。 
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【田中
たなか

（伸
のぶ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 通 勤
つうきん

・通 学
つうがく

における移動
いどう

支援
しえん

なくして「地域
ちいき

で生 活
せいかつ

する権利
けんり

」の実 現
じつげん

はあり得
え

な

い。そして、各 障 害
かくしょうがい

特 性
とくせい

に対
たい

する専 門
せんもん

知識
ちしき

を有
ゆう

する者
もの

が移動
いどう

支援
しえん

とともに、必 要
ひつよう

な介護
かいご

を行
おこな

えるような制度
せいど

が望
のぞ

ましい。労 働
ろうどう

分野
ぶんや

、教 育
きょういく

分野
ぶんや

との役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

や財 源
ざいげん

を含
ふく

めた調 整
ちょうせい

は必 要
ひつよう

となろうが、基本的
きほんてき

に障 害 者
しょうがいしゃ

の住 居
じゅうきょ

から就 労
しゅうろう

場所
ばしょ

・学 校
がっこう

ま

での移動
いどう

と、各 就 労
かくしゅうろう

場所
ばしょ

・学
がく

校 内
こうない

での移動
いどう

については、新 法
しんぽう

における支援
しえん

が担
にな

うべ

きと考
かんが

える。 

○理由
りゆう

 

 移動
いどう

支援
しえん

は「地域
ちいき

で生 活
せいかつ

する権利
けんり

」の基盤
きばん

をなすものであるとともに、憲 法
けんぽう

２２条
じょう

で

定
さだ

める居 住
きょじゅう

移転
いてん

の自由
じゆう

を実質化
じっしつか

するものであるから、十 分
じゅうぶん

な支援
しえん

が行
おこな

われる必 要
ひつよう

が

ある。新 法
しんぽう

が障 害 者
しょうがいしゃ

の「地域
ちいき

で生 活
せいかつ

する権利
けんり

」を中 心
ちゅうしん

に据
す

える以 上
いじょう

、これに必 要
ひつよう

と考
かんが

えられる支援
しえん

は新 法
しんぽう

が担
にな

うべきである。 

 

【田中
たなか

（正
まさ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 先
ま

ずはそれぞれの分野
ぶんや

で必 要
ひつよう

と思
おも

われる事 情
じじょう

についてどこまで担 当
たんとう

省 庁
しょうちょう

の関
かか

わ

りで実 現
じつげん

できるかについてを求
もと

めてゆくことが重 要
じゅうよう

である。それまでの補完
ほかん

として、

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

などでカバ
か ば

ーできるように地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の移動
いどう

支援
しえん

などで

行
おこな

えるよう基金
ききん

などで対 応
たいおう

する。 

○理由
りゆう

 

 必 要
ひつよう

な 状 況
じょうきょう

に 対
たい

して地域
ちいき

の資源
しげん

を 創 出
そうしゅつ

してゆくことと、持続
じぞく

可能
かのう

な支援
しえん

との

バランス
ば ら ん す

は常
つね

に必 要
ひつよう

であり、支援
しえん

の担
にな

い手
て

とそれに関
かか

わるスタッフ
す た っ ふ

、かかるコスト
こ す と

と

その負担
ふたん

について適 切
てきせつ

な役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

が重 要
じゅうよう

である。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

では介 助
かいじょ

サービス
さ ー び す

はシームレス
し ー む れ す

な 形
かたち

で使
つか

えるようにすべきである。 

○理由
りゆう

 

 労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

や 教 育
きょういく

行 政
ぎょうせい

で個別
こべつ

に介 助
かいじょ

サービス
さ ー び す

を 提
つつみ

供
きょう

することは無駄
む だ

が多
おお
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いので、資金
しきん

のみ 提 供
ていきょう

し、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

サービス
さ ー び す

に業 務
ぎょうむ

を委託
いたく

するこ

とが 適 切
てきせつ

である。つまり 通 勤
つうきん

通 学
つうがく

に 介 助
かいじょ

に 要
よう

した 介 助 料
かいじょりょう

については 労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

、 教 育
きょういく

行 政
ぎょうせい

に対
たい

して 請 求
せいきゅう

をしていく方 法
ほうほう

で 行
おこな

う。そのほうが財 源
ざいげん

確保
かくほ

としてはやりやすい。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 社 会
しゃかい

参加
さんか

に必 要
ひつよう

な支援
しえん

はできる限 り
かぎ  

移動
いどう

支援
しえん

でカバー
か ば ー

すべきであると考 え る
かんが   

。そ

の際
さい

の財 源
ざいげん

は 行 政
ぎょうせい

の縦割り
たてわ  

を超えて
こ   

分 担
ぶんたん

するべき。 

○理由
りゆう

 

 通 学
つうがく

に関して
かん   

は、親
おや

が付き添い
つ  そ  

や送 迎
そうげい

などの負担
ふたん

を強いられて
し      

いることが多い
おお 

。

通 勤
つうきん

に関して
かん   

も 就 労
しゅうろう

の際
さい

の大きな
おお   

課題
かだい

となっている。福祉
ふくし

行 政
ぎょうせい

だけでなく労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

と 教 育
きょういく

行 政
ぎょうせい

との一 元 的
いちげんてき

な施策
しさく

として検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある。 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 通 勤
つうきん

・通 学
つうがく

の移動
いどう

介 助
かいじょ

を制度的
せいどてき

に保 障
ほしょう

するとともに、ヘルパ
へ る ぱ

－の私用車
しようしゃ

での

外 出
がいしゅつ

支援
しえん

を認
みと

めること。利用者
りようしゃ

によって2
ふ

人
たり

体 制
たいせい

での支援
しえん

を認
みと

めること（現 行
げんこう

でも

可能
かのう

だが、市 町 村
しちょうそん

よって制 限
せいげん

あり）。社 会
しゃかい

参加
さんか

のための行 動
こうどう

援護
えんご

サ
さ

－ビス
び す

の利用
りよう

要 件
ようけん

の緩和
かんわ

、支援
しえん

体 制
たいせい

の強 化
きょうか

、報 酬
ほうしゅう

の引
ひ

き上
あ

げ等
とう

をおこなう必 要
ひつよう

がある。 

 聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

の 就 労
しゅうろう

に 際
さい

しては、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

専 門
せんもん

技 術
ぎじゅつ

をもった

ジョブコーチ
じ ょ ぶ こ ー ち

の 継 続 的
けいぞくてき

な派遣
はけん

等
とう

が 必 要
ひつよう

である。また、 職
しょく

場 内
じょうない

での 日 常 的
にちじょうてき

な

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

環 境
かんきょう

の整備
せいび

、必 要
ひつよう

に事 業 所
じぎょうしょ

外部
がいぶ

からコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

を受
う

けること、それを支
ささ

える予算的
よさんてき

な措置
そ ち

など、基本的
きほんてき

には、労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

において予算
よさん

措置
そ ち

を含
ふく

めた対 応
たいおう

が望
のぞ

まれる。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 （縦割
たてわ

りで）相互
そうご

の連 携
れんけい

がないことから、効果的
こうかてき

な幾多
いくた

の事 業
じぎょう

がありながら使
つか

えな

いという事例
じれい

は尐
すく

なくない。問 題
もんだい

は、行 政
ぎょうせい

の各 専 門
かくせんもん

機関
きかん

や事 業 所
じぎょうしょ

、マンパワーの
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連 携
れんけい

・提 携
ていけい

が構 築
こうちく

されてないことである。 

 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

には、上 記
じょうき

の連 携
れんけい

・提 携
ていけい

を進
すす

めたり調 整
ちょうせい

したり、時
とき

に新
あら

たなサー

ビスを創 設
そうせつ

したりする権 限
けんげん

をもつ機能
きのう

をもたせ、それぞれの個別的
こべつてき

（医 療
いりょう

、介護
かいご

、

就 労
しゅうろう

、教 育
きょういく

、通 勤
つうきん

・通 学
つうがく

他
ほか

）な法
ほう

体 系
たいけい

は当 然
とうぜん

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

とも関 連
かんれん

させながら

拡 充
かくじゅう

する必 要
ひつよう

がある。 

 教 育
きょういく

の分野
ぶんや

では、特 別
とくべつ

支援
しえん

教 育
きょういく

と生 活 面
せいかつめん

での福祉的
ふくしてき

支援
しえん

との連 携
れんけい

が重 要
じゅうよう

。 

○理由
りゆう

 

 慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

の子
こ

どもたちの多
おお

くは普通
ふつう

学 級
がっきゅう

で教 育
きょういく

を受
う

けている。特 別
とくべつ

支援
しえん

教 育
きょういく

で

の支援
しえん

は教 育 的
きょういくてき

な立場
たちば

からの援 助
えんじょ

であり、日 常
にちじょう

生 活 上
せいかつじょう

の援 助
えんじょ

も教 育
きょういく

現場
げんば

では欠
か

かせない。教 育
きょういく

と福祉
ふくし

の連 携
れんけい

による支援
しえん

が望
のぞ

まれる。 

 現 行
げんこう

の障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

は、企 業
きぎょう

への援 助
えんじょ

はあっても障 害 者
しょうがいしゃ

自身
じしん

への直 接
ちょくせつ

の援 助
えんじょ

になっていない。さらに現 行
げんこう

の身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

の枠
わく

にとらわれており、難 病
なんびょう

や

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

をもつ人
ひと

たちの多
おお

くは谷間
たにま

におかれている。難 病
なんびょう

をもつ人
ひと

の就 労
しゅうろう

モデル

事 業
じぎょう

が始
はじ

まったが、正規
せいき

雇用
こよう

のみが対 象
たいしょう

であることと、法 定
ほうてい

雇用率
こようりつ

にはカウントで

きないことから、その意義
い ぎ

はあるが、すすんでいない。難 病
なんびょう

や慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

で困 難
こんなん

を抱
かか

える人
ひと

も障 害
しょうがい

の範囲
はんい

に加
くわ

えることで、障 害 者
しょうがいしゃ

としての就 労
しゅうろう

支援
しえん

も進
すす

むことになる。

さらに、疾 病
しっぺい

を伴
ともな

う障 害
しょうがい

を抱
かか

えながら就 労
しゅうろう

し続
つづ

けるための環 境
かんきょう

づくりのために、

労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

との連 携
れんけい

も不可欠
ふかけつ

である。 

 次
つぎ

のような当事者
とうじしゃ

の声
こえ

にも耳
みみ

を傾
かたむ

けるべきである。 

 「難 病
なんびょう

と認 定
にんてい

されたために会 社
かいしゃ

から退 職
たいしょく

を強
つよし

要
よう

されたり、昇 進
しょうしん

が皆無
かいむ

となった

り、一部
いちぶ

に給 与
きゅうよ

カットが現 実
げんじつ

にあり、難 病
なんびょう

を背負
せ お

っての生 活
せいかつ

負担
ふたん

を惹
ひ

起
おこ

させている。

これらのようなことのない社 会
しゃかい

構 築
こうちく

を。安 心
あんしん

して治 療
ちりょう

に専 念
せんねん

できるように。」 

 

【橋 本
はしもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 通 勤
つうきん

通 学
つうがく

の介 助
かいじょ

は認
みと

める。 

○理由
りゆう

 

 社 会
しゃかい

参加
さんか

としての支援
しえん

が有 効
ゆうこう

であり、自立
じりつ

支援
しえん

にもつながる。 
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【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 経 済 的
けいざいてき

な支援
しえん

は、いずれの行 政
ぎょうせい

機関
きかん

が負担
ふたん

してもよいと思
おも

われるが、移 動 上
いどうじょう

の

支援
しえん

技 術
ぎじゅつ

が求
もと

められる場合
ばあい

には、そのスキルをもっている福祉
ふくし

サービスとして行
おこな

うこと

が適 当
てきとう

と思
おも

われる。児童
じどう

生徒
せいと

の放課後
ほうかご

支援
しえん

、高 齢
こうれい

。障 害 者
しょうがいしゃ

のデイアクテビテイセン

ターなどの，機能
きのう

を持
も

つ体 験
たいけん

の場
ば

が多
おお

く必 要
ひつよう

とされる。 

 他
ほか

の障 害
しょうがい

への共 通
きょうつう

理解
りかい

、援 助
えんじょ

、健
けん

常 者
つねしゃ

の障 害
しょうがい

理解
りかい

の場
ば

ともなる開
ひら

かれた場
ば

が

必 要
ひつよう

。 

 マイナーイメージではない、明
あか

るいネーミングの場
ば

として 

○理由
りゆう

 

 通 勤
つうきん

、通 学
つうがく

などは暮
く

らしの中
なか

で誰
だれ

もが行
おこな

うことであり、それが障 害
しょうがい

により閉
と

ざさ

れることがあってはならない。 

 あらゆる場
ば

に他
ほか

の者
もの

との平 等
びょうどう

という思想
しそう

を根
ね

つかせるために、障 害 者
しょうがいしゃ

の参加
さんか

を

保 障
ほしょう

する必 要
ひつよう

があるので。 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 社 会
しゃかい

参加
さんか

の視点
してん

から、就 労
しゅうろう

・就 学
しゅうがく

に際
さい

しての通 勤
つうきん

・通 学
つうがく

の介 助
かいじょ

は、もちろん

保 障
ほしょう

しなければならない問 題
もんだい

である。他
ほか

の分野
ぶんや

との役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

や財 源
ざいげん

については、

関 係
かんけい

するところとの討議
とうぎ

を経
へ

て決 定
けってい

していくべきと考
かんが

える。 

○理由
りゆう

 

 この面
めん

では、これまでとかく家族
かぞく

の援 助
えんじょ

に頼
たよ

ってきたり、労 働
ろうどう

と教 育
きょういく

との役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

が明 確
めいかく

でないため、ネック
ね っ く

になってきたので、この際
さい

しっかりと検 討
けんとう

をしていく

べきである。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 まず、通 勤
つうきん

・通 学
つうがく

への支援
しえん

保 障
ほしょう

は不可欠
ふかけつ

。 

 次
つぎ

に職 場 内
しょくばない

支援
しえん

について現 行
げんこう

の労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

でも「 障 害 者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

の促 進
そくしん

等
とう

に

関する
かん

法律
ほうりつ

」でのジョブコーチ、「 職 業
しょくぎょう

能 力
のうりょく

開 発
かいはつ

促 進 法
そくしんほう

」「雇用
こよう

保険法
ほけんほう

」「雇用
こよう
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保険法
ほけんほう

施行
しこう

規則
きそく

」 等
とう

に基づく
もと

特 定
とくてい

求 職 者
きゅうしょくしゃ

雇用
こよう

開 発
かいはつ

助 成 金
じょせいきん

制度
せいど

や 様 々
さまざま

な

障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

支援
しえん

を担 当
たんとう

しているが、今後
こんご

は担 当
たんとう

部署
ぶしょ

を統 廃 合
とうはいごう

して、縦割
たてわ

りに

陥る
おちい

ことなく、総合的
そうごうてき

、横断的
おうだんてき

に実施
じっし

していくべき。 

 これらは数ヶ月
すうかげつ

の期間
きかん

限定
げんてい

制度
せいど

であり、身体
しんたい

介護
かいご

などは恒常的
こうじょうてき

に職
しょく

場内
ばない

で

活 用
かつよう

出来
で き

るパーソナルアシスタント制度
せいど

とするべき。 

 学
がっ

校内
こうない

でも身体
しんたい

介護
かいご

や行動
こうどう

支援
しえん

等
とう

は「総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

」に基づく
もと

支援
しえん

が認められる
みと

べ

き。 

 但し
ただ

財源
ざいげん

については大幅
おおはば

な拡張
かくちょう

が必 要
ひつよう

であり、学 校
がっこう

関 係
かんけい

は文部
もんぶ

科 学 省
かがくしょう

、

職 場
しょくば

関 係
かんけい

は経 済
けいざい

産 業 省
さんぎょうしょう

等
など

も責 任
せきにん

をもって 省 庁
しょうちょう

横 断 的
おうだんてき

に獲 得
かくとく

する。 

○理由
りゆう

 

 「総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

」が 障 害 者
しょうがいしゃ

の 就 学
しゅうがく

、 就 労
しゅうろう

を支援
しえん

することが 重 要
じゅうよう

であること

は当 然
とうぜん

であり、通 勤
つうきん

・通 学
つうがく

に支援
しえん

が使えない
つか

などということは論理
ろんり

矛 盾
むじゅん

であるし、

職
しょく

場内
ばない

、 教
きょう

室 内
しつない

支援
しえん

の保 障
ほしょう

も当 然
とうぜん

の事理
じ り

であるから。 

 また、権
けん

利
り

条 約
じょうやく

に基づく
もと

事 業 所
じぎょうしょ

等
など

の合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

義務
ぎ む

の履行
りこう

を公 的
こうてき

に確保
かくほ

して

いく法
ほう

整備
せいび

が必 要
ひつよう

。 

 例えば
たと

知的
ちてき

障害児
しょうがいじ

の学 校
がっこう

での 教 員
きょういん

による 教 育
きょういく

と介護人
かいごじん

による支援
しえん

の 境 界
きょうかい

線
せん

が判 然
はんぜん

とし難い
しがたい

場合
ばあい

があり得
え

るかもしれないが、それは 教 育
きょういく

と福祉
ふくし

で棲み分け
す み わ け

は

可能
かのう

である。 教
きょう

室 内
しつない

に 車
くるま

いすがあるのが当たり前
あたりまえ

のように、個別
こべつ

介護者
かいごしゃ

がいること

は何ら
なん

矛 盾
むじゅん

しない。 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 労 働
ろうどう

・雇用
こよう

については，総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の範囲
はんい

で考えない
かんがえない

が，働 く
はたらく

ために必 要
ひつよう

な人 的
じんてき

支援
しえん

（移動
いどう

支援
しえん

やコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

，環 境
かんきょう

整備
せいび

など）については，総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の中
なか

で行 う
おこなう

． 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 通 勤
つうきん

や通 学
つうがく

等
など

、生 活
せいかつ

支援
しえん

（社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

支援
しえん

）として必 要
ひつよう

とされる部分
ぶぶん

について

は支援
しえん

する。 教 育
きょういく

の場
ば

や労 働
ろうどう

の場
ば

における支援
しえん

については、福祉
ふくし

施策
せさく

との連 携
れんけい

も



70 

 

含 め
ふく  

、各施策
かくせさく

において議論
ぎろん

されるべき。 

○理由
りゆう

 

 就 労
しゅうろう

・ 就 学
しゅうがく

は 障 害
しょうがい

のある 人 々
ひとびと

の生きがい
い    

となる 重 い
おも  

意味
い み

がある。 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の 対 応
たいおう

できる支援
しえん

の範囲
はんい

としてどこまで可能
かのう

であるのかを整理
せいり

した上
うえ

で、

各施策
かくせさく

との整 合
せいごう

を図りつつ
はか    

役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

と連 携
れんけい

により必 要
ひつよう

な支援
しえん

を保 障
ほしょう

することが

求められる
もと       

と 考 え る
かんが    

ため。 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 全
すべ

てを 障
しよう

害
がい

福
ふく

祉
し

が負
ふ

担
たん

するのでなく、移
い

動
どう

に必
ひつ

要
よう

な支
し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

な場
ば

合
あい

、通
つう

学
がく

時
じ

は学
がつ

校
こう

教
きよう

育
いく

で移
い

動
どう

の保
ほ

障
しよう

をし、通
つう

勤
きん

時
じ

、 就
しゆう

労
ろう

時
じ

は 職
しよく

場
ば

が保
ほ

障
しよう

する等
とう

の

調
ちよう

整
せい

が必
ひつ

要
よう

。 

○理
り

由
ゆう

 

 厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しよう

、市
し

町
ちよう

村
そん

の判
はん

断
だん

で移
い

動
どう

の支
し

援
えん

の内
ない

容
よう

に地
ち

域
いき

間
かん

格
かく

差
さ

が 生
しよう

じて

きている。財
ざい

政
せい

的
てき

な負
ふ

担
たん

が問
もん

題
だい

になるのなら、全
ぜん

省
しよう

庁
ちよう

で 調
ちよう

整
せい

して移
い

動
どう

の保
ほ

障
しよう

を実
じつ

現
げん

すべきでないか。 

 

【宮田
みやた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 通 勤
つうきん

・通 学
つうがく

における移動
いどう

支援
しえん

を個別
こべつ

給 付
きゅうふ

とし、 就 労
しゅうろう

や 就 学
しゅうがく

における物理的
ぶつりてき

弊 害
へいがい

を除 去
じょきょ

する。財 源
ざいげん

は総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

を原 則
げんそく

とするが、特 別
とくべつ

支援
しえん

学 校
がっこう

については、

子ども
こ ど も

とほぼ同 数
どうすう

の 教 員
きょういん

や介 助 員
かいじょいん

が配置
はいち

されており 職 員
しょくいん

による送 迎
そうげい

の制度化
せいどか

も考慮する。 両 親
りょうしん

が 就 労
しゅうろう

している場合
ばあい

には、児童
じどう

デイサービス
で い さ ー び す

や放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブ
く ら ぶ

等
など

への送 迎
そうげい

も 対 象
たいしょう

とする。 

○理由
りゆう

 

 地域
ちいき

の学 校
がっこう

・企 業
きぎょう

に 就 学
しゅうがく

・就 労
しゅうろう

した障 害 児
しょうがいじ

・者
しゃ

の送 迎
そうげい

が移動
いどう

支援
しえん

の 対 象
たいしょう

とならない地域
ちいき

が多く
おおく

、社 会
しゃかい

参加
さんか

の大きな
おおきな

弊 害
へいがい

となっている。特 別
とくべつ

支援
しえん

学 校
がっこう

就 学 児
しゅうがくじ

についても、医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が必 要
ひつよう

な場合
ばあい

には家族
かぞく

による送 迎
そうげい

が必 要
ひつよう

な場合
ばあい

が多い。こ

のような問 題
もんだい

は、本 人
ほんにん

の社 会
しゃかい

参加
さんか

を制 限
せいげん

するだけでなく、親
おや

・家族
かぞく

の生 活 圏
せいかつけん

や

労 働 権
ろうどうけん

も侵 害
しんがい

する危険性
きけんせい

をもっているので、的 確
てきかく

なケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

を前 提
ぜんてい

に支援
しえん
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対 象
たいしょう

を拡 大
かくだい

する必 要
ひつよう

がある。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

に応
おう

じて、人 生
じんせい

の 目 標
もくひょう

、いきがいづくり、社 会
しゃかい

における役 割
やくわり

な

どを 目 標
もくひょう

とした課題
かだい

を設 定
せってい

して、到 達
とうたつ

可能
かのう

な生 活
せいかつ

の 充 実
じゅうじつ

を図
はか

ることが大 切
たいせつ

で

ある。生 活
せいかつ

は、縦割
たてわ

り 行 政
ぎょうせい

によって分 断
ぶんだん

されるべきではなく、一つ
ひ と

ひとつの活 動
かつどう

や

参加
さんか

に一 連
いちれん

のつながりと関 係 性
かんけいせい

があることに留 意
りゅうい

して、総 合 的
そうごうてき

に 目 標
もくひょう

を設 定
せってい

す

る必 要
ひつよう

がある。そのためには、選択肢
せんたくし

としてのサービス
さ ー び す

の活 用
かつよう

においては横 断 的
おうだんてき

、

円 滑
えんかつ

な活 用
かつよう

が求
もと

められる。 

 財 源
ざいげん

確保
かくほ

においては、これまでの実 績
じっせき

をもとに、労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

、 教 育
きょういく

行 政
ぎょうせい

など

で活 用
かつよう

していた財 源
ざいげん

を持
も

ち寄
よ

り、より良
よ

い支援
しえん

に結
むす

び付
つ

けるシステム
し す て む

を構 築
こうちく

すべきと

考
かんが

えられる。そのためには、今後
こんご

の取
と

り組
く

みについてモニタリング
も に た り ん ぐ

を 行
おこな

うなどをして、

より実 践 的
じっせんてき

な取
と

り組
く

みの 充 実
じゅうじつ

を図
はか

る必 要
ひつよう

がある。 

○理由 

 障 害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、生 活
せいかつ

に必 要
ひつよう

な支援
しえん

は、縦割
たてわ

り 行 政
ぎょうせい

によって分 断
ぶんだん

さ

れるべきではなく、そのための支援
しえん

は総 合 的
そうごうてき

に構 築
こうちく

されるべきである。 
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論 点
ろんてん

D
でぃー

-3-2) 居場所
いばしょ

機能
きのう

など広
ひろ

く仲間
なかま

との 交 流
こうりゅう

や文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

活 動
かつどう

などについてど

う 考
かんが

え、確保
かくほ

していくための体 系
たいけい

はどう 考
かんが

えるか？ 

 

【朝比奈
あさひな

委員
いいん

】 

○結論 

 居場所
いばしょ

機能
きのう

は社 会 的
しゃかいてき

孤立
こりつ

を防ぐ
ふせぐ

意味
い み

できわめて 重 要
じゅうよう

。補助
ほじょ

金
きん

については、家賃
やちん

や

人件費
じんけんひ

など年 額
ねんがく

で一 定
いってい

の金 額
きんがく

を保 障
ほしょう

したうえで、利用者数
りようしゃすう

に応じて
おうじて

上乗せ
うわのせ

される

ような仕組み
し く み

が必 要
ひつよう

。 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の生
い

きがい作
づく

りのため、交 流
こうりゅう

や文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

活 動
かつどう

は重 要
じゅうよう

なものであり、

体 系 的
たいけいてき

な位置
い ち

づけが必 要
ひつよう

。ただし、国
くに

が一 律
いちりつ

に決
き

めるべきものではなく、地域
ちいき

の

自主性
じしゅせい

を発揮
はっき

出来
で き

るような仕組
し く

みとするとともに必 要
ひつよう

な財 源
ざいげん

措置
そ ち

を講
こう

ずるべき。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

○結論 

 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

によって、就 労
しゅうろう

、それに向けた
む け た

訓 練
くんれん

への駆り立て
か り た て

により、地域
ちいき

から安 心
あんしん

安 全
あんぜん

をかもしだす「居場所
いばしょ

機能
きのう

(くつろぎの自由
じゆう

空 間
くうかん

／ドロップイン
ど ろ っ ぷ い ん

)」が

消 失
しょうしつ

した。 

 働 く
はたらく

ことが生 活
せいかつ

、暮らし
く ら し

の 中 心
ちゅうしん

になりにくく、現 状
げんじょう

のサービス
さ ー び す

事 業
じぎょう

への参加
さんか

が

困 難
こんなん

な人
ひと

たちか存 在
そんざい

するなか、この
”
“居場所

いばしょ

機能
きのう

”を再 興
さいこう

すべし。翻 っ て
ひるがえって

そのこと

は、長い
ながい

歴史
れきし

を有し
ゆうし

、わが国
わがくに

固有
こゆう

の文化
ぶんか

とも言う
い う

べき「小規模
しょうきぼ

作 業 所
さぎょうしょ

」や、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の在 宅
ざいたく

支援
しえん

の 急 先 鋒
きゅうせんぽう

だった「精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

」が

果たして
は た し て

きた役 割
やくわり

や機能
きのう

への再 評 価
さいひょうか

と事 業
じぎょう

としての再 構 築
さいこうちく

を求める
もとめる

ことであり、

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援
しえん

法 的
ほうてき

仕様
しよう

では、「地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センター
せ ん た ー

」を 行
ぎょう

財 政 的
ざいせいてき

に 脆 弱
ぜいじゃく

な

市 町 村
しちょうそん

事 業
じぎょう

としてではなく、国
くに

の明 確
めいかく

な責 任 性
せきにんせい

において実施
じっし

することを求める
もとめる

も

のである。さらに居場所
いばしょ

の発 想
はっそう

を広げる
ひろげる

中
なか

で、障 害 者
しょうがいしゃ

のみの場
ば

ではなく、小 学
しょうがっ

校区
こうく

くらいで、高 齢 者
こうれいしゃ

も 障 害 者
しょうがいしゃ

も、誰
だれ

もが集い
つどい

、地域
ちいき

でのつながりを作って
つくって

いく場
ば

の

必 要 性
ひつようせい

を 地域
ちいき

福祉
ふくし

増 進
ぞうしん

の 観 点
かんてん

か ら 想う
おもう

。 そ れ を コーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

す る 人 材
じんざい
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(コミュニティーワーカー
こ み ゅ に て ぃ ー わ ー か ー

)等
など

の確保
かくほ

も必 要
ひつよう

。 

○理由 

 働 く
はたらく

事
こと

に重き
おもき

を置く
お く

社 会 的
しゃかいてき

風 潮
ふうちょう

の高まり
たかまり

によって、それに添えない
そ え な い

人
ひと

たちに

冷ややか
ひ や や か

な眼差し
まなざし

を送る
おくる

傾 向
けいこう

の強まり
つよまり

がとても気がかり
き が か り

。この間
かん

理念
りねん

としても 醸 成
じょうせい

さ

れてきた「 共 感
きょうかん

や 共 生
きょうせい

の社 会
しゃかい

」への市民
しみん

感 情
かんじょう

が揺らぎかねない
ゆ ら ぎ か ね な い

という危惧
き ぐ

が募る
つのる

（ 障 害
しょうがい

に胡坐
あぐら

をかいて．．などの 論 調
ろんちょう

）。 障 害
しょうがい

やハンデ
は ん で

があってもなくても、とも

に暮らして
く ら し て

いく地域
ちいき

や街づくり
まちづくり

、共 感
きょうかん

と 共 生
きょうせい

の“福祉
ふくし

コミュニティー
こ み ゅ に て ぃ ー

（要援護者
ようえんごしゃ

を

包み込む
つつみこむ

地域
ちいき

社 会 力
しゃかいちから

）”の創 造
そうぞう

をしっかりと包 摂
ほうせつ

した施策
しさく

のありようを強く
つよく

求める
もとめる

。

そして社 会 的
しゃかいてき

な居場所
いばしょ

は、本 人
ほんにん

のエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

を高めて
たかめて

いくことと思う
おもう

。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 特 別
とくべつ

な体 系
たいけい

は必 要
ひつよう

ないと考
かんが

える。社 会
しゃかい

参加
さんか

の視点
してん

からは一 般
いっぱん

市民
しみん

との交 流
こうりゅう

が

重 要
じゅうよう

。心
こころ

のバリアフリーを推 進
すいしん

するためにも障 害 者
しょうがいしゃ

だけのサロン的
てき

な居場所
いばしょ

はそれ

ほど重 要
じゅうよう

ではない。 

 社 会
しゃかい

福 祉 協
ふくしきょう

議会
ぎかい

やまちづくりのサークル活 動
かつどう

に積 極 的
せっきょくてき

に参加
さんか

していくことが

重 要
じゅうよう

。 

 ただし、芸 術
げいじゅつ

活 動
かつどう

など障 害 者
しょうがいしゃ

の発 表
はっぴょう

の機会
きかい

確保
かくほ

は保 障
ほしょう

されなければならない。 

○理由
りゆう

 

 居場所
いばしょ

を含
ふく

めて交 流
こうりゅう

や文化
ぶんか

活 動
かつどう

は、障 害 者
しょうがいしゃ

に限
かぎ

ったことではない。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 広
ひろ

く 一般市民
いっぱんしみん

との 交 流
こうりゅう

や文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

活 動
かつどう

などを身近
みぢか

な地区
ち く

センタ
せ ん た

ーや

カルチャーセンタ
か る ち ゃ ー せ ん た

ー、スポーツセンタ
す ぽ ー つ せ ん た

ーなどでともに 行
おこな

えるようにする必 要
ひつよう

がある。

また同時
どうじ

に 障 害
しょうがい

のある仲間
なかま

たちが安 心
あんしん

して気軽
きがる

に集
つど

える「たまり場
ば

」的
てき

要素
ようそ

をもつ

場所
ばしょ

も必 要
ひつよう

である。 

○理由
りゆう

 

 発 達
はったつ

障 害
しょうがい

の場合
ばあい

、かなり高度
こうど

で豊
ゆた

かな趣味
しゅみ

を持
も

っている人
ひと

もいるが、他者
たしゃ

とそれ

を 交 流
こうりゅう

させる活 動
かつどう

展 開
てんかい

に弱
よわ

いところがある。この点
てん

を支援
しえん

できる地域
ちいき

資源
しげん

を用意
ようい

で
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きることが望
のぞ

ましい。例
たと

えば、絵画
かいが

を趣味
しゅみ

にしている人
ひと

同士
どうし

が集
つど

う、そこに、地域
ちいき

の人
ひと

たちも自然
しぜん

な 形
かたち

で参加
さんか

するといったことが可能
かのう

になるような文化
ぶんか

拠 点
きょてん

をセッティング
せ っ て ぃ ん ぐ

するための支援
しえん

機能
きのう

や人 材
じんざい

が必 要
ひつよう

である。また一 般 的
いっぱんてき

な広
ひろ

がりに欠
か

ける色合
いろあ

いの

趣味
しゅみ

活 動
かつどう

であっても、その人
ひと

たちのつながりができれば、一
ひと

つの文化
ぶんか

活 動
かつどう

となり、

社 会
しゃかい

自体
じたい

が自然
しぜん

な 形
かたち

で多様性
たようせい

を 認
みと

める契機
けいき

ともなる。スポーツ
す ぽ ー つ

に 関
かん

しても

ユニバーサル
ゆ に ば ー さ る

に楽
たの

しめるものなどをもっと普 及
ふきゅう

させていくための後押
あとお

しが必 要
ひつよう

である。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 知的
ちてき

障 害
しょうがい

のある人
ひと

たちにとって、仲間
なかま

との交 流
こうりゅう

、ピアサポートなどの本 人
ほんにん

活 動
かつどう

や

美 術
びじゅつ

、演 劇
えんげき

、演 奏
えんそう

などの文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

活 動
かつどう

は、本 人
ほんにん

のエンパワメントやＱＯＬの視点
してん

から重 要
じゅうよう

な活 動
かつどう

であり、全 国 的
ぜんこくてき

にも広
ひろ

がりを見
み

せている。制度的
せいどてき

には現 行
げんこう

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

を拡 充
かくじゅう

していくことが考
かんが

えられる。 

 

【岡部
おかべ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

等
とう

の枠組
わくぐ

みは、セルフヘルプ・グループやピア・サポート、プロ

シューマー事 業
じぎょう

等
とう

について積 極 的
せっきょくてき

な助 成
じょせい

措置
そ ち

を行
おこな

うことにこそ活 用
かつよう

されるべき。 

 

【小田島
おだじま

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 当事者
とうじしゃ

団 体
だんたい

の活 動
かつどう

にお金
おかね

を出せる
だ せ る

制度
せいど

をつくる。 

○理由
りゆう

 

 当事者
とうじしゃ

が集まって
あつまって

話し合える
は なしあ える

場所
ばしょ

はとても 重 要
じゅうよう

だから。 

 

【門屋
かどや

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーは基本
きほん

資源
しげん

としてどこにでもあるようにすべきです。居場所
いばしょ

機能
きのう

を土台
どだい

として、地域
ちいき

によってはデイサービス
で い さ ー び す

・デイケア
で い け あ

・日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

といった機能
きのう

を持
も

つことも可能
かのう

とすべきです。趣味
しゅみ

など個人
こじん

的
てき

活 動
かつどう

については一 般
いっぱん

文化
ぶんか

活 動
かつどう

への



75 

 

参加
さんか

促 進
そくしん

を行
おこな

うべきと考
かんが

えています。重
おも

い障 害
しょうがい

の人
ひと

の楽
たの

しみ、余暇
よ か

活 動
かつどう

などは

社 会
しゃかい

参加
さんか

メニュ
め に ゅ

ーの一
ひと

つとしてサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

を考
かんが

えるべきです。 

○理由
りゆう

 

 尐
すく

ない人 口
じんこう

規模
き ぼ

地域
ちいき

では資源
しげん

がないこともあるので、基本
きほん

資源
しげん

として「たまり場
ば

」資源
しげん

は必 要
ひつよう

と考
かんが

えています。 

 

【川 崎
かわさき

（洋
よう

）委員
いいん

】 

○結論 

 引きこもりがち
ひ き こ も り が ち

な 精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

にとっては、仲間
なかま

との 交 流
こうりゅう

の場
ば

としての居場所
いばしょ

は

人 間
にんげん

関係作り
かんけいづくり

には欠かせない
か か せ な い

。 現 状
げんじょう

の地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センター
せ ん た ー

が機能
きのう

をもっと

充 実
じゅうじつ

させ、居場所
いばしょ

であり、相 談
そうだん

できる場
ば

であり、 芸 術
げいじゅつ

活 動
かつどう

などに参加
さんか

できる場
ば

に

発 展
はってん

できるとよい。 

○理由 

 仲間
なかま

に出会う
で あ う

場所
ばしょ

に行って
い っ て

、引きこもり
ひ き こ も り

の人
ひと

が地域
ちいき

に出かける
で か け る

ようになり 症 状
しょうじょう

がよ

くなった事例
じれい

が 精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

について聞く
き く

ことが多い
おおい

。 

 

【君 塚
きみづか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 図書館
としょかん

．公 民 館
こうみんかん

．保育所
ほいくじょ

，小 学 校
しょうがっこう

などの単位
たんい

で地域
ちいき

既存
きそん

施設
しせつ

活 用
かつよう

し、地域
ちいき

へ

アッピール
あ っ ぴ ー る

する．一 般
いっぱん

の人
ひと

と同
おな

じ空 間
くうかん

が利用
りよう

できるシステ
し す て

、．受
う

け入
い

れ対 応
たいおう

できる

専門家
せんもんか

の配置
はいち

をする。 

○理由
りゆう

 

 特 別
とくべつ

でない日 常 的
にちじょうてき

な環 境
かんきょう

を利用
りよう

することで，地域
ちいき

住 民
じゅうみん

のパンパワ
ぱ ん ぱ わ

ーを活 用
かつよう

する．

それが将 来 的
しょうらいてき

に利用
りよう

するかも知
し

れない環 境
かんきょう

として地域
ちいき

住 民
じゅうみん

がそれぞれの地
ち

にあった

体 系
たいけい

を作
つく

り上
あ

げるようになる可能性
かのうせい

があることに意味
い み

があり，定 着
ていちゃく

しやすい．  

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 居場所
いばしょ

機能
きのう

は必 要
ひつよう

である。現 行
げんこう

の地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの実 態
じったい

を２つに分
わ

け、

デイアクティビティ
で い あ く て ぃ び て ぃ

の機能
きのう

は生 活
せいかつ

介護
かいご

と統 合
とうごう

した「活 動
かつどう

支援
しえん

の場
ば

」とし、居場所
いばしょ

機能
きのう
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は地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーに持
も

たせてはどうか。 

○理由
りゆう

 

 支 給
しきゅう

決 定
けってい

を受
う

けずに、自由
じゆう

に、立
た

ち寄
よ

る、交 流
こうりゅう

する場
ば

は、地域
ちいき

の中
なか

に不可欠
ふかけつ

である。 

 

【坂 本
さかもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 そもそも、障
しょう

がいのある方
かた

の社 会
しゃかい

参加
さんか

支援
しえん

を福祉
ふくし

サービスですべてカバーするこ

とは困 難
こんなん

であり、文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

等
とう

についてもそれぞれの立場
たちば

において 障
しょう

がいのある方
かた

が社 会
しゃかい

参加
さんか

できるよう支援
しえん

すべき。 

○理由
りゆう

 

 障
しょう

がいに関
かん

することはすべて福祉
ふくし

行 政
ぎょうせい

や福祉
ふくし

関 係
かんけい

機関
きかん

に委
ゆだ

ねるといったやり

方
かた

を認
みと

めてしまうと、国
くに

全 体
ぜんたい

の 障
しょう

がいについての理解
りかい

や支援
しえん

も進
すす

まず、発 展 性
はってんせい

がない。 

 

【佐野
さ の

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 同 障 者
どうしょうしゃ

との交 流
こうりゅう

や文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

活 動
かつどう

をすることは、障 害
しょうがい

を受 容
じゅよう

し、自分
じぶん

を見
み

つめ

なおし、社 会
しゃかい

に参加
さんか

していくために必 要
ひつよう

不可欠
ふかけつ

のことです。このような活 動
かつどう

に対
たい

する

助 成
じょせい

や必 要
ひつよう

な支援
しえん

を進
すす

めるために制度化
せいどか

をすべきである。 

 

【清水
しみず

委員
いいん

】 

○結論 

 自治体
じちたい

のそれぞれの実 態
じったい

の中
なか

で、市民
しみん

参 画
さんかく

のもと、創 造 的
そうぞうてき

・構 築 的
こうちくてき

に展 開
てんかい

され

ていかなければならない。 

○理由 

 市民
しみん

みんなでつくる、「
｛

まちの豊かさづくり
ゆた

」
｝

として、 障 害
しょうがい

を持つ
も

人
ひと

たちが居る
い

こ

との価値
か ち

をまちの 力
ちから

にしていく仕組み
し く

として、いくつもの創 造 的
そうぞうてき

取り組み
と   く

ができる

可能性
かのうせい

があると思います
おも

。そういう風
ふう

にすすめていける体 系
たいけい

に。 
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【竹 端
たけばた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 「○○したい」をかなえるための支
ささ

え（日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

）の一
ひと

つとして考
かんが

えるべき。 

○理由
りゆう

 

 活 動
かつどう

を細
こま

かくわける必
ひつ

ようはない。あえてわけるのであれば、「日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

」の一
ひと

つ

として、昔
むかし

の精
せい

しん障 害 者
しょうがいしゃ

ちいき生 活
せいかつ

支
し

えんセンタ
せ ん た

ーのような、ゆるやかな「いばし

ょ」「たまり場
ば

」の機
き

のうをふっかつさせた方
ほう

がよい。 

 

【田中
たなか

（正
まさ

）委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 各都道府県
かくとどうふけん

に文化
ぶんか

芸術
げいじゅつ

の拠点
きょてん

を整備
せいび

する。美術
びじゅつ

においては、精神科
せいしんか

病院
びょういん

、福祉
ふくし

施設
しせつ

な

どにおいて優
すぐ

れた作品
さくひん

を創造
そうぞう

している人
ひと

達
たち

の調査
ちょうさ

・研究
けんきゅう

機能
きのう

も併 設
へいせつ

する。また、展示
てんじ

に

おいて独自
ど く じ

の展示
てんじ

スペース
す ぺ ー す

か、国立
こくりつ

・公
こう

立
たて

美術館
びじゅつかん

などとの連 携
れんけい

で、展覧会
てんらんかい

を開催
かいさい

す

る。障害者
しょうがいしゃ

の作品
さくひん

はすべて素晴
す ば

らしいという観 点
かんてん

ではなく、質
しつ

が高
たか

い作品
さくひん

を評
ひょう

価
か

する

仕組
し く

みも併
あわ

せて構築
こうちく

する。 

○理由
りゆう

 

 パリ
ぱ り

市
し

立
りつ

美術館
びじゅつかん

において、２０１０年
ねん

３月
がつ

より１０ヶ月間
かげつかん

にわたり、日本
にほん

の作家
さっか

６

３名
めい

、１０００点
てん

の作品
さくひん

が、美術館
びじゅつかん

の主催
しゅさい

で開
かい

催
さい

されている。そしてこのことは、N

ＨＫの「日曜
にちよう

美術館
びじゅつかん

」でも。特集
とくしゅう

として取
と

り上
あ

げられるなど、福祉
ふくし

の枠
わく

を超
こ

えて美術
びじゅつ

の

分野
ぶんや

でも大
おお

きな話題
わだい

となっている。国内
こくない

において障害者
しょうがいしゃ

のエンパワーメント
え ん ぱ わ ー め ん と

を叫
さけ

ばれて

久
ひさ

しいが、まさにこの取
と

り組
く

みがエンパワーメント
え ん ぱ わ ー め ん と

となり、芸術
げいじゅつ

の都
みやこ

フランス
ふ ら ん す

のパリ
ぱ り

に

おいて証明
しょうめい

された。我
わ

が国
く

においてもその体 制
たいせい

整備
せいび

が求
もと

められている。 

 

【中 西
なかにし

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 当事者
とうじしゃ

の企画
きかく

運 営
うんえい

によって、 行 政
ぎょうせい

が補助
ほじょ

金
きん

を出
だ

して運 営
うんえい

補助
ほじょ

を 行
おこな

っていく

方 式
ほうしき

がふさわしい。 

○理由
りゆう

 

 小規模
しょうきぼ

でも基本
きほん

ベース
べ ー す

の資金
しきん

は必 要
ひつよう

なので、事務所
じむしょ

と人件費分
じんけんひぶん

は 障 害 者
しょうがいしゃ

が 2名
めい

以 上
いじょう

利用
りよう

する組織
そしき

で確保
かくほ

されるようにし、それ以 上
いじょう

人 数
にんずう

が増
ふ

えると加算
かさん

されるような
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方 式
ほうしき

で補助
ほじょ

金
きん

が支 給
しきゅう

されるべきである。活 動
かつどう

内 容
ないよう

については問
と

わないこととし、

参加
さんか

する 障 害 者
しょうがいしゃ

人 数
にんずう

のみの支 給
しきゅう

とすることは 障 害 者
しょうがいしゃ

にプレッシャー
ぷ れ っ し ゃ ー

をかけず、

運 営
うんえい

主 体 者
しゅたいしゃ

にモチベーション
も ち べ ー し ょ ん

をあたえることになる。このような 交 流
こうりゅう

の場
ば

が、

障 害 者
しょうがいしゃ

のエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

につながり、その後
ご

の社 会
しゃかい

貢 献
こうけん

につながって、誰
だれ

もが住
す

み

やすいまちづくりの基本
きほん

になるので、 行 政
ぎょうせい

が資金
しきん

提 供
ていきょう

する意味
い み

があり、見返
みかえ

りも

充 分
じゅうぶん

にある。 障 害 者 側
しょうがいしゃがわ

も 主 体 的
しゅたいてき

活 動
かつどう

できる 障 害 者
しょうがいしゃ

を 養 成
ようせい

するように

様
さまざま

々な機会
きかい

で 障 害 者
しょうがいしゃ

のエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

をはかる必 要
ひつよう

があるが、それは生 育
せいいく

の

初期
しょき

段 階
だんかい

から、 介 助 者
かいじょしゃ

を 使
つか

って 主 体 的
しゅたいてき

に生
い

きることからうまれてくるので、

ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

やや生 活
せいかつ

支援
しえん

のサービス
さ ー び す

の 充 実
じゅうじつ

が基本
きほん

としてあり、この活 動
かつどう

が成
な

り立
た

つことを理解
りかい

すべきである。 

 もちろんこれらの 交 流
こうりゅう

や活 動
かつどう

の中
なか

で、個別
こべつ

給 付
きゅうふ

の介 助
かいじょ

サービス
さ ー び す

が使
つか

えることに

していくことが当 然
とうぜん

であり、その活 動
かつどう

の場
ば

の 職 員
しょくいん

に介 助
かいじょ

の負担
ふたん

を課
か

してはならない。

従 来
じゅうらい

の作 業 所
さぎょうじょ

は通 所 中
つうしょなか

の介 助
かいじょ

時間
じかん

を認
みと

めてこなかった。これも 就 労
しゅうろう

の場
ば

と

同 等
どうとう

の位置
い ち

づけで個別
こべつ

介 助
かいじょ

を認
みと

めるべきである。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 仲間
なかま

との 交 流
こうりゅう

や文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

活
かつ

は市民
しみん

としての社 会
しゃかい

参加
さんか

の視点
してん

から 重 要
じゅうよう

な活 動
かつどう

である。そのためには、移動
いどう

手 段
しゅだん

としての移動
いどう

支援
しえん

と活 動
かつどう

の場
ば

としての地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センター
せ ん た ー

が 重 要
じゅうよう

となる。 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

は手話
しゅわ

等
とう

で自由
じゆう

に話
はな

し合
あ

える、様 々
さまざま

なろうコミュニティ
こ み ゅ に て ぃ

の場
ば

が必 要
ひつよう

である。聴 覚
ちょうかく

障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

団 体
だんたい

の活 動
かつどう

支援
しえん

、地域
ちいき

の手話
しゅわ

サークル
さ ー く る

・要 約
ようやく

筆記
ひっき

サークル
さ ー く る

等
とう

の活 動
かつどう

支援
しえん

、 

ろう重 複
ちょうふく

障 害 者
しょうがいしゃ

が日々
ひ び

集
つど

い、手話
しゅわ

等
とう

で自由
じゆう

に話
はな

し楽
らく

しく過
す

ごせる「集
つど

いの場
ば

」作
つく

り

への支援
しえん

が必 要
ひつよう

である。 
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【野原
のはら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ニーズはさまざまであるが、普通
ふつう

の人
ひと

がもつ当
あ

たり前
まえ

のニーズには当 然
とうぜん

応
こた

えるべき

である。 

 

【 東 川
ひがしがわ

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 上 記
じょうき

のように、まずは院 内
いんない

でのたまり場
ば

の確保
かくほ

、等
とう

から始
はじ

まるのもよし、ぴあサポ

ート体 制
たいせい

から広
ひろ

く視野
し や

を拡 大
かくだい

していくためのサポートが行
おこな

われる様
さま

な資金
しきん

援 助
えんじょ

や

人 的
じんてき

支援
しえん

が大 切
たいせつ

。 

 現 行
げんこう

の地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センターを見直
みなお

すこととあわせて、障 害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も

市民
しみん

として活 用
かつよう

できるユニバーサルな形
かたち

のものとして障 害 者
しょうがいしゃ

計 画
けいかく

の中
なか

で整備
せいび

して

いくことやボランティア育 成
いくせい

事 業
じぎょう

などと合
あ

わせて考
かんが

えられないか。 

○理由
りゆう

 

 人
ひと

とのつながりで人
ひと

は生
い

きられるから。すべての人
ひと

を孤立
こりつ

させてはならない。 

 

【広田
ひろた

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 居場所
いばしょ

は精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

にとって重 要
じゅうよう

 

 文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

活 動
かつどう

は既存
きぞん

の社 会
しゃかい

資源
しげん

の中
なか

でやれる様
よう

にしてほしい 

○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の社 会
しゃかい

参加
さんか

が拡
ひろ

がり、結果
けっか

として啓 発
けいはつ

につながる 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

で豊
ゆたか

に生
い

きていくためには、欠
か

かせない分野
ぶんや

であり、当 然
とうぜん

総 合
そうごう

福祉
ふくし

法
ほう

の中
なか

に

位置付
い ち づ

け、障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

を中 心
ちゅうしん

に自治体
じちたい

、専門家
せんもんか

などによる検 討
けんとう

会議
かいぎ

を設置
せっち

し、施策
しさく

の実 現
じつげん

を図
はか

っていくべきである。 

○理由
りゆう

 

 これまでも自主的
じしゅてき

に地域
ちいき

で取
と

り組
く

まれてきている放課後
ほうかご

対 策
たいさく

や共 同
きょうどう

の文化
ぶんか

活 動
かつどう

な
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ど、実 践
じっせん

活 動
かつどう

に援 助
えんじょ

し、法 的
ほうてき

な位置付
い ち づ

けをしていくことも重 要
じゅうよう

である。 

 

【藤井
ふじい

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 ピア・サポート活 用
かつよう

の観 点
かんてん

からも仲間
なかま

との交 流
こうりゅう

や文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

活 動
かつどう

などに対
たい

する

助 成
じょせい

などの支援
しえん

事 業
じぎょう

を制度化
せいどか

するべきである。 

○理由
りゆう

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

第
だい

26条
じょう

1項
こう

には地域
ちいき

における自立
じりつ

とインクルージョンの達 成
たっせい

のた

めにピア・サポートを活 用
かつよう

するとあり、この条 項
じょうこう

の推 進
すいしん

を具体化
ぐたいか

する施策
しさく

が必 要
ひつよう

で

あるため。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

に代わり
か

日中
にっちゅう

活動
かつどう

支援
しえん

センター事業
じぎょう

を作る
つく

。 

○理由
りゆう

 

 全て
すべ

の人
ひと

が 排 除
はいじょ

されることなく 社 会
しゃかい

的
てき

に 包 摂
ほうせつ

され、文化的
ぶんかてき

生 存 権
せいぞんけん

と 幸 福
こうふく

追 求 権
ついきゅうけん

が保 障
ほしょう

される制度
せいど

を。 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

○結論 

 精 神
せいしん

障 害
しょうがい

のある人
ひと

の場合
ばあい

に，安 心
あんしん

して過ごせる
す ご せ る

場所
ばしょ

が複 数
ふくすう

あることが必 要
ひつよう

であ

る．仲間
なかま

同
どう

士
し

の出会い
で あ い

の機会
きかい

を得たり
え た り

，社 会
しゃかい

参加
さんか

や生きがい
い き が い

につながるような体 験
たいけん

の場
ば

が豊富
ほうふ

に準 備
じゅんび

されることが必 要
ひつよう

である．デイアクティビティセンター
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た ー

のような体 系
たいけい

．

多様
たよう

な人
ひと

が利用
りよう

することを考える
かんがえる

と，移動
いどう

支援
しえん

が必 要
ひつよう

． 

 

【三浦
みうら

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 可能
かのう

な 限 り
かぎ  

一 般
いっぱん

施策
せさく

の 中
なか

で 考 え
かんが  

、 一 般
いっぱん

資源
しげん

へのアクセス
あ く せ す

保 障
ほしょう

の 面
めん

からも

検 討
けんとう

する。また、地域
ちいき

の 状 況
じょうきょう

に応じて
おう   

地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

（地
ち

活
かつ

や社 会
しゃかい

参加
さんか

促 進
そくしん

など）を有 効
ゆうこう

に活 用
かつよう

して確保
かくほ

する。 
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○理由
りゆう

 

 関 連
かんれん

する 一 般
いっぱん

施策
せさく

の 中
なか

において 障 害 者
しょうがいしゃ

に 対 す る
たい    

適 切
てきせつ

な 配 慮
はいりょ

がなされ、

交 流
こうりゅう

や文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

活 動
かつどう

が促 進
そくしん

されるべきであるが、地域
ちいき

によって一 般
いっぱん

施策
せさく

の内 容
ないよう

や展 開
てんかい

の度合い
ど あ  

に差異
さ い

があることも考 え ら れ る
かんが       

ため、そのような場合
ばあい

には、福祉
ふくし

施策
せさく

として適 切
てきせつ

に機会
きかい

と場
ば

を確保
かくほ

すべきであるため。 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

○結
けつ

論
ろん

 

 当
とう

事
じ

者
しや

活
かつ

動
どう

、余
よ

暇
か

活
かつ

動
どう

、文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゆつ

活
かつ

動
どう

、スポーツ活
かつ

動
どう

の支
し

援
えん

は必
ひつ

要
よう

である。

会
かい

場
じよう

の使
し

用
よう

料
りよう

の減
げん

免
めん

などを含
ふく

めた検
けん

討
とう

が必
ひつ

要
よう

。 

○理
り

由
ゆう

 

 社
しや

会
かい

教
きよう

育
いく

、 生
しよう

涯
がい

学
がく

習
しゆう

の予
よ

算
さん

等
とう

からの補
ほ

助
じよ

と支
し

援
えん

ができないだろうか 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

○結論 

 障 害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、同じ
おなじ

目 標
もくひょう

に向
む

かってともに活 動
かつどう

できる場
ば

の確保
かくほ

が

必 要
ひつよう

である。そして、場
ば

の確保
かくほ

に加
くわ

えて、文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

活 動
かつどう

を 行
おこな

うための人的
てき

サポート
さ ぽ ー と

や支援
しえん

体 制
たいせい

が求
もと

められるとともに、作 品
さくひん

の展示
てんじ

や 発 表
はっぴょう

などにあたっては、多く
おおく

の

市民
しみん

に 観 賞
かんしょう

いただくための 発 表
はっぴょう

の場
ば

が 提 供
ていきょう

されることが望
のぞ

ましい。 

障 害
しょうがい

があるために、本 人
ほんにん

の潜 在 的
せんざいてき

な 芸 術
げいじゅつ

活 動
かつどう

の 能 力
のうりょく

が埋
う

もれてしまう場合
ばあい

も

多
おお

くあり、潜 在 的
せんざいてき

な 能 力
のうりょく

を発 掘
はっくつ

し、 能 力
のうりょく

を伸
の

ばすための支援
しえん

が求
もと

められること

からも、 障 害
しょうがい

の 特 性
とくせい

を理解
りかい

し、 芸 術
げいじゅつ

領 域
りょういき

の 専 門 的
せんもんてき

知識
ちしき

と 技 術
ぎじゅつ

を 有
ゆう

する

支援者
しえんしゃ

の存 在
そんざい

が必 要
ひつよう

である。また、創 作
そうさく

活 動
かつどう

の上
うえ

で、著 作 権
ちょさくけん

の確保
かくほ

に関する
かんする

支援
しえん

も求
もと

められる。 

○理由 

 文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

活 動
かつどう

に対する
たいする

指導
しどう

や支援
しえん

体 制
たいせい

が、一 番
いちばん

遅れて
おくれて

いる分野
ぶんや

でもある。この

分野
ぶんや

を促 進
そくしん

するためにも、 芸 術
げいじゅつ

領 域
りょういき

の専 門 的
せんもんてき

知識
ちしき

と技 術
ぎじゅつ

を有
ゆう

する支援者
しえんしゃ

の

存 在
そんざい

も必 要
ひつよう

である。 
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【山 本
やまもと

委員
いいん

】 

○結 論
けつろん

 

 セルフヘルプ
せ る ふ へ る ぷ

活 動
かつどう

に関
かん

して交通費
こうつうひ

および運 営
うんえい

費用
ひよう

を保 障
ほしょう

すべき 

○理由
りゆう

 

 AA 断 酒 会
だんしゅかい

については生 活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給 者
じゅきゅうしゃ

について交通費
こうつうひ

が支 給
しきゅう

されるが、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

のセルフヘルプ
せ る ふ へ る ぷ

活 動
かつどう

については一 切
いっさい

補助
ほじょ

がない。 

 立
た

ち上
あ

げ費用
ひよう

および交通費
こうつうひ

補助
ほじょ

が必 要
ひつよう

 

 

 


